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Abstract. Nobuo Yahagi and his collaborators have collected more than 350 specimens of Cordyceps
 

since 1970 from various localities in the Japanese Islands,mainly from the Tohoku district of Honshu.
From among them 86 specimens belonging to 71 species were recently donated to the Tohoku University

 
Museum. In this paper 96 species of Japanese Cordyceps,including 68 donated ones,are described and

 
illustrated. Among them 79 species are parasitic on insects,6 on other fungus(Elaphomyces),and 11

 
on spiders.

は じ め に

1970年，ノムシタケ属菌Cordyceps (＝冬虫夏草属菌)

の研究は分類学だけでなく，合わせて薬理学的解明とともに

始まった。昆虫に寄生し，虫という動物性の蛋白を栄養に

して成長する子嚢菌類は食菌といわれるキノコ類と異なり，

有用な薬理活性をもつ菌類であろうという思いがあった。イ

ネ科植物に寄生する植物性の子嚢菌類ではバッカクキン

Claviceps purupurea (Fr.)Tul.があり，このものからはエ

ルゴトキシン (Ergotoxine)など多くの薬理活性の強い化学

的成分が単離され，有用な菌類として古くから医療界で繁用

されてきた。

1978年，著者は日本薬学会でマウスを使って冬虫夏草属

菌の薬理学的効果について発表した。以来，動物実験を重

ねながら 2007年には「ミジンイモムシタケCordyceps sp.

TY262のマトリックス・メタロプロテアーゼ阻害作用」に

ついて薬理学的に発表した。

これらの研究の動物実験には種の同定と同時に試料の量的

確保が必須の条件であった。当初は山形県最上郡を中心に鳥

海山系，月山系，奥羽山系のブナの原生林，ローランドの

広葉樹林帯など限られた地域の探索であったが，多くの種類

の冬虫夏草属菌類を採集することができた 。

動物実験には，採集した冬虫夏草属菌の新鮮な内に人工

培養に供し，試料の量産をはかる必要があった。それには

自ら山野を探し求める以外，方法がなかった。種の同定で

は冬虫夏草属菌の泰斗，小林義雄博士，恩師の清水大典氏

の教えにしたがった。

1979 年，清水大典氏を中心に矢萩禮美子の発案で日本冬

虫夏草の会を設立した。事務局を矢萩信夫宅に置き，本格

的な冬虫夏草属菌の探索活動がおこなわれた。当時，日本

菌学会の会長を歴任した小林義雄博士の手元には採集された

冬虫夏草属菌が清水大典氏を通して届けられ，数多くの新種

が同定鑑別されて学会誌に掲載発表された。ときには新種と

されながらも 1個体の発見で終り，それを同定に供したた

め，標本とすることができなかった未記録の種も数多くみら

れた。またクモノオオトガリツブタケTorrubiella globosa
 

Kobayasi et  Shimizu (矢萩禮美子の新発見)など直径 2
 

mmの大きさでは液体標本とすることはできなかった。

以来，私達の探索の地域も日本列島，南は八重山諸島の

西表島に始まり，北は北海道の恵庭丘陵に及び，海外では

アメリカのアパラチュア山脈，ロシアのバイカル湖南岸森林

帯に冬虫夏草属菌の探索調査が広がった。
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1980年代，清水大典氏の資料では冬虫夏草属菌の総数は

世界で約 350種類であるといわれ，そのうち日本での発見

は 230種類近いといわれた。最近では世界中で約 400種ほ

どが知られ，日本産の種は約 300種に近いといわれている。

小林義雄博士によれば鱗翅目のハリタケ型など整理すれば遺

伝子の解析からも種類数がかなり少なくなるだろうと示唆し

ている。

1970年から 2006年まで，標本とされた冬虫夏草属菌の

本数は実質 350点に及び，種類的には属種不明ものを含め

て 90種に近い種類数になると思われる。その大半は時間の

ゆるす限り自らの足で探索収集したものである。

今回東北大学総合学術博物館に寄贈した標本は，これま

で収集したうちの 86点で，種類数は 71種である。本図説

で解説する冬虫夏草属菌は 96種で，寄贈標本 71種のうち

68種が含まれる。96種の中には，昆虫寄生のものが 79 種，

ツチダンゴ菌寄生が 6種，クモ寄生が 11種で，学会未記載

種を 15種含む。

分類は同翅亜目セミタケを筆頭に清水大典氏の掲載順序に

したがった。また和名については混乱をさけるため国際細菌

命名規約に基づき初版とされた小林義雄，清水大典共著の

「冬虫夏草菌図譜」(保育社)に準拠して記載した。

冬虫夏草Cordyceps sinensis (Berk.)Sacc.

冬虫夏草とは

冬虫夏草とは夏草冬虫ともいわれ，中国の四川省，貴州

省，青海省，甘粛省，雲南省，チベットや，ネパール，

ブータン，ヒマラヤ山系に位置する，海抜 3,000～4,000 m

の高山帯に悽息するコウモリガ科 (Hepialidae)，蝙蝠蛾

Hepialu armoricans Oberthurの幼虫に寄生する昆虫寄生子

嚢菌の一種で，学術名Cordyceps sinensis (Berk.) Sacc.

のことを指す。これを中国では別名を虫草とも称しており，

一般に昆虫寄生の菌類を総称して「……虫草」と呼称して

いるのが通例である。

日本では学問上，中国でいう冬虫夏草は発生しないが，

日本にも独自の昆虫寄生菌を含めて多くの虫寄生子嚢菌が発

見されている。主として昆虫に寄生するが，他に節足動物

のクモ類，ある種の地下生菌 (土団子菌)にも寄生し，こ

れら宿主であるホストの組織成分を栄養源にして成長する子

実体 (キノコ)の全てを総称して虫草属菌 (＝冬虫夏草属

菌)と呼んでいる。

世界で発見され記録されている種特異性ある冬虫夏草属菌

類は約 400種に及び，日本での発見例はその 3分の 2を占

めるのが現状である。

中華人民共和国衛生部葯典委員会編纂による中華人民共和

国葯典 (1977年)の記述では，冬虫夏草 (Dongchong-

hongxiacao)の発生時期は夏至の前後，6～7月頃で，子実

体が地上に発生したばかりの，未だ子嚢殻の形成されない幼

菌のうちにこれを採集，付着している土壌を取り払え，洗

浄後，陰干しか低温乾燥する。宿主の虫体は蚕 (カイコ)

に似て，長さは 3～5 cmあまり，虫体の太さ約 0.3～0.8
 

cm,表面は黄棕色，簡単に折れ，虫体の内部は淡黄白色の

菌糸体で充実している。子座である子実体は細長く円柱形，

大きさ 4～7×0.3 cm,表面の色は淡橙色か黄褐色，上部は

やや膨らみ柔らかく，断面は淡白色で微かに苦みがある。

［性味］;本草従新では甘，平。葯性考では味甘，性温。本

草再新では有毒。青海薬材では味は甘酸で，性は気香。［功

用主治］;本草従新は保肺益腎，止血化痰，己労嗽。葯性考

は秘精益 ，去朴命門。綱目拾遺では 友新云治膈症，同兼

土云治張。現代実用中葯は肺結核，陥痿遺精，老人性長寒，

涕多泪出。本葯典では朴肺益腎，用干 喘咳，腰膝軟弱に

効果があるとされる。

冬虫夏草の研究家である甘偉松博士の薬用植物学では綱目

拾遺巻 5において，味甘，性温。益肺腎，補精髄，止血化

痰，為強壮薬，主治虚労咳血，陽痿遺精，腰膝疼痛に対し

て薬効があることを記述している。

原色和漢薬図鑑・難波恒雄著によれば冬虫夏草は肺，腎

を益し，精髄を補い，血を止め虚損を補う効があり，虚労，

咳嗽，咳血，陽痿，遺精，腰膝の疼痛などの症に用いられ

るとあり，用途としては強壮，鎮静，鎮咳薬，病後の虚弱

症，インポテンツ，肺結核の吐血，老人性慢性咳嗽，盗汗，

自汗，貧血症などに応用すると記述している。

冬虫夏草の薬効についての逸話の一つに郭文場という人の

記述がある。友人の一人に虚弱体質で，特に呼吸器の抵抗

力が弱いため，いつも風邪に罹りやすく，逢う度にハンカ

チを手に溜息をつき，「ああ又，風邪にやられた」といいな

がら，咳をするやら，くしゃみするやらで鼻をぐすぐすさ

せ，涙を絶えない具合であった。

ここ数年来，すっかり血色が良くなり，肌にも艶があり，

体つきもがっしりしてきた。そしてバスケットにうち興ずる

彼の姿をよく見掛けるようになった。彼の話では一年以上も

風邪をひかないという。その変わりようには実のところびっ

くりした。

彼いわく，普段は体の鍛練に心掛けている他，実は中国

特産の貴重な生薬である冬虫夏草を煎じて服用しているのだ

という。

冬虫夏草はその生態が風変わりなだけでなく，病気の治

療に，また強精薬としてとくに著しい効果をもつ。無毒で，

精力強壮，去痰，止血，身体強壮の効がある。主として肺

結核，咳，痰の多い咳，から咳，貧血，血痰，喀血，吐血，

腰痛，老年期の衰弱による咳や冷症，下肢無力症，座骨お

よび筋骨のしこりや疼痛，陰萎，遺精，腎臓病，神経衰弱，

神経性胃痛，胃痙攣，吐き気，食欲不振などの症状に適す

と述べている。
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病後の衰弱，眩暈，食欲減退，虚汗，貧血にたいし，ま

た呼吸器系統の抵抗力が弱く，風邪に罹りやすいものに冬虫

夏草を用いると，その機能を増進し，病気にたいする抵抗

力を増すといわれる。

中国は清の千六百年代に書かれた「本草綱目拾遺」(明の

李時珍により書かれた 1882種類に及ぶ動物，植物について

分類，解説した中国の最も代表的な本草書「本草綱目」に

落ちこぼれた薬草をとり上げた後代の書物)には朝鮮人参と

比較してこのように記述している。

冬虫夏草，三十五枚を年をとった雄のアヒル一羽の頭を

割り，更に内臓を取り出した後，腹に冬虫夏草を詰め，よ

く縛ってから醤油と酒と一緒に煮込むと冬虫夏草の効果がア

ヒルの全身にしみわたる。それを病後の人が食べると朝鮮人

参一両にあたる。」

朝鮮人参一両とは約 50 gに当たり，古来より中国におい

ては冬虫夏草が朝鮮人参以上の効能ある秘薬として取り扱わ

れた薬草であったと思われる。

中国のお土産店に入ると葯材コーナーに「虫草鶏精」と

して缶詰や瓶詰が売られている。これは前述の中国に伝わる

処方の一つで，冬虫夏草のトリ肉の煮込みのことで，強精

剤として加工されている。上級の新鮮な鶏の肉に冬虫夏草を

配し，科学的方法によりエキス剤として精製したものであ

る。世界三大珍味の一つとして味は抜群，栄養価に富んで

いて，体質向上，健康回復に特に効があるとされる。そし

て過労，疲労に陥った過度の運動後に服用すると疲れも直ち

にとれ，運動量が増し，体力が向上するという。

菌類の研究・第二巻第二號 (昭和 11年 9 月)応用菌蕈学

研究会編より原文のまま抜粋。「臺灣に於ける藥用菌蕈」臺

北帝大植物学教室理學士･橋岡良夫著によると臺北市の薬種

老舗にて冬蟲草 (タンテヨンツアウ)を見出し，次の如く

記述している。

本品は亦冬蟲夏草 (タンチョンハ-ツアウ)とも せられ

る。所謂冬蟲夏草とは一般に昆蟲類，蜘蛛類に菌類が寄生

して子實體を形成したものを するのであるが，元来は支那

に於て藥用に したもののみを冬蟲夏草と へてゐた様であ

る。本品は蛾の幼蟲即イモムシに寄生した所のCordyceps
 

chinensis Saccardo菌の子實體である。

一體冬蟲夏草の形成による菌類はCordyceps 及 Isaria兩

屬に入るものであって之等兩者は有性代，無性代の相違に過

ぎずして兩者の間には親縁關係がある様である。夫は兎も角

として藥種商が冬蟲夏草と するものは概ね本品を指すので

あって古くより強壮 乃至は媚藥として賞用されてゐるらし

く，天保四年小原良直著す所の桃洞遺筆に依れば，袁棟の

書隠叢説に「夏草冬蟲浸酒服之可以却病延年」とあるさう

である。

冬蟲夏草は斯く強壮 長壽 として用ひられるので靈藥と

云ふ様な考えからEnglerは彼の植物の大著に非常な高貴藥

として取り扱ってゐるが，既に故白井博士が指摘された様に

夫は誤った考えであって藥種商では十本内外の乾燥品を赤い

絲で蟲體の部分を束ね，一束二十四錢で賣ってゐた。支那

から輸入すると云ふ話であった。

筆者が聞いた所に依れば本品は菌類兩部分を共に水に煎じ

て藥湯として飲用するのださうである。彼等は の補血 と

して用ひると云ってゐた。果たして強壮 として事實上効果

があるか否かに就ては筆者は何等實 してゐないのである

が，只本品の形態が珍奇な為に迷信的に藥用に供せられてゐ

るのではないかと云ふ様な氣がする。(以上原文のまま)

以上，記載されているままに記述したが明治，大正，昭

和の初め頃まで，菌類学者の間でも冬虫夏草の効能について

はさしたる評価がなされなかったことを示している。

冬虫夏草とならんで，古来，中国に伝承されてきた薬用

としての虫草菌に蝉花がある。冬虫夏草の記録に溯ること

600年前 (1082)の記述である。

冬虫夏草菌図譜 (小林義雄・清水大典共著)によれば，

「證類本草 (1082)に蝉花の記事のる。寇宗夾の重修政和経

史證類備用本草 (1249)に蝉花，白疆 の記事と図をのせ

る。李時珍本草綱目 (1590～’96)に蝉花のる。1726年に松

岡恕庵による用薬須知に蝉花の記事がのる。1726年のこの

年，冬虫夏草が初めて中国よりヨーロッパにもたらされる。

…… Reaumur,Memoire de I’Acad.Sei.Paris(1726):302,

pl.16。1727年，シナ冬虫夏草などが学術的に発表される。

冬虫夏草C.sinensis属の最初の発表となる。…… Vaillant
 

Botanicon Pari- siense p.39 Clavaria militaris, Clavaria
 

ophioglossoides」とある。

ここで蝉花とは唐慎微の証類本草ではセミタケCor-

dyceps sobolifera (HILL.)B.et Br.を指して「蝉の脱殻の

頭上に花冠状のような一角 (子実体)があり，これを蝉花

という」，と記してこれに当ている。形態的には不完全型の

シンネマを形成し，分生胞子をつける花束状の子実体を造る

ハナゼミタケ類が蝉花の名に相応しい気がする。例えばツク

ツクボウシタケ Isaria sinclairii Lloyd,イリオモテハナゼミ

タケ Isaria sp.などがある。

セミタケ (中国名 ;蝮 虫草)は子実体が棍棒状，地生

型で，地中にある蝉の幼虫から発生する。子実体は幼虫の

頭部，口器の部分から菌糸体を伸長させ，地上部は全体と

して褐色から淡橙褐色，結実部はやや濃く，埋生型の子嚢

殻 peritheciumを粒点状に密布する。子嚢は長い糸状，内部

の子嚢胞子は隔膜から分裂して短冊状の 2次胞子となり，

空中に飛散する。ニイニイゼミの悽息する低地の照葉樹林

内，寺社などの境内地上に発生する。日本では栃木県以南

の関東，関西に発生し，東北地方には発生の記録はない。

日本での発生はややまれで，中国のように量的に確保困難で

市場性に乏しい。

効能について証類本草によれば「味甘，寒，無毒，小児

冬虫夏草属菌図説



驚癇，夜啼，心悸」に效ありと記している。

セミタケについて甲子夜話続篇 (東洋文庫)では，「梅雨

の後，土用以前，樹下幽陰草間にあり，是己に蝮 ( は

蝉の未だ がざる者)より出て，土中に在るもの，久雨に

よりて土を出ること能はず。鬱死して頭上に菌を生ずるな

り。蝉は土内にあり，菌は土上に出即木セミの形状なり。

その菌長さ十二寸，本は狭くして一分許，末は漸くひろく，

二三分許にして尖らず。中空虚にして色赤し。切れば菌蕈

の臭あり。又末に数枝を分つものあり。又本より多く叢生

するものあり。又蝮 より花 (ハナゼミタケ)を生ずるも

のあり」として，セミタケとハナゼミタケとを区別して記

述している。

橋岡 (1936)によるとセミタケ金蝉花 (キンセンウエー)

について分類学的に評価を下している。以下原文のまま。

その一は蟲體の頭部を貫いて生ずる子實體が褐色で棍棒

状，鹿角状をなし，先端が膨れて子實層を作ってゐるもの

で，他は白色の子實體を叢生してゐるものである。即前者

はニイニイゼミに寄生する所のセミタケCordyceps
 

sobolifera (Hill.)Berk.であリ，後者は廣くツクツクボウシ

に寄生し，藥師寺及熊澤兩氏に依ればミンミンゼミにも稀に

寄生する所のセミタケ亦はツクツクボウシタケ Isaria Cos-

mopsaltrine Yasudaである。即廣義のセミタケにはコルデ

イセプス及イザリヤ兩属に属するものが含まれてゐるので

あって之等二品は形態及寄生の上から別種と考へられる (川

村清一，植雑，四四巻)。」

また，「白井博士 (植物妖異考)に依れば昔からこの二品

は區別せられて記されてゐる様で雲錦随筆に既に和名セミタ

ケとして角蝉及花蝉の二品を記載してあるさうである。云ふ

迄もなく前者はコルデイセプス型であり，後者はイザリア型

である。安田 (植雑，三五巻)，藥師寺及熊澤諸氏は一般に

コルデイセプス及イザリア兩属は単に無性，有性の差に過ぎ

ぬと考へられる所からセミタケの類の間にもその様な事實の

存する得る事を示唆して居られる。

本品は眼の衰弱に使用するのださうであるが果たして藥効

があるものかどうか筆者は確めて居ない。更にこのものは他

の藥と混用して用ひるのださうであるからセミタケそのもの

の藥効は甚だ頼りないものの用な気がする。」と記述してい

る。

筆者がこれを整理すれば，ニイニイゼミの幼虫に寄生す

る虫草属菌をセミタケ蝮 虫草と称し，子実体 stromaが棍

棒状のコルデイセプス型であり，ツクツクボウシの蝉の幼虫

に寄生し，白色の分生子 conidiumを付けるイザリア型の虫

草菌をツクツクボウシタケ Isaria sinclairii Lloydとして分類

学上，区別して使用している。

1883年，ツクツクボウシの蝉の幼虫に寄生し，子実体が

棍棒状，子嚢殻 perithecium を有するコルデイセプス型の

虫草が発見されて，これはツクツクボウシセミタケCor-

dyceps sinclairii (Berk.) Sacc.と命名されている。この現

象から推測するとツクツクボウシに寄生する虫草菌には不完

全型のイザリア型と完全型のコルデイセプス型が同一種の菌

として同じ宿主から派生したことになる。事実，小林義雄

博士の冬虫夏草図譜には同一宿主からイザリア型の分生胞子

で世代を繰り返す不完全型子実体と，コルデイセプス型の子

嚢胞子で世代を繰り返す完全型の子実体が一緒に発生してい

る図を掲載している。

近年，筑波山のローランド森林帯でウスキサナギタケC.

takaomontanaの宿主である虫体からコルデイセプス完全

型の子実体と同時に分生胞子型イザリアの不完全型子実体で

あるハナサナギタケ Isaria japonicaが派生している虫寄生

菌が発見されている。これは発生時期の同一性，ホストで

ある虫体の同一性を考慮するとウスキサナギタケの同一菌糸

体と観るのが妥当と思われる。

過去 30年間，冬虫夏草属菌の寒天培養過程ではコルデセ

プス完全型子実体の菌糸体の接種を試みて，90%は不完全

型，分生胞子の子実体発生に終始してきた。反対にイザリ

ア不完全型の子実体および分生胞子からの人工培養では寒天

培地上に子嚢殼を形成させた真性の完全型子実体の発生はゼ

ロで，未だに成功をみていない。

2003年，ウスキサナギタケC.takaomontana子実体の

柄の部分を寒天培地に人工培養をおこない子嚢殻のある子実

体を初めて成功させることができた。更にはサナギタケC.

militaris,マルミノアリタケC.formicarumについて虫体成

分を含まない半固形培地上に子嚢殼形成の完全世代型の子実

体を発生させることに成功した。

冬虫夏草属菌の研究，人工培養の過程の中で，150種に及

ぶ種類について対象としてきた。中には 1個体に終り，二度

と採集されない幻と化したものもあり，あるいは培養の過程

で水の泡となったものが大半である。

基本的に中国の「冬虫夏草菌Cordyceps  sinensis

(Berk.)Sacc.の人工培養をおこなわずして虫草属菌を語る

なかれ」という考えもあって，知人を通して中国に虫草の

採集に行こうという計画を一度はたてたが挫折，代わりに信

頼される日本在住の中国の S氏を派遣することとした。友

情の印しとして冬虫夏草採集報告書に巻頭文を載せ，私の手

元に甘粛省の蘭州を経て真性の冬虫夏草Cordyceps sinen-

sis (Berk.)Sacc.が届けられた。天津中醫学院の客員教授

として矢萩に対する天津中醫学院からの謝礼であるという。

(1998年)

走り行くこと 8000里，友の為に虫草を捜す」。

早速に虫体成分を加えない寒天培地上に植え付け，人工

培養を重ねながら冬虫夏草菌の純粋培養を試み，菌糸体の増

殖を始め，イザリア型子実体 (キノコ)の発生を観ること

に成功した。

矢 萩 信 夫



冬虫夏草属菌図説

第 1表 解説した種の一覧

No. 寄 主 子実体の形 学 名 和 名 採集地 採集者 採集年月日 サイズ 寄贈標本

1 同翅亜目 タンポ型 Cordyceps nipponica Y.Kobayasi アブラゼミタケ 名古屋 熱田 矢萩禮美子 Aug,20,1978  3 cm 〇

2 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps pseudolongissima
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
イリオモテセミタケ 沖縄県 西表島 矢萩信夫 Jun,10,1977  8 cm 〇

3 同翅亜目 樹枝型 Isaria farinosae pseudolongissima
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
イリオモテハナゼミタケ 沖縄県 西表島 矢萩信夫 Jun,10,1977  3～6 cm 〇

4 同翅亜目 タンポ型 Cordyceps heteropoda f.sp ウスイロオオセミタケ 北海道 恵庭 矢萩信夫 Aug,28,2003  2～4 cm 〇

5 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps imagamiana
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ウスイロセミタケ 山形県 今神 矢萩信夫 Aug,30,1980  9 cm

 

6 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps longissima Y.Kobayasi エゾハルゼミタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Aug,20,1993  4～8 cm 〇

7 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps sp.nov.D.Shimizu エニワセミタケ 北海道 恵庭 矢萩信夫 Aug,28,2003  11 cm 〇

8 同翅亜目 タンポ型 Cordyceps heteropoda Y.Kobayasi オオセミタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,20,1979  12 cm 〇

9 同翅亜目 カンザシ型 Cordyceps kanzashiana Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
カンザシセミタケ 沖縄県 西表島 矢萩信夫 Jun,10,1977  3 cm 〇

10 同翅亜目 タンポ型 Cordyceps sp.nov. シロオオセミタケ (仮名) 青森県 十和田 矢萩信夫 Aug,20,1993  19.2 cm 〇

11 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps sobolifera(Hill.)Berk.et
 

Br.
セミタケ (標準型) 京都 洛北 矢萩禮美子 July,26,1980  7 cm 〇

12 同翅亜目 樹枝型 Cordyceps sp. (Cicadidae sterilis
 

fungus)
セミタケ (不稔型) 山形県 舟形 矢萩信夫 Aug,10,1980  2.5 cm

 

13 同翅亜目 樹枝型 Isaria sinclairii (Berk.) Lloyd ツクツクボウシタケ 宮城県 青葉山 矢萩信夫 Aug,2,1998  3 cm 〇

14 同翅亜目 タンポ型 Cordyceps heteropoda f.sp. ツツナガオオセミタケ 北海道 恵庭 矢萩信夫 Aug,28,2003  6 cm 〇

15 同翅亜目 ハリタケ型 Cordyceps prolifica Y.Kobayasi ツブノセミタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,30,1976  35 cm 〇

16 同翅亜目 首折れ型 Cordyceps remosopulvinata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
トビシマセミタケ 山形県 鶴岡 矢萩信夫 July,30,1981  9.5 cm 〇

17 同翅亜目 トルビエラ型 Torrubiella superficialis Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
カイガラムシキイロツブタケ 山形県 神室 矢萩禮美子 Aug,21,1978  0 cm

 

18 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps coccidiicola Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
カイガラムシツブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,24,1975  3～6 mm

 

19 同翅亜目 こん棒型 Cordyceps yahagiana Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
サキブトカイガラムシタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,15,1978  4.5～5.5mm

 

20 同翅亜目 ハリタケ型 Cordyceps sp. (TY-245) ハリガタカイガラムシタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,21,1978  4～5 mm 〇

21 同翅亜目 ミミカキ型 Cordyceps tricentri Yasuda アワフキムシタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,28,1978  15 cm 〇

22 同翅亜目 ハリタケ型 Cordyceps sp. ウンカハリタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,18,1977  6 cm 〇

23 同翅亜目 トルビエラ型 Podonectrioides cicadellidicola
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ヨコバエタケ 山形県 神室 矢萩信夫 July,23,1975

 

24 異翅亜目 ミミカキ型 Cordyceps nutans Pat. カメムシタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,15,2003  6.3 cm 〇

25 異翅亜目 ミミカキ型 Isaria sp. (anamorphus) カメムシタケ (分生胞子型) 山形県 釜渕 矢萩信夫 Jun,29,1992  7.3 cm
 

26 異翅亜目 首折れ型 Cordyceps pentatomi Koval クビオレカメムシタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Sept,23,1997  2.2 cm 〇

27 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps takaomontana Yakushiji
 

et Kumazawa
ウスキサナギタケ 山形県 高坂 矢萩信夫 Aug,1,1999  1～4 cm 〇

28 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps cochlidiicola Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
イラガツブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Jun,22,1979  4.5～7 cm 〇

29 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps chichibuensis
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
オオミノサナギタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Aug,28,1988  2-4 cm 〇

30 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps sp.nov. カマブチオオハリタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,12,1978  18～19 cm
 

31 鱗翅目 コブシ型 Cordyceps tuberculata (Leb.) Mair
 

f.sp.
ガヤドリキイロツブタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,3,1980  1～4 mm

 

32 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps tuberculata (Leb.) Maire
 

f.moelleri (Henn.) Y.Kobayasi
ガヤドリナガミノツブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,3,1980  3～10 mm 〇

33 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps takaomontana f.sp. キイロサナギタケ 山形顕 肘折 矢萩信夫 Aug,27,1978 〇

34 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps militaris f.sp. クキジロサナギタケ 山形県 角川 矢萩信夫 Sept,15,1980 2.7～3.5 cm
 

35 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps crinalis Ellis ex Lloyd コツブイモムシハリタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,10,1988  5～8 cm 〇

36 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps militaris (Vuill.) Fr. サナギタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,28,1977  1.3～6.5 cm 〇

37 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps miniatoperitheciata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
スカシヒメハリタケ 山形顕 関山 矢萩信夫 July,5,1981  2～3 cm

 

38 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps sinensis (Berk.) Sacc. トウチュウカソウ 中国，甘粛省 万 以信 May,13,1998  4～7 cm 〇

39 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps martialis Spegazzini トサカイモムシタケ 山形県 肘折 矢萩信夫 Aug,27,1978  3～7 cm 〇

40 鱗翅目 ハリタケ型 Cordyceps sp. ハトジムシハリタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,16,1978  3～8 cm 〇
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第 1表 つづき

No. 寄 主 子実体の形 学 名 和 名 採集地 採集者 採集年月日 サイズ 寄贈標本

41 鱗翅目 樹枝型 Isaria martialis f.sp. ハナイモムシタケ (仮名) 山形県 肘折 矢萩信夫 Oct,22,2001  2～8 cm
 

42 鱗翅目 樹枝型 Isaria japonica Yasuda ハナサナギタケ 山形顕 釜渕 矢萩信夫 Jun,29,1992  5～40 mm 〇

43 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps purinosa Petch ヒメサナギタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,16,1978  1～2 cm 〇

44 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps sp.nov. フデノホスズメガタケ 山形県 赤倉 矢萩信夫 Aug,20,1985  18～19mm
 

45 鱗翅目 サンゴ型 Polycephalomyces sp. マユダマタケ 北海道 恵庭 森 政男 Aug,28,2003  8～60 mm
 

46 鱗翅目 こん棒型 Cordyceps sp. Y.Kobayasi(TY-262) ミジンイモムシタケ 山形県 羽黒町 矢萩信夫 Sept,29,1988  1～11 cm 〇

47 鱗翅目 こん棒型 Isaria sp. ミノムシタケ (仮名) 茨城県 相川 矢萩禮美子 Oct,6,2005  3～7 mm
 

48 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps falcatoides Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
アメイロツブタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Aug,8,2006  17～24 mm

 

49 鞘翅目 タンポ型 Cordyceps graciliodes Y.Kobayasi ウスイロタンポタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Jun,7,1999  5 cm 〇

50 鞘翅目 こん棒型 Cordyceps sp.D.Shimizu エゾコガネムシタケ 北海道 恵庭 矢萩信夫 Aug,28,2003  4-7×
0.3-0.5 cm

〇

51 鞘翅目 ハリガネ型 Tilachlidiopsis nigra Yakusiji et
 

Kumazawa
オサムシタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,5,1980  2～8 cm 〇

52 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps macularis f.sp. カブヤマツブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,30,1977  1.5～2.8 cm 〇

53 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps sp. クチキカノツノタケ 青森県 十二湖 矢萩信夫 July,29,1988  3～5 cm 〇

54 鞘翅目 タンポ型 Cordyceps clavata Y.Kobayasi et
 

D.Shimizu
クチキフサノミタケ 青森県 十二湖 矢萩信夫 July,29,1988  1～3.5 cm 〇

55 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps geniculata Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
クチキムシコガネツブタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,16,1983  1.5～2.5 cm

 

56 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps  obliquiordinata  Y.
Kobayasi et D.Shimizu

ケンガタコガネムシタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Jun,22,1979  3～5.3 cm

 

57 鞘翅目 タンポ型 Cordyceps neovolkiana Y.Kobayasi コガネムシタンポタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,25,1986  1～2 cm 〇

58 鞘翅目 タンポ型 Cordyceps gracilioides f.sp. コメツキタンポタケ 仙台市 青葉山 矢萩信夫 Sept,15,1996  2～3.5 cm 〇

59 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps agriota Kawam. コメツキムシタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,16,1978  3～6 cm 〇

60 鞘翅目 首折れ型 Cordyceps ferruginosa Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
サビイロクビオレタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Aug,8,2002  3～4.5 cm 〇

61 鞘翅目 こん棒型 Cordyceps nakazawai Kawamura テッポウムシタケ 山形県 角川 矢萩信夫 Oct,28,1982  7～11 cm 〇

62 鞘翅目 こん棒型 Cordyceps roseostromata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ベニイロクチキムシタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 July,26,1988  5～20 mm 〇

63 鞘翅目 首折れ型 Cordyceps rubrostromata
 

Y.Kobayasi
ホソエノアカクビオレタケ 青森県 十二湖 矢萩信夫 Jun,30,1988  6～15 mm

 

64 鞘翅目 こん棒型 Cordyceps sp.nov. マヤサンエツキムシタケ 山形県 摩耶山 矢萩信夫 Aug,2,1986  4～6.5 cm 〇

65 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps superficialis f.crustacea
 

Kobayasi et Shimizu
マルミノクロハリタケ 北海道 恵庭 矢萩信夫 Aug,19,2003  3～5 cm 〇

66 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps konnoana Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
マルミノコガネムシタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Jun,22,1979  3.5～5.1 cm 〇

67 鞘翅目 ハリタケ型 Cordyceps macularis Mains ミヤマムシタケ 山形県 関山 矢萩信夫 July,5,1981  3～5.3 cm 〇

68 鞘翅目 首折れ型 Cordyceps purpureostromata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ムラサキクビオレタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Sept,23,1988  7～25 mm 〇

69 膜翅目 ハリタケ型 Cordyceps sp. イトヒキミジンアリタケ 香川県 仲南 村上光太郎 May,16,1999  0.6～1 cm 〇

70 膜翅目 トルビエラ型 Torrubiella sp. コブガタアリタケ 福島県 飯館 矢萩禮美子 Nov,5,2006  2.7～1.2mm
 

71 膜翅目 タンポ型 Cordyceps formicarum Y.Kobayasi マルミノアリタケ 香川県 仲南 村上光太郎 May,16,1999  1.2 cm×
1 mm

〇

72 膜翅目 ハリタケ型 Cordyceps elongatostromata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ツキヌキハチタケ 山形県 釜渕 森 政男 Aug,31,2006  14 cm 〇

73 膜翅目 ミミカキ型 Cordyceps oxycephala Penz.et
 

Sacc.
トガリスズメバチタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,31,2006  3.5～4 cm

 

74 膜翅目 ミミカキ型 Cordyceps sphecocephala
(Kl.)Sacc.

ハチタケ 山形県 赤倉 矢萩信夫 Aug,20,1983  3～10 cm 〇

75 双翅目 樹枝型 Isaria sp.nov. コナアブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,31,1979  7.8 cm
 

76 双翅目 タンポ型 Cordyceps dipterigena Berk.Et Br. ハエヤドリタケ 山形県 高坂 矢萩禮美子 Aug,7,1975  7～10 mm
 

77 双翅目 ハスノミ型 Cordyceps discoideocapitata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
フトクビハエヤドリタケ 山形県 神室 矢萩信夫 Aug,8,1979  4 mm 〇

78 トンボ目 タンポ型 Cordyceps odonatae Y.Kobayasi タンポヤンマタケ 茨城県 七会 矢萩信夫 Oct,6,2005  2.5 cm×
1 mm

〇

79 トンボ目 太針型 Hymenostilbe odonatae Y.Kobayasi ヤンマタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,28,1977  2.5-6 mm 〇



矢萩信夫冬虫夏草コレクション解説

第 1表に解説した 96種の冬虫夏草標本の一覧を示す。図

版は巻末にまとめて付す。

寄生主 :同翅亜目

アブラゼミタケ 図 1
 

Cordyceps nipponica Y.Kobayasi

発生地 :名古屋・熱田

採集年月日 :Aug, 20, 1978

同翅亜目Homopteraのセミ科Cicadidaeアブラゼミの幼

虫に感染して世代を繰り返している昆虫寄生子嚢菌 (＝冬虫

夏草属菌)である。地中にあるアブラゼミの幼虫の頭部ま

たは口から淡黄土色の子実体 (キノコ)を発生させる。子

実体は単一，全長 2-7 cm,頭部は枝分かれして先端にタン

ポ状の結実部 (子座) stromaをつくる。結実部は不規則な

球形または扁球形で大きさは 1.5-5×1.5-3.5 mm，結実部表

面には淡橙褐色の子嚢殻 peritheciumの口縁部が粒点状に突

出する。

柄は淡黄褐色で円柱状，繊維肉質，太さは 1-2.5 mm,と

きに地下部は小石，木の根で屈曲する。子嚢殻は細口ビン

形または卵形，800-950×300-370μm。子嚢殻に内包する

子嚢 ascusの大きさは 530-600×3-3.5μm，子嚢の頭部

capは 2.5×3-3.5μm。子嚢は隔壁から分裂して微小な短冊

状の 2次胞子 sec-sporeになる。大きさは 3-5×1μm。

本種の分生胞子型にハナアブラゼミタケ Isaria nipponica
 

Y.Kobayasiがあり，セミに寄生する。

愛知県特産。

人工培養 (菌株C-Y155)

イリオモテセミタケ 図 2
 

Cordyceps pseudolongissima Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :沖縄県・西表島

採集年月日 :Jun,10,1977

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeの幼虫に寄生す

るノムシタケ菌 (＝冬虫夏草属菌)で，八重山群島の最南

端に位置する西表島の亜熱帯雨林内に発生する。

世界で 350種に及ぶ昆虫寄生菌の中で，セミに寄生する

冬虫夏草属菌図説

第 1表 つづき

No. 寄 主 子実体の形 学 名 和 名 採集地 採集者 採集年月日 サイズ 寄贈標本

80 ツチダン
ゴ目

タンポ型 Cordyceps intermedia Imai エゾタンポタケ 青森県 十和田 矢萩信夫 Sept,2,1982  9 cm×
6 mm

〇

81 ツチダン
ゴ目

タンポ型 Cordyceps jezoensis Imai エゾハナヤスリタケ 北海道 支笏湖 森 政男 Sept,9,2002  5～12 cm 〇

82 ツチダン
ゴ目

タンポ型 Cordyceps canadensis Ell.Et Everh. ヌメリタンポタケ 山形県 赤倉 矢萩信夫 Oct,21,1989  2.5～11 cm 〇

83 ツチダン
ゴ目

こん棒型 Cordyceps ophioglossoides (Ehrh.)
Fr.

ハナヤスリタケ 山形県 葉山 矢萩信夫 Sept,3,1989  3～15 mm 〇

84 ツチダン
ゴ目

タンポ型 Cordyceps minazukiensis
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
ミナズキタンポタケ 福島県 赤岩 佐藤文一郎 May,21,1979  5～12 cm

 

85 ツチダン
ゴ目

タンポ型 Cordyceps intermedia f.
michinokuensis Y.Kobayasi et

 
D.Shimizu

ミヤマタンポタケ 山形県 春木 矢萩信夫 Oct,8,1989  1.5～4.8 cm
〇

86 クモ 目 ツブタケ型 Cordyceps coccioperithciata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
アカミノオグラムシタケ 山形県 最上町 矢萩信夫 Aug,20,1983  2.5-10×

1.4 mm
 

87 クモ 目 イガ状型 Gibellula aranearum(Sch.)H.Sydow ギベルラタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,21,1978  4～7 mm 〇

88 クモ 目 こん棒型 Isaria atypicpla Yasuda クモタケ 京都 北山 矢萩禮美子 July,10,2001  8.5×0.4 cm 〇

89 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella globoso-stipitata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
クモノエツキツブタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,27,1978  2 mm

 

90 クモ 目 タマ型 Torrubiella globosa Y.Kobayasi et
 

D.Shimizu
クモノオオトガリツブタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,21,1978  2 mm

 

91 クモ 目 タンポ型 Polycephalomyces f.sp. クモノマユダマタケ 仙台市青葉山 根本敬子 May,28,2005  2 mm 〇

92 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella rosea Y.Kobayasi
 

et D.Shimizu
サンゴクモタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 July,19,1980  5～10 mm 〇

93 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella longissima Y.Kobayasi et
 

D.Shimizu
ツキダシナガミノクモタケ 山形県 釜渕 矢萩禮美子 Aug,20,1978 〇

94 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella oblonga Y.Kobayasi et D.
Shimizu

ツツナガクモタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,20,1979  5 mm

 

95 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella sp.nov. ナダギリキイロクモタケ 山形県 赤倉 矢萩信夫 Aug,20,1985  10～15 mm 〇

96 クモ 目 トルビエラ型 Torrubiella aurantia Y.Kobayasi et D.
Shimizu

ミカンイロクモタケ 山形県 釜渕 矢萩信夫 Aug,20,1978  4 mm

東北大学総合学術博物館に寄贈した種類は，「寄贈標本」欄に〇で示した。ただし採集地や採集者は別のものである。



菌類ほど，宿主である虫体と子実体であるキノコとが渾然一

体となり，調和のとれた自然の造型美を作り出しているもの

は他に類例を見ない。

昆虫寄生菌の中で冬は虫として地中にあり，夏に草と化

して地上に姿を現す最も代表的なノムシタケ属菌の一つと

いっても過言ではない。

子実体 stromaは 1個，セミ幼虫の頭部より生じ，円柱

形，長さ 8 cm,やや硬い肉質，頂部に赤褐色の胞子果叢を

形成し，柄の基部は革質で淡褐色で，捩じれる。子嚢殻

peritheciumは埋生型で，僅かに突出，長楕円形で粒点状に

密布する。

大きさ 470-500×170-270μm,子嚢 ascusの太さ 4μm,

子嚢頭部の径 3μm,2次胞子 8-11×1μm。

人工培養 (菌株C-Y27)

本菌の不完全型 Isariaに分生胞子 conidiumで世代を繰り

返すイリオモテハナゼミタケ (西表島産)がある。

〔註〕:写真 (図 2)はイリオモテセミタケの採集現場写真。

地下部の宿主であるセミを掘り起こしたもので，セミ虫体の

足の部分から綿毛状の菌糸体が観察される。

イリオモテハナゼミタケ 図 3
 

Isaria farinosae pseudolongissima sp.

発生地 :沖縄・西表島

採集年月日 :Jun,10,1977

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeのイワサキゼミ

幼虫に感染する分生胞子型 (イザリア型)のセミ寄生菌で

ある。八重山諸島の最南端に位置する西表島の亜熱帯雨林で

見出された。

子実体 (キノコ)は樹技状で地中のセミ幼虫の頭部から

発生する。地上部の高さ 3 cm,全長 3～6 cmに及ぶ。地中

のセミ幼虫の大きさ 2.5 cm。

セミの幼虫に本菌の分生胞子 conidiumが感染し，虫体の

組織組成を栄養として蝕み，虫体の姿はそのままに表皮だけ

を残して内部は淡白色の菌糸体でコンパクトに充満する。そ

の後 6月から 7月にかけて虫体表皮を突き破って子実体を

発生させる。

子実体上部の枝部に分生子果 conidiomaをつくり無数の

分生胞子を密布させる。分生胞子は楕円形で中央部はへこ

む。大きさ 3.8-4.5×1.5μm。

分生胞子型セミ寄生菌ではツクツクボウシタケ Isaria sin-

clairiiが代表的な菌とされるが，菌類学者の間では Isariaを

カビ属Paecilomycesであるとして系統的に分離し，カビの

仲間に入れるべきとの説がある。菌類学の泰斗･小林義雄博

士は分生子柄束 synnemaを有している昆虫寄生菌はカビ属

の仲間とは別種の菌類 (キノコ類)として Isaria型を命名し

ている。事実，ツクツクボウシタケの同じ虫体から分生子

型 (Isaria type)の子実体と子嚢殻 peritheciumのある完全

世代型のツクツクボウシセミタケの子実体が同時に混在，発

生しているケースが報告されている。

人工培養 (菌株C-Y32)

ウスイロオオセミタケ 図 4
 

Cordyceps heteropoda f.sp.

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,28,2003

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeのエゾゼミ

Tibicen japonicus Katoの幼虫に寄生する地生型のセミ寄生

子嚢菌である。

子実体はタンポ型で形態的にはセミタケの基本形であるオ

オセミタケC.heteropodaに全く類似する。子実体頭部の

褐色の結実部を観る限り，本種の子実体頭部は淡灰褐色で別

種のセミ寄生子嚢菌と思われがちであり，ノムシタケ菌類研

究の泰斗，故清水大典氏は本種をオオセミタケのアルビノタ

イプであると評価している。顕微鏡による子嚢胞子asco-

sporeの観察では相違している点が多く，将来は遺伝子解析

による鑑定を待たなければならない。

本種の子実体は単一，または 3個を生じ，形態と色合い

からさながらオオセミタケと別種の観を思わせる。オオセミ

タケの子実体は 2個までの双生を確認しているが，これは

宿主 hostであるセミの種類，大きさに関連していると思わ

れる。

子実体の地上部の高さ 2～4 cm,結実部の子座 stromaは

円球形で大きさは 7-9×6-7 mm,淡灰褐色の子座表面には

完埋生の子嚢殻 perithecium口縁部が粒点状に密布する。柄

の地上部は淡灰白色の円柱形，やや硬い繊維肉質で径 3～4
 

mm。地下部は木の根ように細くなり濃褐色に変わる。

子嚢殻は卵形，大きさ 400-500×225-275μm。

子嚢の頭部 capは編球形，径 2.3×3μm,子嚢の太さ 2.5

μm。2次胞子 sec-sporeは 5.2-8×0.75-1μm。

北海道特産。

人工培養 (菌株C-Y226)

ウスイロセミタケ 図 5
 

Cordyceps imagamiana Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・今神

採集年月日 :Aug,30,1980

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeエゾハルゼミの

幼虫に寄生するノムシタケ属の子嚢菌である。

半翅目のエゾハルゼミに寄生する子嚢菌には，エゾハル

ゼミタケC.longissima Y.Kobayasiがあり，類似のセミタ

ケにオリーブ色を呈したウメムラセミタケC.paradoxa Y.

Kobayashiなどがある。

本種は 1980年の夏，最上川船下りで有名な古口町を流れ

る最上川の支流，角川の奥地，秘境温泉といわれる今神温

矢 萩 信 夫



泉の山地渓流で発見された。冬期問は雪のため閉鎖され，

近くに神秘を湛えたお池がブナの原生林の中に静かなたたず

まいをつくっている。

子実体 stromaは単一，棍棒状で長さ 90 mm,柄部は 30
 

mm，円柱形で太さは約 1.5～2.0 mmになり，平滑，皮膚を

欠く。頂部は長楕円形，淡黄褐色。子嚢殻 peritheciumは埋

生で卵形 450-550×250-275μm,口縁を僅かに突出する。

まれに子嚢殻の細口瓶形も認められる。

子嚢 ascusの太さ 7μm，頭部の径 4μm。2次胞子sec-

sporeは 3-4×1.5μmで短冊状に両端が裁断される。

ブナ林内の沢地にヒノキアスナロ (青森ヒバ)の大木が

あり，その根元で採取された。

当初，同地域では 1個体のみの発見であり，新種とは同

定されなかった。後に冬虫夏草属菌の第一人者，清水大典，

小林義雄両先生の鑑定により新種として登録された。発生は

稀，日本特産。

人工培養 (菌株C-Y96)

エゾハルゼミタケ 図 6
 

Cordyceps longissuma Kobayasi

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Aug, 20, 1993

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeのエゾハルゼミ

Terpnosia zacua Olivierの幼虫に寄生して世代をつくるノ

ムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の菌類で，セミ寄生の子嚢菌

である。

子実体はセミの口器より単一に発生し，地上部は淡紅褐

色のこん棒型，高さは 5～10 cmになる。子実体の長さは地

下部を含めて 25 cm以上になる場合もある。地下部の柄は

細長く樹木の細根のように地中の石ころや木根にからむ場合

多く，宿主であるセミの幼虫を掘り当てるのに困難を極め

る。ときには半日がかりの作業となること，しばしばであ

る。また地中のセミ幼虫は綿毛質の菌糸膜に覆われ，セミ

幼虫の生息している地中空間も菌糸体で充満されている場合

がある。

子実体頭部の結実部 stromaは円筒形，または長紡錘形，

ときには多少ねじれる。結実部は淡紅褐色で，皮層は偽柔

組織よりなり，表面には完埋生柵状の子嚢殻 peritheciumの

口縁部が密布する。大きさ 3-5 cm×5-6 mm。

柄は革質で太さ 1.5～2 mm，地下部は淡褐色，針がね状

となり，皮層は厚膜の菌糸体よりなる。

子嚢殻は卵形で頚部を欠き，大きさ 600-650×280-310

μm。子嚢 ascosporeの大きさ 5-6μm。

2次胞子 sec-sporeは細長い短冊状に分裂する。大きさ

9-11×1-1.2μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y152)

エニワセミタケ 図 7
 

Cordyceps sp.nov.D.Shimizu

(学会未記録種)

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,28,2003

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeのセミの幼虫に

寄生する地生型セミ寄生の子嚢菌で，幼虫の頭部から子実体

を単一に発生し，ときに頂部で枝分れするものもある。先

端は突き抜き型となり，肥厚した結実部を形成し，半埋生

の子嚢殻 peritheciumを不規則に密布させる。

本種の子実体の柄は円柱状で，地下部は地中の埋石，木

根のため中途で屈曲しているが，弾力性ある肉質で折れな

い。宿主からの長さ約 11 cm,太さ 3～5 mm。地上部の高さ

2.5 cm,枯葉の間から発生し，色は淡黄色を帯びる。地下部

は茶褐色から基部へ向かって濃い褐色に変わる。

ノムシタケ属Cordycepsのセミに寄生する菌類の仲間に

は，分生胞子型のツクツクボウシタケを含めて 42種を数え

る。北は北海道から南は八重山諸島の西表島まで日本列島，

セミの生息している地域には種々のセミタケが発生し，今後

も新しいセミタケの発見が期待される。

とりわけ，本種のエニワセミタケはトドマツ林内に発生

する北方系のセミタケで，北海道以外では未だ発見されてい

ない。

子嚢穀の大きさは 350-400×160-200μm。子嚢の幅 1.8

μmで，長楕円形または卵形。子嚢殻の口縁部は淡黄色の円

形で結実部に密布する。

日本固有種で現在では北海道のみに発生する。

学会未記録種。

人工培養 (菌株C-Y153)

オオセミタケ 図 8
 

Cordyceps heteropoda Y.Kobayasi

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,20,1979

同翅亜目Homopteraのセミ科Cicadidaeに寄生する菌類

で，エゾハルゼミ，コエゾゼミ，アブラゼミ，ヒグラシの

幼虫の頭部，または背面から発生する。現在，約 350種類

に及ぶノムシタケ属菌類 (冬虫夏草属菌類)の中で，形態

的に宿主である昆虫と子実体であるキノコが一体化し，最も

典型的姿を形造る虫寄生のキノコはセミタケであり，自然界

の創造性と偉容を誇る昆虫寄生菌は他にない。

中国の薬用菌類として代表されるものに冬虫夏草C.

sinensis (Berk.) Sacc.があり，他に虫草菌の仲間で代表さ

れる蝉花 (セミタケ)C.sobolifera (Hill.)Berk.が伝えられ

ている。薬性は寒，薬味は甘，無毒。痙攣を解き，風熟を

散じ，疹を透すとあり，古来，薬用菌類の一つとして汎用

されてきた。

冬虫夏草属菌図説



日本にてもセミタケは関西地方を中心に，栃木県以南に

発生する。しかし東北にはオオセミタケが一般的に多発し，

基本種であるセミタケの発生は未だみていない。地域性によ

り北は北海道のアイヌセミタケから，南は西表島のイリオモ

テセミタケに至るまで種特異性ある各種のセミタケが広く分

布する。

本種のオオセミタケはタンポ型，子実体は円形または楕

円形の頭部と円柱状の柄からなり，根元は細くくびれ，や

や硬い肉質の 3つの部分からなる。

地上部は高さ 10～12 cm,径 3～8 mm。平滑，淡黄褐色，

埋生部分は朱褐色となる。結実部 (頭部)は頂生，大きさ

は 7-9×6-7 mm,淡褐色。子嚢殻 perithecium (埋生型)

の先端が表面に粒点状に密布する。

子嚢殻は細口ビン形 610-660×200-215μm。子嚢 ascus,

250-300×5-7μm。子嚢の頭部は偏球形，5.5-6.5μm。2

次胞子 sec-spore,6-8×1μm。

発生環境は落葉樹，照葉樹と針葉樹の混交林内に発生し，

高温多湿の 6～8月にかけて最盛期である。日本の他はアフ

リカのコンゴ地方で発見されている。

人工培養 (菌株C-Y76)

カンザシセミタケ 図 9
 

Cordyceps kanzashiana Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :沖縄県・西表島

採集年月日 :Jun,10,1977

同翅亜目Hemoptera,セミ科Cicadidaeのイワサキヒメ

ハルゼミの幼虫に寄生したノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)

の子嚢菌で，子実体はセミ幼虫の頭部から発生する。

子実体は単一か双生し，カンザシ型で頭部に数珠状の結

実部をつくる。柄は円柱形で高さ 3 cm,太さ 3～5 mm,革

質で平滑，淡褐色，皮層は偽柔組織よりなる。本種は先端

で 2-3個に枝分かれし，球状の結実部をやや房状に生じる。

結実部の大きさ 2.5-5.5×2-7 mm。淡黄色，表面には橙黄

色の子嚢殻 perithecium口縁部が粒点状に突出する。

子嚢殻は埋生，細長いビン形で，900-1,050×270-300

μmになる。子嚢 ascusの太さ 3μm，頭部の径 3μmで，

2次胞子 sec-sporeは 3-5×1μmになる。

西表島特産で発生環境の植物相にはスダジイ，ウラジロ

ガシ，オニヘゴ，リュウビンタイなどの照葉樹林帯内に発

生する。

人工培養菌 (菌株C-Y184)

〔追記〕:カンザシセミタケに類似のセミタケに 1980年，山

形県飛島のタブノキ林内で渡部正一氏によって発見されたト

ビシマセミタケがある。発見当初，対馬暖流の海流する影

響で孤立発生したカンザシセミタケと思われたが形態的には

一本の枝に数珠状に結実部をつくるカンザシセミタケに対

し，トビシマセミタケは柄の先端に樹枝状にタンポ型の結実

部をつくる点で相違する。

両者は遺伝子的解析では殆ど同じ種であった。

シロオオセミタケ (仮名) 図 10
 

Cordyceps sp.nov.

(学会未記録種)

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Aug,20,1993

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeの幼虫に寄生す

るノムシタケ属(＝冬虫夏草属菌)子嚢菌類で，本種は大型

のエゾセミTibicen japonicus Katoの幼虫に寄生した子嚢

菌である。子実体の長さ 19.2 cm,地上部 6 cm,結実部頭部

の大きさ縦 11 mm,横 7.0 mm,柄の太さ 4.0 mm,基部は細く

なり 1.2 mmになる。

本種の子実体の地上部は二双生，純白色，肉質で弾力性

があり，地下部は徐々に細まり茶褐色に変わる。

子嚢殻 pertheciumは完埋生で淡褐色，孔ロは細口瓶形

で，タンポ状頭部の表面に粒点状に密布する。大きさ580-

650×280-320μm。

子嚢 ascusの大きさ 125×3-5μm,頭部は 3×3μmで，

2次胞子は冊状形，大きさは 5.0-7.5×2μmになる。

人工培養 (菌株C-Y105)

〔追記〕:夕日に染まる十和田湖畔の広葉樹林帯で発見したも

ので，2例目は未だ見付かっていない。例年，同じ近辺を探

索しているが，近年，林道が切り開かれて，自然環境の生

態系が破壊され，種の絶滅に帰したものと危惧している。

セミタケ 図 11
 

Cordyceps sobolifera(Hill.)Berk.et Br.

(中国名 :蝉花)

発生地 :京都・洛北

採集年月日 :July,26,1980

同翅亜日Homoptera，カイガラムシ科Coccidaeの昆虫

に感染，寄生するノムシタケ属菌で，地中に生息するニイ

ニイゼミの幼虫頭部より棍棒状の子実体を発生させる。

本種はセミ (蝉)に寄生する地生型の菌としては最も基

本的な種類で，1763年，Hill. により学名 Clavaria
 

soboliferaセミタケとして命名された。

地上部の子実体であるキノコと，宿主である地下部のセ

ミが渾然一体をなして形成する姿は，ノムシタケ属Cor-

dycepsの典型的な形態とされてきた。

本種の子実体は単一の棍棒状で高さ 7 cm,先端部はやや

太く約 10 mm,基部に向かい細まり 3 mmになる。色彩は

全体的に淡赤褐色で肉質，上部の結実部には埋生型の子嚢殻

perithecium口縁部が粒点状に密布する。

基部 (セミの頭部)にはコブ状の盛り上がりが見られ，

内部には紡垂形で無色，平滑な分生胞子を形成する。この

矢 萩 信 夫



部分より成熟とともに短枝の柄を発生させる。

子嚢殻は細口瓶形で，大きさ 500-600×220-260μm子

嚢 ascusは 400-470×5.6-6.3μm,子嚢胞子 ascosporeは

細長い糸状で，2次胞子 6-12×1-1.5μmに分裂する。

産地 :日本，南北アメリカ，オーストラリア，中国，

ニュージーランド，スリランカ，マダガスカル

人工培養 (菌株C-Y38)

〔追記〕:ヨーロッパには発生の記録はない。日本では関東

以南に発生し，栃木県都賀郡以北の東北地方には未だ発生の

記録はない。

地生型で，初夏から夏の盛りにかけ庭園，神社の境内，

お寺や，低地山野の林叢内に発生する。

中葯では痙攣を解き，風熱を散じ，翳障を退け，疹を透

す，とある。小児のひきつけ，咳嗽，咽喉の腫れ，かすみ

目など眼の疾病，痘瘡，蕁麻疹などアレルギー性の疾患に

他の方剤とともに用いられてきた。

セミタケ (不稔型) 図 12
 

Cordyceps sp.(Cicadidae sterilis fungus)

(学会未記録種)

発生地 :山形県・舟形町

採集年月日 :Aug,10,1980

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeのセミ (蝉)の

幼虫に感染，寄生したノムシタケ属菌 (冬虫夏草属菌)で，

地中に生息するセミ虫体の口部，背部から叢状に多数の太針

状の子実体を発生させる。

本種はセミに寄生するノムシタケ菌としては異例とされる

子実体の発生形態で，セミ寄生の子実体は棍棒状，タンポ

状，およびツブノセミタケCordyceps prolificaのような単

一太針状の弾力性ある子実体をつくるのが一般的形態であ

る。

本種の場合，多量の降雨量のためセミタケ菌に感染され

ていた土中のセミ幼虫が地表に押し出され，露出したもの

で，セミ虫体内部に侵食充満した菌糸体が虫体表皮のキチン

質，ケラチン質外皮を突き破って不規則に多数の子実体を叢

生させたものである。

1997年沖縄県，西表島においてリュウキュウクマゼミの

成虫に本種と同じ不稔型のイリオモテクマゼミタケCor-

dyceps sp.(iriomote-kumazemitake)が宇梶清一氏によっ

て発見され，記録されている。

いずれも，追培養を試みたが不稔で終り，子嚢殻 perith-

eciumを有する真性の完全型冬虫夏草属菌にはなれなかっ

た。以来，これに類するセミ寄生の菌類の発見は記録され

ていない。

子実体の柄の高さ 2-2.5 cm,肉質で弾力性があり，淡黄褐

色，太さ 1.5-3.0 mm,頂部にはわずかに不稔型の結実部 (不

規則の菌塊)をつくる。結実部の顕微鏡観察でも子嚢菌特

有の子嚢殻を確認できなかった。

日本特産。発生は秘めて稀。

ツクツクボウシタケ 図 13
 

Isaria sinclairii(Berk.)Lloyd

発生地 :宮城県・青葉山

採集年月日 :Aug,2,1998

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeの幼虫に寄生す

る分生胞子型の菌類で，ツクツクボウシ (蝉)の幼虫頭部，

または口部から子実体を発生させる。

セミ科に寄生する菌類の中で唯一，不完全のイザリア型

Isariaの分生胞子で世代を繰り返している昆虫寄生菌であ

る。

他に同じ宿主であるツクツクボウシの蝉に寄生する完全世

代のツクツクボウシセミタケCordyceps sinclairii Kobayasi

があり，同一虫体に子嚢殻 peritheciumを持ったコルジ

セップス型の子実体と，イザリア型の子実体が混成して発生

するツクツクボウシセミタケが確認されている。

子実体の頭部は竹箒状に枝分かれし，高さ 2.2-3 cm，頭

部に白色，粉状の分生胞子 conidiumを発生させる。顕微鏡

観察下，胞子の形状は卵形，楕円形，紡錐形，大きさは5-

9×2-3μmである。柄は円柱形，ときに偏平状で，淡黄土

色，基部は灰白色で菌糸体が虫体のセミ全体を包む。

分布 :日本，中国，南アメリカ，スリランカ，マダガスカ

ル，ニュージーランドに発生。

日本では太平洋側の宮城県から沖縄本島にまで分布が広が

る。

人工培養 (菌株C-Y41)ヤハギ培地使用。

〔追記〕:1997年，摂南大学薬学部教授，日本生薬学会の会

長･藤田哲朗先生は，台湾産ツクツクボウシタケ Isaria sin-

clairiiから免疫抑制活性物質 ISP-Iを単離し，Cyclosporin-

Aより強い免疫抑制作用のあるミリオシンMyriocinである

ことを実証した。これにより臓器移植がより容易に行われる

ことが期待されている。

ツツナガオオセミタケ 図 14
 

Cordyceps heteropoda f.sp.

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,28,2003

同翅亜目Homoptera,セミ科Cicadidaeのセミの幼虫に

寄生する地生型の昆虫寄生子嚢菌で，セミ幼虫の口部，頭

部結節部より子実体 (キノコ)を単一に発生し，先端に円

筒状，または楕円球状の暗褐色の結実部 carpaをつくる。

子実体地上部の高さ 6 cm,柄はややかたい肉質，太さは 4

～5 mmで淡白色の円柱形，ときに柄の上部にササクレを生

じ，結実部と柄の境は明瞭である。地下部は暗褐色を帯び，

深さ 1.5 cm,ときに宿主のセミ虫体との基部にコブ状

冬虫夏草属菌図説



(polyp)，または芽状枝の分生子嚢を生ずる。内部に多くの

紡錘形の分生胞子が内包する。分類学上は山形県を北限とす

るオオセミタケC.heterpodaに類似するが，子実体頭部の

結実部の相違と，北海道恵庭に発生する地域性から別種のセ

ミタケ種と考えられている。

頭部結実部の大きさ 1.2-2.8 cm×5-7 mmで暗褐色，表面

には完埋生型の子嚢殻 perithecium孔口が粒点状に密布す

る。

子嚢殻の大きさ 400-500×130-180μm,子嚢殻先端から

は子嚢胞子が放射状に空中に飛散し世代を繰り返している。

子嚢胞子 ascosporeは成熟して隔壁から分裂し，短冊状の

2次胞子に変わる。2次胞子 sec-sporeは 3-6×1-1.5μm。

宿主となるセミの幼虫は主にエゾゼミ，コエゾゼミが知

られ，北海道を中心に発見され，エニワセミタケとともに

北方系のセミ寄生菌と思われていた。近年，東北の福島で

も記録されている。

人工培養 (菌株C-Y156)

ツブノセミタケ 図 15
 

Cordyceps prolifica Y.Kobayasi

発生地 :山形県･釜渕

採集年月日 :July,30,1976

同翅亜目Homoptera，セミ科Cicadidaeの幼虫に寄生す

るノムシタケ属菌類で，本種はヒグラシTanna japonensis
 

Distanの幼虫に寄生したものである。

同翅亜目のセミ科昆虫に寄生する子嚢菌は鱗翅目以上に大

型で，宿主である昆虫と寄生菌の子実体であるキノコとが一

体となり，美しい造型美を表現する昆虫寄生菌は他にない。

代表的なものに先に表紙で紹介した同じセミの幼虫に寄生

するオオセミタケCordyceps heteropoda Y.Kobayasiが挙

げられる。一般にセミ寄生菌採集の醍醐味は，地中の昆虫

を掘り当てる時の興味津々 (しんしん)たる心境にある。

ホストである地中のセミが深いほど柄が細くなり，老朽とと

もに切れやすく，掘り出すのに苦労する。切断すると菌核

となっている地中の昆虫を探し出すことは不可能に近い。

本種は子実体の長さ 35 cmに及び，樹齢 50年以上の杉

とコナラの混交林中で，約 2時間かけて採集された。

子実体は針型状でセミの頭部，胸部より単立に発生し，

まれに枝分かれ状に越年の子実体が枯れ残る。地上部は弾力

性ある肉質で，頭部はときに偏平，黄褐色でツブタケ型に

裸生の子嚢殻 peritheciumを不規則に密布する。

地上部の長さ 1.5-3.5 cm,地下部を含めて柄の長さ 5.0-35
 

cm,基部は径 1.5 mm,褐色の弾力性ある繊維様菌糸体から

なる。

子嚢殻は卵形または楕円形，550-580×300-310μmで淡

褐色。子嚢 ascusは細長い糸状で 400×5-6μm。2次胞子

sec-sporeは 1.5×1μm。

日本の北海道から最南端の西表島にいたる全土の山地林内

に発生するがやや稀である。熱帯雨林のニューギニアにも発

生の記録がある。

人工培養 (菌株C-Y49)

トビシマセミタケ 図 16
 

Cordyceps remosopulvinata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県･鶴岡

採集年月日 :July, 30, 1981

同翅亜目Hemiptera，セミ科Cicadidaeの幼虫に寄生し

たもので，宿主となるセミにはヒグラシ，アブラゼミ，ミ

ンミンゼミなどがある。

同翅亜目のセミに寄生する類似の子嚢菌類には，他に西

表島で採集されたカンザシセミタケC.kanzashiana,ヒメ

ハルゼミタケC.polycephalaが近縁種として知られている。

本種は 1980年の夏，日本海は山形県沖の飛島にて，採集

の第一人者･渡辺正一氏によって初めて発見された昆虫寄生

の子嚢菌で，トビシマセミタケと命名された。飛島は対馬

暖流が流れ，温帯性の植物が多く，飛島独自の生態系をつ

くっている。ことに北限とするクスノキ科タブノキの原生林

が海岸の岸壁に繁茂し，海流の湿度と調和してトビシマセミ

タケの発生に少なからぬ影響を与えている。

子実体の柄の長さ 2.0～9.5 cmになり，太さは約 1.0～2.0
 

mm,頂部は枝分かれして，首折れ型の結実部をつくる。球

状か楕円状に結実し，ときに突き抜き型に先端をわずかに表

す。柄の色は黄白色か淡黄土色，弾力性ある革質で硬い。

子嚢殻 peritheciumは洋梨形で半埋性，結実部に密布す

る。大きさ 750-925×275-300μm。子嚢 ascusの太さ

3.5-5μm，頭部の径 3-5μm。2次胞子 sec-sporeは 3×1

μmで，短冊状に両端が裁断される。

当初，山形県庄内地方を中心に発見されたが，日本海沿

岸側を南下して全国的に発見されるようになった。発生は

稀，日本特産。

越年性でホストである虫体にカロリーが残っていると，

越冬して翌年に旧子実体から枝分かれして新しい結実部をつ

くる。

人工培養 (菌株C-Y238)

カイガラムシキイロツブタケ 図 17
 

Torrubiella superficialis Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・神室山

採集年月日 :Aug,21,1978

山地林内河畔のトチ，ムシカリ，タツウツギなどの木に

棲息するカイガラムシ科 (Coccidae)の成虫に寄生するノ

ムシタケ属菌である。

カイガラムシの背面上に直接，美麗な透明感のあるシト

ロン・イエローの子嚢殻Peritheciumを不規則に発生させ
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る。

本種は形態学的分類から子実体をつくらず，トルビエラ

型 Torrubiellaといい，宿主 hostの背面上に菌糸体

Myceliumを形成，その全面に直接，子嚢殻を着床，結実さ

せる (写真)。

虫草菌 (ノムシタケ属菌)は形態的に大きく 3つに区別

される。棍棒状，樹枝状，タンポ状，ハナヤスリ状，針型

状などの子実体 (キノコ)をつくるものをコルジセップス

Cordyceps型，クモやカイガラムシなどの虫体表面に直接，

子嚢殻をつくるトルビエラTorrubiella型，そして，ヨコバ

エタケ，ウスキヨコバエタケのように子座 stromaが盛りあ

がり，虫体の尾部を立ちあげるポドネクテリアPodonectria

型の 3種類に分類される。

子嚢殻は典型的洋梨形の裸生型で，大きさ 500-600×

100-250μm，口部は太く短い，子嚢胞子 ascospore 4-6

μm，2次胞子 sec-sporeは 5-5×1.5μmで，空中に飛散さ

せながら世代を繰り返している。

1978年 8月，山形県は神室山 (1,365 m)の湿度の高い

登山道入口でタニウツギの枝下に発見した。近年，そこに

はダムが建設され湖底に埋没した。以来，ここでは生態系

が破壊されたため，カイガラムシキイロツブタケの発見は記

録されていない。

人工培養 (菌株C-Y150)

カイガラムシツブタケ 図 18
 

Cordyceps coccidiicola Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,24,1975

同翅亜目Homoptera,カイガラムシ科Coccidaeの昆虫

に感染，寄生するノムシタケ属菌で，丸味のある比較的大

きめのカイガラムシである宿主に子実体を発生させる。

本種はカイガラムシに寄生する菌類としては最も基本的な

種類で，1969 年，山形県川西町玉庭にて初めて見出されて

以来，ハリガタカイガラムシタケCordyceps sp.,サキプト

カイガラムシタケC.yahagiana Y.Kobayasi et D.Shimizu，

イリオモテカイガラムシタケTorrubiella iriomoteana Y.

Kobayasi et Shimizuなどのカイガラムシなどに寄生する菌

類が日本国内で発見されている。

小さい気生型の虫寄生菌で湿度の高い渓谷，流畔のタニ

ウツギ，オオカメノキ，トチノキ，エゾアジサイの枝幹に

着生し発生する。

子実体は高さ 3～6 mm,3～10本を叢生，角状で肉質，上

部に淡桃灰色の結実部をつくり，基部は白色，平滑で，太

さ 0.7～1.5 mmになる。結実部は淡褐色の半埋生型で，子

嚢殻 peritheciumの先端を粒点状に密布させる。子嚢殻は卵

形で，大きさ 250-270×150-160μm。

子嚢 ascusは 130-150×8.5-10μm,子嚢胞子 ascospore

は細長い糸状で 75-95×3-3.5μm,2次胞子sec-sporeには

分裂しない。

日本特産。

人工培養 (菌株CY-75)

〔追記〕外国産にカイガラムシタケC.clavulata(Sch.)Ellis

が知られており，子実体は極めて小さく高さ 1-2.2 mm，結

実部はバチ型のタンポ状，色は淡い暗紫褐色の肉質で，明

らかに本種とは形態を別にする。北アメリカ，ヨーロッパ

産。

サキブトカイガラムシタケ 図 19
 

Cordyceps yahagiana Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,15,1978

同翅亜目Homoptera，カイガラムシ科Coccidaeの比較

的大型のカイガラムシに寄生するノムシタケ属菌で，子実体

の頂部はバット状に膨れ上がり，先端部に子嚢殻 perith-

eciumを発生させるのが特徴である。カイガラムシに寄生

する昆虫寄生菌として最も基本的な種は 1969 年，山形県川

西町玉庭にて初めて発見されたカイガラムシツブタケC.

coccidiicola Y.Kobayasi et D.Shimizuがあり，他に，ハリ

ガタカイガラムシタケCordyceps sp.などがある。

本種は気生型のノムシタケ菌で，湿度の高い渓谷，流畔

のタニウツギの枝幹に着床していて，追培養によって子嚢殻

を形成させるのに成功した昆虫寄生の子嚢菌である。

子実体の高さ 4.5～5.5 mm，頂部の径 0.8 mm，基部の太

さ 0.2～0.4 mm，色は淡黄褐色で，繊維肉質の子実体を 7

本叢生させる。頂部の結実部には洋梨型，淡紅色の子嚢殻

を裸生型に発生させる。2次胞子 sec-sporeは 6-7×3μm

で空中に飛散，世代を繰り返す。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y148)

〔追記〕:追培養について :野外から採取された未熟 sterile

の昆虫寄生の菌類を保湿度の高い (岩ゴケなど)容器内で，

子嚢殻が形成するまで人工的に管理培養する方法。

本種は発見者の私の名に因んでCordyceps yahagianaと

命名された。

ハリガタカイガラムシタケ (TY-245) 図 20
 

Codyceps sp.(harigata-kaigaramushitake)

(学会未記録種)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,21,1978

発見当初，ヤハギカイガラムシタケともいわれ，学会未

記録種。カイガラムシ科 (Coccidae)の成虫に寄生し，山

地林内の河畔，トチ，ムシカリ，タニウツギの木に発生，

気生型のノムシタケ菌である。

冬虫夏草属菌図説



カイガラムシの背面に 3～15本の白色美麗な針型の子実

体を簇生する。

子実体は高さ 4～5 mm,太さ 0.5～1.0 mm，淡橙白色，

頭部に結実部を着衣型につくり，子嚢殻 perithecium は初

め埋生型，後に成熟して卵形の裸生型となる。子嚢胞子は

130～180×2～3μm，2次胞子に分裂しない，柄は繊維肉

質，やや強 で円柱形，先端に向かって細まり針型となる。

1978年，山形県高坂ダムのトチの枝下に矢萩禮美子氏が

発見採集，その後山形県内の摩耶山，山刃伐峠の他，舞鶴

市郊外で見出された。極めて稀に発生。

人工培養 (菌株C-Y149)

アワフキムシタケ 図 21
 

Cordyceps tricentri Yasuda

(中国名 :吹沫虫草)

発生地 :山形県･釜渕

採集年月日 :July,28,1978

同翅亜目Homoptera，アワフキムシ科Cercopidaeの昆

虫に感染，寄生する地生型のノムシタケ属菌で，枯葉堆積

中に埋もれるアワフキムシ胸部より発生し，ミミカキ型の子

実体を地上部に現す。

本種はモンキアワフキ虫に寄生する地中生の菌類で，一

般にアシ (葦)，ススキなどの生える小川，河川近くの広葉

樹林帯に発生する。

地上部の子実体は単立，5～15 cm,橙黄色で，頂部に肉質

の長楕円形，または紡錘形の結実部を造る。大きさ 6-10×1
 

mm,先端は尖り，子嚢殻 peritheciumの口縁部が乳頭状に

突起し，表面に密布する。

柄は糸状の繊維質，太さは 0.35-0.5 mm,平滑で，全体的

に淡橙黄色である。

子嚢殻は斜完埋生，長い細口瓶型，700-800×50-200

μmで，子嚢 ascusは 350×7μm，子嚢頭部の幅 6-7μm,

高さは 5-6.3μm。2次胞子 sec-sporeは 9-10×1.2-1.5μm

の大きさで，長紡錘形に分裂して空中に飛散する。

日本，台湾，中国に分布する。

人工培養 (菌株C-Y2)

ウンカハリタケ 図 22
 

Cordyceps sp.

(学会未記録種)

発生地 :山形県･釜渕

採集年月日 :Aug, 18, 1977

同翅亜目Homoptera，コガシラウンカ科のナワコガシラ

ウンカRhotala nawai Matsumuraの成虫に寄生したノムシ

タケ属菌である。奥山のブナ，コナラ，ミズナラ，サワグ

ルミ，トチノキ，カツラ，スギの混じる広葉樹林帯の山地

渓畔にて発見された。

本種は地生型の昆虫寄生菌で，宿主である昆虫の胸部よ

り発生し，地上部の子実体の高さは 6 cm，太針型の円柱状

で，やや硬い繊維肉質，淡黄赤褐色であった。柄の先端は

細まり，太さ 0.8-1 mm,上半部に結実部を造り，ラセン状

に赤褐色の子嚢殻 peritheciumを発生させる。

子嚢殻は裸生，卵形 300-350×225-250μm,子嚢胞子は

130×1-1.5μmであった。

発生は極めて稀，日本特産。

〔追記〕:宿主であるコガシラウンカは主に深山渓畔に生息す

る昆虫で，本種の発生地は人工による深山の自然林伐採と共

に自然環境が破壊され，4例目の発見は未だ実現されていな

い。

ヨコバエタケ 図 23
 

Podonectrioides cicadellidicola Y.Kobayasi et D.Shimizu

(日本特産)

発生地 :山形県・神室山

採集年月日 :Jul,23,1975

同翅亜目Homoptera，ヨコバエ科Deltocephalidas昆虫

の羽化または羽化直前の幼虫に寄生する。

昆虫寄生菌の発生は地生型，朽木生型，気生型と寄生す

る昆虫の生活圏によって異なり，ヨコバエタケは気生型，

山地渓川の広葉樹の葉の裏側に生きていた時の状態で固着

し，発生する。

子実体を欠くが，上向きに立ち上がる腹の尾部先端に，

不完全型の淡橙黄色の子座を 1～3個を出す。

虫体全体，菌座 stromaの表面に飴色の子嚢殻をまばら

に，不規則に裸生する。子嚢殻 peritheciumは卵形で370-

400×220-280μm,子嚢 ascusは 150-180×10-15μm,2次

胞子 sec-spore 35-48×4-5μmで長紡錘形，8～12個の隔

壁がある。

人工培養 (菌株C-Y62)

1977年，東北薬科大学第二研究所･佐々木健一教授の下

で，人工培養菌 (菌株C-Y62)の子実体由来のエタノール

抽出物について，マウスのEhrlich solid tumorに対する抗

腫瘍性を検討した。

Tumor ratio T/C×l00(%)は 25 mg/kg/day×5で 83,

50 mg/kg/day×5では 64で 36%にとどまった。

1978年 4月，日本薬学会，岡山大会にてウスキヨコバエ

タケの抗腫瘍性と共に発表した。

矢 萩 信 夫



寄生主 :異翅亜目

カメムシタケ 図 24
 

Cordyceps nutans Pat.

(中国名 :椿象虫草)

発生地 :山形県･釜渕

採集年月日 :Aug,15,2003

異翅亜目Heteroptra,カメムシ科Pentatomidaeの成虫に

寄生するノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の子嚢菌で，カメ

ムシの胸部腹板からミミカキ型。(綿棒状)の子実体を発生

させるのが特徴である。

本菌はアオクチブトカメムシDinorhynchus dybowskyi
 

Jakovlevの成虫に感染し，死に至らしめた最も典型的な昆

虫寄生菌の一種である。

カメムシの体長 8～22 mm,地上部の子実体は単一か双

生，本菌は長さ 7.3 cmになる。柄は黒色，弾力性ある針金

状で，太さ 0.4-0.8 mm,頭部に鮮やかな朱橙色の結実部を

つくる。結実部の大きさ 4-7×1-2 mm,繊維肉質で，紡錘

形か円柱形，老熟すると橙紅色となり結実部が折れ傾く。

子嚢殻 peritheciumは斜埋生で結実部表面に粒点状に密布

する。長頸瓶形で頸部は屈曲し，大きさ 530-1,000×300-

570μm。子嚢 ascusは細長い糸状で 330-460×7-8μm，

子嚢の頭部は径 5-6μm。2次胞子 sec-sporeは 6.5-10×

1.4-1.6μm。

深山渓谷の広葉樹，針葉樹の混交樹林帯に発生する。日

本，ニューギニア，熱帯各地に分布する。

人工培養 (菌株C-Y1)

カメムシタケ 図 25
 

Isaria sp．(分生胞子型)

(学会未記録種)

発生地 :山形県･釜渕

採集年月日 :Jun,29,1992

異翅亜目HeteropteraのアオクチプトカメムシDinor-

hynchus dybowskyi Jakovlevの成虫に寄生する分生胞子型

のノムシタケ菌で宿主の体長 8～22 mm,地上部の子実体の

高さ 11 cmになる。頂部の結実部には不完全型の分生胞子

により世代を繰り返すイザリア Isaria型の胞子が密布してい

る。

カメムシタケCordyceps nutans Pat.中国名は椿象虫草

といわれ，冬虫夏草とは区別されて呼ばれている。

カメムシに寄生する昆虫寄生菌は子嚢殻 peritheciumを有

するコルジセップスCordyceps型の子嚢胞子 ascosporeで

世代を繰り返すのが一般的であり，結実部は鮮紅色で美し

く，ノムシタケ菌類の基本種とされている。本種のような

分生胞子の不完全型は自然界では珍しい。

イザリアの他，カメムシに寄生する不完全型の菌類には

ヒルスウテラHirsutella,スチルベラ Stilbellaなどがあり，

エダウチカメムシタケは前者の不完全型である。また本種に

ついては 2次寄生菌 paecilomyces (分生胞子型)であると

いう説もある。

本種の子実体はミミカキ型，綿棒を思わせる。カメムシ

虫体の胸部から発生し，頂部の結実部は長楕円形，柄は基

部は黒色線形で，上部は淡黄色でやや太い部分からなり，

やや硬く繊維肉質である。

野外では雑木林など里山に近い森林帯で発見される昆虫寄

生菌では，多種多様の空中雑菌や土壌菌と共生，またはコ

ンタミしている場合が多く，人工的な純粋培養は困難を極め

る。2004年，北海道大学農学部の佐々木史先生らは，30%

過酸化水素に浸して殺菌，カメムシタケの人工培養に成功し

ている。筆者らは精製水で洗浄後，乾燥してから殺菌灯を

被照させて人工培養に供し，成功させた。

人工培養 (菌株C-Y1)

1970年，虫草菌の人工培養に初めて試みた記念すべき菌

種はカメムシタケC.nutans Pat.であった。

クビオレカメムシタケ (釜渕産) 図 26
 

Cordyceps pentatomi Koval

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Sept,23,1997

異翅亜目 (カメムシ亜目)Heteropteraのカメムシの成虫

に寄生するノムシタケ菌で，ロシアの菌類学者コバールに

よって 1964年，沿海州より採集され，カメムシ科

Pentatomidaeの名をとってCordyceps pentatomi Kovalと

命名された。

それ以前の 1958年，日本菌類学の泰斗，小林義雄博士に

よって宮城県七ヶ宿町，稲子ブナ林帯で最初の発見という経

緯があった。

カメムシ科トホシカメムシの胸部背側から子実体が発生

し，背着性，地生型である。柄は円柱状，やや硬い繊維肉

質で高さ 4～4.5 cm,表面はネジレがあり黄褐色を呈する。

湾曲した柄の頂部に淡黄褐色の結実部を枕状につける。

子嚢殻は埋生，洋梨形 700-80×230-280μm,2次胞子は

3-6×1μmである。

1997年の 8月，山形県の古寺鉱泉にて 3例目が発見され

写真は 4例目の発見となった。釜淵，農林水産省林業試験

場内にある八ヶ岳トウヒの標本林内にて矢萩禮美子氏により

見い出され，実に 40年振りの採集となった。

写真のクビオレカメムシタケは虫体の腹側右胸部から発生

し，子実体の高さ 1.0～2.2 cm,柄の太さ 0.08～0.2 cm,柄は

捩れ，結実部は湾曲する柄の項部に生じる。柄の色は黄褐

色，結実部の色は淡黄褐色，子嚢殻は成熟して後，半埋生

型に変わり，粒状に密布する。洋梨形，大きさは380-

冬虫夏草属菌図説



780×180～280μm,子嚢胞子は細長い糸状で，隔壁から分

裂して 2次胞子 2-5×0.8-1.6μmとなる。越年性で旧年の

子実体らしい黒褐色の柄を残す。

人工培養 (菌株C-Y238)

寄生主 :鱗翅目

ウスキサナギタケ 図 27
 

Cordyceps takaomontana Yakushiji et Kumazawa

発生地 :山形県・高坂

採集年月日 :Aug,1,1999

鱗翅目Lepidopteraの生きている蛾，蝶などの幼虫に感

染して世代を繰り返す昆虫寄生のノムシタケ属菌 (＝冬虫夏

草属菌)の一種である。

地下生菌で地中の蛾などの幼虫に感染し，寄生して虫体

の組織成分を栄養にしながら成長するコルジセップスCor-

dyceps型の珍しい昆虫寄生の子嚢菌 (キノコ)である。

類似の子嚢菌に先に表紙を飾ったサナギタケC.militaris

がある。本種の淡橙黄色の子実体に比べてサナギタケは色彩

の鮮やかな橙赤色が多く，形態的には全く同じである。

子実体 (キノコ)は膨らみのある棍棒型，宿主であるサ

ナギの大きさよっては 10個に及ぶ子実体を発生させる。子

実体は円柱状，高さ 1-4 cm,柄の大きさ 0.7-2.5 cm×0.5-

2.5 mm，になる。柔らかい肉質で，はじめ淡黄色，後に淡

黄褐色となる。柄の頂部に大きさ 2-20×1.5-3.5 mmの結実

部をつくり，表面には半埋生の子嚢殻 peritheciumを粒点状

に密布する。

子嚢殻は大きさ 500-570×230-300μm。子嚢 ascusの

太さ 3.5-4.5μm。子嚢頭部の大きさ 2.5-4.2×3.5-4.5μm

になる。2次胞子 sec-sporeは 3.8-7×0.8-1μm。霧，水滴

に接すると浸透圧で子嚢胞子 ascosporeが子嚢殻の先端か

ら放射状に噴出，飛散する。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y3)

イラガツブタケ (イラガハリタケ) 図 28
 

Cordyceps cochlidiicola Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

発生年月日 :Jun,22,1979

鱗翅目Lepidopteraの蛾の堅い繭 (イラガ)から発生す

るノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)菌類の一子嚢菌である。

ときには蛾の幼虫にも発生する。子実体は細いハリタケ型で

1～3本を生じ，円柱形で先端は次第に細まり，地上部の高

さ 4.5～7 cmになる。柄は淡橙黄色，のちに淡灰褐色にか

わる。太さ 1 mm，皮層は弾力性ある偽柔組織よりなる。

子実体の上部には柄に表面生で裸生型の子嚢殻 perith-

eciumが不規則に並列して発生する。

子嚢殻は黄褐色平滑の卵形，大きさ 425-480×270-320

μm。子嚢 ascusの太さ 6μm,頭部 capの径 3.5-4μm。2

次胞子 sec-sporeは 8-9×1-1.5μmになる。

〔追記〕:発見当初，本種の和名についてはアワノミハリタ

ケ，イラガツブタケ，イラガハリタケ，コツブハリタケな

ど種々の呼び名が与えられた。

冬虫夏草属菌研究の創始者，小林義雄博士はこれを一つ

にまとめるべきと提唱し，本種はイラガに発生しているので

初版の冬虫夏草菌図譜ではイラガツブタケと命名して掲載し

ている。将来は遺伝子解析による分類を待たなければならな

いハリタケ型菌類の一群である。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y50)

オオミノサナギタケ 図 29
 

Cordyceps chichibuensis Y.Kobayasi et D.Shimizu.

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Aug, 28, 1988

鱗翅目LepidopteraのシャチホコガNotodo-Ntidaeの蛹

に発生。子実体 (キノコ)は棍棒状か円柱状で単一か 2個

発生させる。柄は繊維肉質でやや硬く，基部の色は橙黄色，

上部の結実部 stromaは淡い橙色で柄との境は不明瞭であ

る。地上部の高さ 2-4 cm,結実部の大きさ 6×30 mm，表

面に不規則に半裸生型の子嚢殻 peritheciumを散在させる。

子嚢殻の色はは淡黄色で洋梨型，やや円形で大きさ 400×

230-260μm。子嚢 ascusの太さ 5.5μm,頭部 capの大き

さ径 3μm。2次胞子 sec-sporeは正方形で小さく 1.5-2×

1.5μm。

奥羽山系，ブナ林など比較的高山の落葉樹林帯に発生す

る。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y55)

カマブチオオハリタケ 図 30
 

Codyceps sp.nov.

(学会未記録)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,12,1978

大型の鱗翅目Lepidopteraの幼虫 (イモムシ)に寄生す

るノムシタケ菌Cordycepsで，日本で最も巨大な子実体を

つくる昆虫寄生の子嚢菌である。子実体はハリタケ型で，

長さ 18～19 cmにもなる。

鱗翅目に寄生する巨大型子嚢菌の中には，ニュージーラ

ンドで発見されたオオトウチユウカソウCordyceps rober-

tsii (HooK.)GRAY (1858)があり，子実体の長さ 10～ 38
 

cmになる。

矢 萩 信 夫



他にイモムシに寄生する一般的子嚢菌類には，子実体が

棍棒状のトサカイモムシタケ，ミジンイモムシタケなどがあ

り，大きさ，形，色合い，共に本種と全く相違する。

イモムシの頭部，背部より強 な弾力性のある子実体を発

生させる。地生型で湿度の高い，渓谷の流畔に発見された

極めて稀な昆虫寄生の子嚢菌で，発生周囲の植物層にはタニ

ウツギ，トチノキ，ヤマグワ，マタタビ，オオカメノキ，

クヌギ，コナラ，カシワ，サワグルミ，高木ではスギ，ホ

ウノキ，ミズナラ，ブナが生育している。近くに中流の滝

があり，滝壷より水飛沫が舞っている。

宿主 hostである幼虫の大きさは 7 cmになる。子実体は

ハリタケ型，不規則に捩れ，結実部の子嚢殻 pertheciumは

裸生，楕円形，茶褐色，ハコベの穂のように密布する。子

実体の長さ 18 cm,柄の太さ 2～2.3 mmで肉質状革質，茶

褐色で，表面は滑らかである。

日本特産，2例目未発見。

人工培養 (菌株C-Y78)

〔追記〕:本種は学会未記録，虫草菌研究の泰斗である故清

水大典氏と矢萩禮美子氏が，先にこの地でこの種の未熟種を

採取し，追培養を行ったが，失敗に終った経緯がある。

例年，この地にて 3例目の発見を期待しながら山中に足

を運んでいるが，山林の乱伐が進み，自然破壊と共に幻と

化してしまった。

写真は実物大の約 2分の 1。

ガヤドリキイロツブタケ 図 31
 

Cordyceps tuberculata(Leb.)Mair.f.sp

発生地 :山形県・釜渕

採集月日 :Aug,3,1980

鱗翅目Lepidoptera，スズメガ科 Sphingidalの蛾の成虫

か，アゲハチョウ科Papilionidaeの蝶の成虫に寄生して世

代をつくるノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の昆虫寄生菌で

ある。鱗翅目の成虫に寄生する子嚢菌には他にガヤドリナガ

ミノツブタケ，アメイロスズメガタケ，ジュズミノガヤド

リタケなどが知られており，子実体はハリタケ型や棍棒型が

一般的である。本種のようにコブシ型で子実体先端にまと

まって子嚢殻 peritheciumを不規則に形成すのは珍しい。

トチノキ，ブナ，ミズナラ，サワグルミ，ホウノキなど

広葉樹の葉面や樹幹に付着して発見される気生型の子嚢菌で

ある。同時に不稔型の子実体を発生させる。

子実体は白色，コブシ型，先端に子座 stromaを形成し，

美しいシトロンイエローの裸生型子嚢殻を叢生させる。子実

体の高さ 1-6 mm,径 0.4-1 mm。

不稔型の子実体は先端がとがり，子嚢殻を形成させない。

本菌の採集以降，2個体目は未だ発見されていないため詳

しくは計測されていない。

ガヤドリナガミノツブタケ (スズメガタケ) 図 32
 

Cordyceps tuberculata (Leb.) Maire f. moelleri (Henn.)

Y.Kobayasi

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,3,1980

鱗翅目Lepidoptera，主にスズメガ科 Sphingidalの蛾の

成虫に寄生し，まれにカラスアゲハの成虫に発生する。

成虫に寄生するノムシタケ属菌の子嚢菌類には，ハチタ

ケ，ハエヤドリタケ，アリタケ，カメムシタケ，ヤンマタ

ケなどが知られている。ノムシタケCordyceps属の菌類の

中には成虫にも寄生する子嚢菌があり，蛾など鱗翅目の成虫

に寄生するものが圧倒的に多い。

子実体は不整形，不規則の太針円柱状または棍棒状で，

白色綿毛質，ややかたい肉質，高さ 3～10 mmである。虫

体の腹部，背部より 1～20本に及び，叢生する。

結実部の子嚢殻 peritheciumは主に子実体の中央部から上

部に集まり，ときには体表を覆う菌座上にもまばらに発生す

る。裸生型で卵形または楕円形，美麗な黄色を呈する。老

熟すると黄褐色に変わる。大きさは 460-560×200-250

μm。ツブタケ型。

子嚢胞子 ascosporeは細長い糸状で，子嚢頭部の径は

5×5μm。放出後，隔壁から分裂して 2次胞子sec-spore

となり空中へ放射状に飛散する。

2次胞子の大きさは 3.5-8.5×1-1.2μmである。

気生型で，山地の渓畔に近い林内の倒木上，葉，立杉の

根元，日陰崖の壁面にまれに着生する。

1941年に発見，記録され，世界的に分布は広い。発生時

期は 6月末から 9 月末に及ぶ。

人工培養 (菌株C-Y77)

キイロサナギタケ (仮名) 図 33
 

Cordyceps takaomontana f.sp.

発生地 :山形県・肘折

採集年月日 :Aug, 27,1978

鱗翅目Lepidopteraの蛹や幼虫に感染し，虫体の組織成

分を栄養にして世代をつくるノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)

の昆虫寄生菌である。発見当初，ウスキサナギタケCor-

dyceps takaomontanaとして同定し標本とした。しかしア

ルコール液浸の結果，脱色されないことから別種の昆虫寄生

子嚢菌であると認定した。

類似の鱗翅目昆虫寄生菌にコガネイモムシタケCor-

dyceps sulfurea Y.Kobayasi et D.Shimizuがある。結実部

stromaの表面には鮮橙黄色の埋生する子嚢殻 perithecium

の口縁部を密布させる。また柄は円柱状，鮮橙黄色で多少

ねじれる。

本菌の場合，子嚢殻は半埋生で結実部の色は柄に比べや

や鮮やかなな橙黄色で前者と相違する。

冬虫夏草属菌図説



発見は 1個体のみで 2個体目が発見されないまま計測不

能であった。

人工培養 (菌株C-Y244)

クキジロサナギタケ 図 34
 

Cordyceps militaris f.sp.

発生地 :山形県・戸沢村角川

採集年月日 :Sept,15,1980

鱗翅目Lepidopteraの蛾の幼虫，蛹に寄生する完全世代

型のノムシタケ属菌 (＝冬虫夏草属菌)で，結実部より下

の茎の部分が根元まで純白なので，このように命名された。

世界的に分布が広く，平地から高山帯まで発生する標準

型のサナギタケC.militaris (L.:Fr.)Fr.は子実体が全体的

に朱紅色で，ウスキサナギタケC.takaomontana Yakusiji
 

et Kumazawa の場合も地上部の子実体は淡黄色，老熟する

と暗色となる。

1949 年に超一級クラスの稀品に相当するシロサナギタケ

が秩父天目脊稜の長沢山から発見されていることが冬虫夏草

属菌研究の泰斗，清水大典氏によって伝えられている。

本種は山形県戸沢村角川の山奥に秘湯として知られている

今神温泉のブナの原生林にて発見された。サナギタケとして

は第 2の稀種にあたる新しい色彩型の昆虫寄生子嚢菌であ

る。

大小二つの子実体，高さ 3.5 cmと 2.7 cm，頭部の結実部

はカバ色の混じる美しい鮮黄色で，大きさ幅 4 mm，茎の部

分は純白色，サナギタケと比べてやや硬い肉質である。子

嚢殻 perithciumは半埋生の卵形で，450-670×230-370

μm。子嚢 ascus 400-420×3-4μm,2次胞子 sec-sporeは

2-3.5×1μm。

コツブイモムシハリタケ 図 35
 

Cordyceps crinalis Ellis ex Lloyd

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,10,1988

鱗翅目Lepidopteraの蛾や蝶の幼虫に寄生する昆虫寄生

菌で，本種はミズナラ，アカシデ，サワグルミ，トチノキ，

オオカメノキ，ブナなどの広葉樹林内の流畔に発見された地

生型のノムシタケ菌である。

主にイラガ科Heterogeneidaeの蛾の幼虫に寄生する菌類

で，近縁種にイラガツブタケC.cochlidiicola Y.Kobayasi
 

et D.Shimizuがあり，イラガ科の蛾の硬い繭から子実体を

発生させる点で本種と形態的に相違する。

子実体は針タケ型，単一，または数本を虫体の頭部，腹

部，尾部から発生させる。柄の上半部には取り巻くように

結実部をつくり，裸生型の子嚢殻 peritheciumを不規則に結

実させる。

子実体の高さ 5～8 cm，太さ 0.3～1 mm。円柱形で，淡

灰褐色の弾力性あるややか硬い革質，不規則に屈曲する。

子嚢殻は卵形で，大きさ 300-330×225-250μm,暗褐

色，先端は半円形である。子嚢頭部 ascusの径は 4μm。2

次胞子 sec-sporeは 4-5×1μmで，細長い短冊様の長方形

である。

アメリカ，アフリカ，日本に分布。

人工培養 (菌株C-Y121)

〔追記〕:本種の唯一の発生地であったブナ樹林帯 (民有林)

がチップ用に切り出され，以来，自然の生態系は戻ること

なく，本種の発見は記録されていない。

サナギタケ 図 36
 

Cordyceps militaris (Vuill)Fr.

(中国名 :鱗蛹虫革)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,28,1977

鱗翅目Lepidopteraの蛾や蝶の蛹，幼虫に寄生するノム

シタケ属菌で，子実体は棍棒状，スリコギ棒状で地生型に

発生する。頭部は朱黄色，淡朱橙色で，柔らかい肉質，柄

は淡色で地上部の高さ 1.3～6.5 cm上部に半裸生型の子嚢殻

peritheciumを形成し，先端が粒点状に細かく突出する。

子嚢殻は卵形 450-670×230-370μm。2次胞子 sec-

spore 2-3.5×1μmは短冊状で，子嚢 ascus 400-420×3-

4μmに内包する。

発生期は 7～8月の夏が最盛期で，写真はブナの葉を食す

ブナアオシャチホコDesmeocraera punctatella MOTS-

CHULSKYの蛹に寄生したものである。

1951年，英国，グラスゴー大学教授Cunninghamは，サ

ナギタケから低分子化合物である核酸Cordycepinを単離

し，枯草菌，抗酸菌に効果のあることを発表している。

1983年，第 22回日本薬学会東北支部大会 (岩手医科大

学歯学部) サナギタケ，コナサナギタケの培養とその抗腫

瘍成分について」と題して発表した。

元東北大学薬学部・近藤嘉和肋教授，東北薬科大学第 2

癌研究所・佐々木健一教授，石川正明助教授らと共同研究

(1982)。

人工培養 (菌株C-Y7)

スカシヒメハリタケ (シャクトリムシタケ)

図版なし (図 37は欠番)

Cordyceps miniatoperitheciata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・関山

採集年月日 :July, 5,1981

鱗翅目 Lepidoptera,シャクガ科 Geometridaeの蛾

(シャクトリムシ)の幼虫に感染して世代を繰り返している

昆虫寄生菌である。

子実体はハリタケ型，単一か 2本を幼虫の腹部より発生

矢 萩 信 夫



させる。地上部の高さ 2-3 cm，柄の太さ 0.5-0.7 mmで淡

黄灰色，やや硬い弾力性ある肉質，先端は細まり，多少ね

じれる。

子実体の上半部には不規則，まばらに裸生型の子嚢殻

peritheciumを形成する。子嚢殻は卵形，淡黄灰色から淡灰

褐色にかわる。

ブナ，ミズナラ，サワグルミ，ホウノキなどの広葉樹林

帯に発生する。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y66)

トウチュウカソウ (中国名 :冬虫夏草) 図 38
 

Cordyceps sinensis (Berk.)Sacc.

発生地 :中国 甘粛省・甘南

採集年月日 :May,13,1998

鱗翅目Lepidopteraの幼虫 (イモムシ)に感染し，虫体

の組織を栄養にして成長するノムシタケ菌Cordycepsで，

最も基本的な昆虫寄生の子嚢菌である。詳しくは子嚢菌亜門

Ascomycetina, 核 菌 網 Pyrenomycetes, 麦 角 菌 科

Clavicipitaceaeに属する昆虫寄生の子嚢菌の一種というこ

とになる。

古来，中国において冬虫夏草というとコウモリガ科He-

pialidaeのHepialus armoricanus Ober.幼虫に寄生し，子

実体 (子座) stromaを形成したものだけを呼称する。

冬虫夏草は四川省，雲南省，青海省，甘粛省，チベット，

ネパール，ブータンなどヒマヤラ山系，標高 3,000～5,000
 

m級の高山帯に生息するコウモリガの幼虫に寄生したもの

で，立ち木のない草原に発生する。

未だ残雪のある 4月下旬から 5月下旬あたりまで未熟の

うちに採集し，土壌を洗い落として天日で乾燥し，漢方薬

として市場に出される。6月に入ると成熟し，ばくされ状態

となり冬虫夏草の中葯としての商品価値を失う。

一般にコウモリガ科の幼虫は朽木生で，クサギ，クヌギ，

キリなどを食べ，樹木の中で生活するのが特徴である。本

種のように地中に生息する幼虫はコウモリガというにはいさ

さか疑問があるという説もある。

子実体は幼虫の頭部より直立して単一に発生し，やや硬

い肉質で暗褐色から黒褐色へとかわり棍棒状となる。大きさ

は 4-7 cm×3-4 mmになる。柄の皮層は 3-4μmの大きさ

の菌糸で覆われる。頭部の結実部は円柱形で表面には成熟し

て裸生型の子嚢殻 peritheciumが集合し密布する。

子嚢殻は卵形，大きさ 400-430×200-290μmで表面は

厚い外層に覆われる。子嚢 ascusは 220-280×11.5-13μm,

で 2-4個の子嚢胞子 ascosporeを含み，大きさ 215-265×

4-5μm。子嚢胞子は多数の隔壁をもつが 2次胞子sec-

sporeに分裂しない。

中国，チベット，ヒマラヤ特産。日本には発生，分布し

ない。

人工培養 (菌株C-Y222)

写真 (図 38)は採集現地のウスユキソウの仲間と思われ

る葉毛のある草とともに届けられた。

〔追記〕:冬虫夏草の歴史的背景は古く，古代中国は紀元前

1000年，殷の時代に遡り，今日まで伝承されてきた。西暦

1726年，宣教師Reaumur,によってパリ科学アカデミーに

紹介され，1727年，初めて学術的にシナ冬虫夏草としてサ

ナギタケClavaria militarisとともにヨーロッパにもたらされ

た。

日本には 1728年，中国の寧波の船主，尹心宜により冬虫

夏草を長崎にもたらしている。1768年，青木昆陽は昆陽漫

録補に初めて冬虫夏草の記事をのせている。1775年Thun-

bergが来日，日本旅行記 (1788-1795)の中に冬虫夏草の

記事をのせている。1826年 Sieboldは江戸参府途上，下関

にて冬虫夏草を見聞している。1843年Beakeleyは初めて

シナ冬虫夏草に学名 Sphaeria sinensis Berk.を与える。

〔薬効について〕:古来，中国においては不老長寿，滋養強

壮剤として今日に伝承されてきた。さらには中葯において高

麗人参と同等の薬効が評価され，肺疾患，腎疾患としての

鎮静，鎮咳のほか，病後の虚弱症，貧血症の快癒に用いら

れた。変わったところではアヘン中毒の解毒剤としても用い

られたほか，中国の王宮料理として主に薬膳料理に重用され

た。

北京ダックの腸詰めとした冬虫夏草のスープ料理はトリュ

フ，キャビアとともに世界三大珍味の一つとされている。

活性成分は多糖体である pachyman(β1-3 glucan),ステ

ロイド骨格の ergostrol,四環性トリテルペン酸 eburicoic
 

acidなどが分離されている

トサカイモムシタケ 図 39
 

Cordyceps martialis Spegazzini

発生地 :山形県・肘析

採取年月日 :Aug,27,1978

鱗翅目Lepidoptera，蛾の幼虫に寄生し，胸部や頚部，口

器より子実体 (キノコ)を発生させる。

自然界の驚異というべきか，写真は羽化の寸前に感染し，

羽化の最中に足を出したままの昆虫の生命を奪い，昆虫の組

織，組成を栄養源として摂取，見事に落ち葉を突き通して

子実体を発生させている。

これらの昆虫寄生菌は植物に寄生する木材腐朽菌等 (キ

ノコ)と異なり，昆虫の組織等，動物性蛋白を分解し，栄

養源として成長する特殊の生理活性作用をもっている。

本菌は地生型の昆虫寄生菌で，地上部の子実体は不規則

にゆがんだ棍棒状か，長楕円形。高さ 3～7 cm,単一か，と

きに 2～3個を束生させる。偏圧され，不規則に分岐したト

サカ状か，丸みのしわひだのある子実体をつくる。色調は

冬虫夏草属菌図説



淡黄褐色から淡朱色，柄の基部は細まり暗褐色で全体はやや

かたい繊維肉質である。

子嚢殻 peritheciumは斜埋生で不規則粒点状に密布し，孔

口は暗褐色でややあらく突出する。

子嚢殻は細口ビン形，650-700×280-300μm子嚢胞子

ascospora 350×3-4μm，頭部 ascisの径は 3μm，2次胞

子 sec-sporeは 5-7×1μm。

人工培養 (菌株C-Y16)

分布 :日本，中南米，ロシア沿海州。7～9 月頃，ブナ林床

の原生林地上に発生する。

ハトジムシハリタケ 図 40
 

Cordyceps sp.

(学会未記録種)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,16,1978

鱗翅目Lepidopteraの小さい蛾の幼虫に発生する完全世

代型のノムシタケ属菌 (冬虫夏草属菌)で，子嚢胞子で世

代を繰り返すコルジセップスCordyceps型の昆虫寄生菌で

ある。地下生菌で，マユ (繭)の代わりに二枚重ねの葉の

問に生息する蛾の幼虫に感染寄生した珍しい昆虫寄生菌であ

る。

地上部の子実体は細針型で，単一かまれに双生する場合

がある。高さ 3～8 cm,太さは 0.8～1 mm,色は淡黄褐色で

弾力性ある繊維状のやや硬い感じの革質である。子実体上半

部の結実部に裸生型の子嚢殻 peritheciumをまばらに発生さ

せ，先端は細まる。子嚢殻の形態は卵形，茶褐色，本種の

子実体はクリナリス crinalis特有の典型的なハリタケ型を呈

する。

子嚢殻の大きさは 420-480×270-320μm,2次胞子sec-

sporeは 7-8×1-1.5μm。

本種は深山渓畔の氾濫台地，枯葉堆積上にて採集，周辺

の植物層はトチノキ，カツラ，ミズナラ，ホオノキ，サワ

グルミ，イタヤカエデ。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y39)

〔追記〕:コルジセップス型Cordyceps typeの子実体の形態

には棍棒型を代表として，タンポ型，ミミカキ型，ハナヤ

スリ型，ハスノミ型，クビオレ型，ハリタケ型などがあげ

られる。なかでも鱗翅目の幼虫に感染し発生する冬虫夏草属

菌の子実体にはハリタケ型も多く，コツブイモムシハリタケ

C.crinalis Ells ex Lloydは，ハリタケ型の典型的な子実体の

形態としてクリナリスCrinalis型といわれる。

ハナイモムシタケ (仮称) 図 41
 

Isaria martialis f.sp.

発生地 :山形県・肘折

採集年月日 :Oct,22,2001

ノムシタケ属菌の中で鱗翅目Lepidopteraの幼虫や蛹，

成虫に寄生する菌類は最も多く発見されている。代表的な昆

虫寄生菌にサナギタケC.militaris，トサカイモムシタケC.

martialis，ウスキサナギタケC.takamontana，蛾の成虫で

はスズメガタケC.tuberculosumがあり，いずれも子嚢胞

子 ascosporeを空中に飛散して昆虫に感染し，世代を繰り

返すコルジセップスCordyceps型の昆虫寄生菌である。

これに対して分生胞子 conidiumをつくり，昆虫に感染さ

せて世代を繰り返している不完全型の昆虫寄生菌がある。サ

ナギタケの不完全型はコナサナギタケ I.farinosaであり，

ウスキサナギタケの不完全型はハナサナギタケ I.japonica

であるとされている。

昆虫寄生菌類学の泰斗，小林義雄博士は分生子柄が束生

し，シンネマ Synnemaを造る形態はカビの仲間であるパイ

シロマイセスPaeciomycesと本質的に異なり，これらの不

完全型をイザリア Isaria型であるとして区別している。

本菌はトサカイモムシタケの不完全型で蛾の幼虫であるイ

モムシに寄生し，同じ鱗翅目の不完全型であるハナサナギタ

ケと形態的に相違する。

本菌の分生胞子を顕微鏡で観察すると球形で，大きさは

直径 2-2.5μm，極めて小さい。ハナサナギタケは長楕円

形，または鎌状形で 3.2-5×1.5-2μmと大きく，柄の色調

は淡黄色である。本菌は根元が淡黄褐色でハナサナギタケの

子実体とは異なり，形態学的に分生胞子はコナサナギタケに

近いのが特徴である。

ブナの原生林の中に 字型の渓谷が走り，タニウツギ，

トチノキ，ミズナラ，オオカメノキなどが生育する広葉樹

林帯内の氾濫台地にて発見する。

人工培養 (菌株C-Y22)

ハナサナギタケ 図 42
 

Isaria japonica Yasuda

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Jun,29,1992

鱗翅目Lepidopteraの蛾の幼虫，蛹に寄生するノムシタ

ケ菌で，不完全世代の分生胞子で世代を繰り返すイザリア

(Isaria)型の昆虫寄生菌である。

地上部の子実体は 1～20個，根本から叢生し，樹枝状，

ホウキ状，またはサンゴ状に中途で枝分かれする。上部は

枝状に膨らみ，白色粉状の多数の分生胞子 conidiumを着け

る。

子実体の柄は円柱状で，ときには平たく偏圧して淡黄色

を帯びる。地上部の高さ約 5～40 mm。風や雨の刺激を受け

矢 萩 信 夫



ると粉状となって空中に飛散する。

分生胞子は楕円形，大きさ 1.5×2.7μmで，コナサナギタ

ケ Isaria farinosa (Holm.)Fr.は球状で小さく胞子の形を異

にする。

発生時期は虫が活動する夏の最盛期 6～8月が最適で，11

月の中頃にまで及ぶ。発生場所は高温，多湿の広葉樹林帯

で，河川の流れる氾濫台地の樹陰地帯が発生の候補地とな

る。一般に里山の雑木林，山地の落葉樹林内の地上，苔の

生える岩面に固着発生する。

人工培養 (菌株C-Yll)ヤハギ培地使用。I.japonica (菌

株C-Yll)培養液は免疫増強作用，および抗腫瘍作用の有る

ことを in vivoの動物実験で証明し，日本薬学会第 123，124

年会で発表した。

〔追記〕:ノムシタケ (Cordyceps)属の菌類には子嚢胞子

で世代を継承する完全世代型の子嚢菌群と，分生胞子で世代

を繰り返す不完全世代型の分生胞子群がある。その代表的な

菌類の不完全世代型に Isariaがあり，鱗翅目の昆虫の他，鞘

翅目の甲虫類，クモ，セミ，カメムシ，カイガラムシ，ア

ブなどに寄生する。またクモ，鱗翅目の昆虫に寄生する

Gibellulaがあり，鱗翅目と鞘翅目の昆虫に寄生する

Polycephalomyces,トンボ，スズメガ，ハエ，アリなどに

寄生するHymenostibeがある。他にもHirsutella, Stilbella,

Cephalosporium,Synnematiumなどの昆虫に寄生する不完

全世代型の菌類が知られている。

ヒメサナギタケ 図 43
 

Cordyceps purinosa Petch

(中国名 :繭蛹虫草)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,16,1978

鱗翅目Lepidopteraの小さい幼虫，蛾の硬いタマ繭 (イ

ラガ)に発生する昆虫寄生の子嚢菌である。子実体は棍棒

型で単一，ときに 2個以上発生する。子実体上部に結実部

stromaをつくり，下部は地下生の宿主 hostに直結する。子

実体の高さ 1-2 cm。結実部は長紡錘形で肉紅色，または鮮

やかな橙黄色，表面には裸生型，または半裸生型の子嚢殻

peritheciumを密につらね，口縁部は粒点状に突出する。結

実部と柄の境は明瞭，大きさ 7-13 mm。柄は円柱状で太さ

2-3 mm,ややしまった肉質，基部は白色で虫体につながる。

子嚢殻は洋梨形，口縁部は尖り，300-310×140-160μm。

子嚢 ascusは極めて細長い糸状で，頭部 capの径2-2.5

μm。2次胞子 sec-sporeは細い短冊状で 4-5×1μm。子嚢

胞子 ascosporeは子嚢殻から空中に放出，飛散され,隔壁か

ら分裂して 2次胞子となる。

針葉樹スギなどの混じる広葉樹林帯に発生する。

コンゴ，東部シベリア，日本に分布する。

人工培養 (菌株C-Y51)

フデノホスズメガタケ 図 44
 

Cordyceps sp.nov.

(学会未記録種)

発生地 :山形県・山刀伐峠

採集年月日 :Aug,20,1985

鱗翅目Lepidoptera，スズメガ科 Sphingidaeの成虫に寄

生したノムシタケ属子嚢菌で，本種は水飛沫の上がる水量の

多い岩場の苔上に発見された学会未記録種の昆虫寄生菌であ

る。

鱗翅目の昆虫に寄生する子嚢菌は鞘翅目と同じく多くの種

類，世帯を有している昆虫寄生菌群である。しかも鱗翅目

に限り成虫に寄生する菌類が多く発見されている。ガヤドリ

ナガミノツブタケ，ガヤドリキイロツブタケ，アメイロス

ズメガタケなどがある。

本種は 1985年の夏，山形県は北東部の栗駒山系に入る山

刀伐峠の山麓で発見されたもので，子実体が筆の穂の形態か

らフデノホスズメガタケと命名された。

俳聖・芭蕉が曾良と共に山越えした奥の細道，登山道の

入口には樹齢 200年を越す樹林帯が広がり，鬱蒼とした茂

みは緑濃い視界に包まれ，薄暗い足元には清らかな小川が太

古の時を刻んで今に流れている。植生相はタニウツギ，ム

シカリ，カシワ，サワグルミ，ミズナラ，トチノキ，ホウ

ノキ，ブナなどが繁茂している。

子実体は筆穂状，高さ 18-19 mm,太さ 2.0-4.3 mm,頭部

の結実部はやや太く 4.0-5.1 mm,透明なシトロン・イエロー

の子嚢殻 peritheciumを裸生型に密布する。

人工培養 (菌株C-Y103)ヤハギ培地使用。

〔追記〕:1985年以来，幾度となく同じ場所を訪れているが，

未だ 2例目の発見は記録されていない。そのため子嚢殻，

子嚢胞子の大きさ未だ計測不能となっている。

マユダマタケ 図 45
 

Polycephalomyces sp.

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,28,2003

生きている 鱗翅目Lepidopteraの幼虫に感染し，分生胞

子で世代を繰り返すイザリア型の昆虫寄生菌である。一般に

イザリア型の不完全型菌類にはハナサナギタケ Isaria
 

japonica,コナサナギタケ Isaria farinosaが代表とされる

が，他にセミに寄生するツクツクボウシタケ Isaria sinclairii,

クモに寄生する Isaria atypicolaなどが知られている。

本菌マユダマタケは不完全型菌類の中でもポリセファロマ

イセス型Polycephalomycesの菌類に属し，鱗翅目の幼虫

に寄生するのが特徴である。

子実体は 1～8個，高さ 8～60 mm,上部で枝状 (サンゴ

状)に分枝し，先端に淡灰黄色，球状の結実部 conidioma

をつくる。柄の表面は平滑，円柱状，淡灰色を帯びた黄土

冬虫夏草属菌図説



色で，やや硬い肉質である。結実部表面には分生胞子

conidiumをつける。分生胞子は楕円形，大きさ2.8-3×1

μm。

山地，広葉樹林帯流畔の地上，苔上に発生する。

人工培養 (菌株C-Y44)

青葉山では根本敬子さん発見のクモ寄生のクモノマユダマ

タケPolycephalomyces f.sp.があり，クモ寄生でマユダマ

型子実体の発生が確認されたのは初めてのことで過去には記

録されていない。

ミジンイモムシタケ (TY-262) 図 46
 

Cordyceps sp.Y.Kobayasi

発生地 :山形県・羽黒

採集年月日 :Sept,29,1988

鱗翅目Lepidoptera,ヤママユガ科 Saturnaiidaeの幼虫に

寄生する最も美麗な大型のノムシタケ菌Cordyceps (冬虫

夏草属菌)である。

鱗翅目に寄生する子嚢菌類には中国の冬虫夏草Cor-

dyceps sinensis Sacc.を初めとして広い世帯を持つ昆虫寄

生菌群であり，本菌は本邦最大の蛾の幼虫であるヤママユガ

Antheraea yamamaiのイモムシに寄生する。他にイモムシ

に寄生する代表的菌類としてトサカイモムシタケが知られて

いるが，本菌に比較すると一回り小さく，色合いも朱色，

暗朱色で子実体の美しさを異にする。

イモムシの頸部，背部，ときには尾部より鮮やかな紅橙

色の美しい子実体を発生させる。地生型の虫寄生菌で，発

生周囲の植物層にはタニウツギ，オオカメノキ，クヌギ，

コナラ，クリ，カシワ，ヌルデ，ツバキ，高木ではマツ，

ホウノキが生育し，この樹層を囲んで樹齢 30年以上のスギ

林が並んでいる。近くに鉄分を含んだ赤サビ色の水溜まりが

散在し，流れを作っている。

本種は学会未記録，菌類学の泰斗，小林義雄博士の標本

番号 (TY-262)として登録されている極めて珍しい昆虫寄

生の子嚢菌である。

宿主である幼虫 hostの大きさ 4～7 cmになる。

子実体は棍棒型，ときに不規則偏平型となり，結実部の

表面には子嚢殻を密布，発生させる。柄は白色，後に淡黄

色，捩れ状でやや柔らかい肉質，基部は複雑に絡み，子実

体は大小約 3～16本叢生，高さ約 1～11 cmに及ぶ。

子嚢殻 peritheciumは細かく，裸生型で，頭部結実部表面

に粒点状に密布する。卵形，または楕円形で大きさ400-

420×180-200μm。

子嚢胞子 ascosporaは細長い糸状で，空中に放出後，隔

壁から分裂して冊状の 2次胞子 sec-spore となる。大きさ

3-8×0.8-1.2μm,子嚢胞子頭部は球形 2.0×1.6μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y102)

ミノムシタケ (仮称) 図 47
 

Isaria sp.

(学会未記録種)

発生地 :茨城県・相川

採集年月日 :Oct,6,2005

鱗翅目Lepidoptera，ミノガ科Psychidaeの蛾の幼虫に

寄生する分生胞子型のノムシタケ菌である。

鱗翅目に寄生する菌類の中では大半を占める子嚢胞子型

Cordyceps typeと，数種類の分生胞子で世代を繰り返す

Isaria typeの虫寄生菌群に大別される。さらに分生胞子型の

Isaria typeはハナサナギタケ Isaria japonica型と，コナサ

ナギタケ Isaria farinosa型とに分けられる。

本菌は，顕微鏡観察の結果は胞子の形がハナサナギタケ

と同じ楕円形であることを確認した。子実体は形態的にコナ

サナギタケ (胞子は球形)に類似しており，採集当初，分

生胞子 conidiumは球形であろうと想像したが中央部の窪ん

だ楕円形であった。

分生胞子の大きさは 5-7×1.5-2.0μm。

子実体は 11個を発生，高さ 3-7 mm,結実部は子実体柄

の下部に及び，白色の分生胞子を密布させる。追培養によ

り子実体は 15 mmまで伸張させることができた。

繭の代わりに蓑に包まれたミノガサを剥いでみると，ウ

ジムシ型 (雌)の幼虫が観察された。虫体の大きさは 12
 

mmになる。

ミノムシに寄生した虫寄生菌は過去の記録にはなく初めて

の発見となった。

人工培養 (菌株C-Y241)

寄生主 :鞘翅目

アメイロツブタケ 図 48
 

Cordyceps falcatoides Y.Kobayasi et D.shimizu

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Aug, 8, 2006

鞘翅目Coleopteraの幼虫に寄年するノムシタケ属菌の一

種で，朽ち木生の幼虫に寄生したものである。本菌は太針

状の典型的なツブタケ型で虫体から 3本の子実体を生じ，

頭部の結実部には子嚢菌特有の子嚢毅 perithecumを裸生的

に叢生させる。

類似の冬虫夏草属菌の一つにナガツブハリタケC.elon-

gatoperitheciata Y.Kobayasi et D.shimizuがあるが，宿主

となる昆虫も鱗翅目Lepidopteraの幼虫であり，子嚢殻の

形態では前者は卵形，後者では長紡錘形で大きいのが特徴の

差である。

本菌の子実体は円柱状で全体的にアメ色，大きさ 17-24×

0.8-1 mm，平滑で先端は細まり突き出す。

矢 萩 信 夫



子嚢殻は裸生で茶褐色，卵形，大きさ 350-400×300-

250μm。2次胞子 sec-spore，の大きさ 125-150×2.5-3

μm。

ブナ，ケヤキ，ミズナラ，ヤマハンノキ，サワグルミな

どの林内倒木の朽木上に発生する。

日本固有種。発生は極めて稀。1979 年に十和田で発見さ

れ菌学会に報告，記録されている。

人工培養 (菌株C-Y119)

ウスイロタンポタケ 図 49
 

Cordyceps gracilioides Y.Kobayasi

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,7,1999

ノムシタケ属菌の中で鞘翅目Coleopteraは最も世帯の大

きい菌類で，朽木虫の幼虫に感染寄生する昆虫寄生菌が多く

発見されている。その中でもコメツキムシ科Elateridae幼

虫に寄生するものが多いが，形態学的には宿主である昆虫の

判然としない種が多い。

本菌の採集地はオオセミタケC.heteropodaの発生地で，

発見当初，地上部の外観からやや小さ目の未熟のオオセミタ

ケと勘違いするほど，類似した形態であった。地上部表面

の枯れ葉を払い，朽木生型の甲虫に寄生したウスイロダンポ

タケと判明した。他にタンポ型の甲虫寄生菌にはコメツキタ

ンポタケがあり，本菌よりもやや小さく繊細であることを除

けば全く類似する。

子実体 stromaは虫体の前部より出て，単一，肉質で，柄

は円柱状，地上部の高さ 50 mm,太さ 3.3 mmであった。

頭部の結実部は淡黄褐色，球形のタンポ状，直径 7 mmの

大きさであった。

子嚢穀 peritheciumは完埋生，細長い倒卵形で 830-

900×200-280μm,子嚢 ascusは 600-700×6-6.5μm, 2

次胞子 sec-sporeは 6.5-8.5×1.2-1.5μmであった。

雑木の少ない杉とナラの混交林で，早春には水バショウ

が咲く沢地と共に，湿度の高い樹林内で採集された。

人工培養 (菌株C-Y99)

エゾコガネムシタケ 図 50
 

Cordyceps sp.D.Shimizu

(学会未記録種)

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,28,2003

鞘翅目Coleoptera，コガネムシ科 Scarabaeidaeの幼虫

に寄生する地中生のノムシタケ属菌で，幼虫の頭部，胸の

背部より子実体が発生し，途中 1～3本に枝分かれする。

鞘翅目の幼虫に寄生する本種に類似の菌類には，山形県

の摩耶山で発見されたマヤサンエツキムシタケCordyceps
 

sp.が知られている。

両者の相違は，子嚢殻 peritheciumが本種では埋生型であ

るのに対して，マヤサンエツキムシタケは半埋生型であり，

子嚢 ascusの形態も異にする。

鞘翅目の昆虫に寄生する子嚢菌類は，最も世帯数の多い

昆虫寄生菌類である。なかでもコガネムシの幼虫に寄生した

朽木生型のコガネムシタンポタケC.neovolkianaは鞘翅目

の代表の一つとされている。

子実体は棍棒状，地上部の高さ 4～7 cm，太さは 3～5
 

mmになり，頂部の結実部には淡黄色，球形の子嚢殻を埋

生する。柄は弾力性ある肉質で白色，地上部は灰白色を呈

する。

子嚢殻の大きさは 390-400×350-400μm。子嚢の幅 3.8

μm。子嚢殻の口縁は淡黄色の円形で結実部に密布する。

日本固有種で現在では北海道のみに発生する。

人工培養 (菌株C-Y239)

人工の寒天培地上に子嚢果のある子実体を発生させ，追

培養を継続している。

〔追記〕:北海道恵庭地域の山稜はトドマツ林の二次林の人工

林に恵まれ，20～30年生のトドマツ林の林床にはトドマツ

の枯れ葉が堆積，冬の寒さに耐える保温効果でコガネムシが

産卵，幼虫が越冬できる適性な温度と湿度が保たれているら

しい。

トドマツの枯葉は 5～8 cmのマット状に堆積し，昆虫の

生息に適した環境は，本土では昆虫寄生菌の発生環境として

は考えられない生態系であり，新しい知見であった。

オサムシタケ 図 51
 

Tilachlidiopsis nigra Yakusiji et Kumazawa

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,5,1980

鞘翅目Coleoptera，オサムシ科Carabidaeの幼虫，また

は成虫に寄生するノムシタケ属菌で，幼虫の胸部や口器，

腹部，尾部より 1～15本の不完全型の子実体を不規則に発生

させる。

鞘翅目，甲虫類の中でもオサムシはミミズ，カタツムリ，

蝶や蛾の幼虫を食べる肉食系の昆虫で，棲息する生態系も領

域的に限定される。

本種の発生地にはブナ，スギ，ホウノキ，トチ，ミズナ

ラの森林帯があり，低木のタニウツギ，ガマズミ，ノリウ

ツギ，アオキなどの植物が繁茂する氾濫台地にて発見され

た。

同種の完全型でオサムシタンポタケ Cordyceps
 

entomorrhiza Link.があり，子実体の先端にタンポ状の結

実部をつくる。時に，柄の中間に不完全型の虫ピン様分生

子をつくる場合がある。

本種の子実体は黒色の針がね状，弾力性ある革質で硬い。

地上部の高さは 2.0-8.0 cmで太さは 0.8-1.3 mmになる。

冬虫夏草属菌図説



柄は不規則に屈曲し，白色虫ピン様の分生子柄を派生させ

る。

分生胞子の大きさ 10-12×1.7-2μm。

日本固有種。

人工培養 (菌株C-Y21)

カブヤマツブタケ 図 52
 

Cordyceps macularis f.sp.

(学会未記録種)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,30,1977

鞘翅目Coleoptera，甲虫類の幼虫に寄生する本種はミズ

ナラ，ハンノキ，アカシデ，イタヤカエデ，トチノキ，ブ

ナなどの広葉樹林内にて発見されたノムシタケ菌である。

鞘翅目の昆虫に寄生するこの種のノムシタケ属菌類には，他

にミヤマムシタケC.macularis Mains，ホソエノミヤマムシ

タケC.macularis f.sp.が近縁種として知られている。

本種は 1977年の夏，山形県は県北の加無山 (997 m)の

麓で初めて発見された昆虫寄生の子嚢菌で，加無山の地名に

因んでカブヤマツブタケと命名された。

子実体は太針状で，柄の長さ 1.5-2.8 mm，太さ約 1 mm，

頂部はやや細まる。上部の表面には円板状か塊状に，径 2-4
 

mmの結実部 stromaをつくり，裸生型か半裸生型の子嚢殻

peritheciumを不規則に叢生させる。

子実体は淡黄土色，弾力性あるやや硬い肉質で，子嚢殻

は卵球形，大きさ 250-300×150-170μm。子嚢 ascusの幅

3.0μm，頭部 1.0-1.2×0.5μm，長さ 300μm。2次胞子

sec-sporeは 2.5-3.0×0.5μmで，空中に飛散させて世代を

繰り返している。

山形県北を中心に発生するも極めて稀である。

人工培養 (菌株C-Y30)

〔追記〕:1998年 8月，21年振りに同じ場所を訪れたが，森

林の伐採が進み，ブナの原生林にはダンプカーが登山道を切

り開き，昔の面影が消えていた。鷹匠の松原氏は自然破壊

のため鷹の訓練ができず，自然豊かな朝日村へと移動した。

クチキカノツノタケ 図 53
 

Cordyeps sp.

(学会未記録種)

発生地 :青森県・十二湖 (白神山系)

採集年月日 :July,29,1988

鞘翅目Coleoptera，甲虫類の幼虫に寄生する子嚢菌で，

本種はミズナラ，サワグルミ，トチノキ，カツラ，ブナな

ど，広葉樹林の生い茂る原生林内に発見された朽木生型のノ

ムシタケ属菌である。

ゴミムシダマシ科Tenebriodaeの幼虫に寄生する子嚢菌

で，近縁種にリョウガミクチキツブタケ (秩父両神山産)

とクチキフサノミタケ (十和田産)などが知られている。

この幼虫はキノコ，木の皮，種子，腐った植物質などを食

べる。

幼虫は倒木や朽木の中に生息し，本菌に感染した後，朽

木の表面に子実体 (キノコ)を発生させる。

子実体は太針状，幼虫の頭部と尾部から子実体を 1本づ

つ，または 2本を生じ，頂部はやや細まる。柄の表面には

結実部をつくり，裸生の子嚢殻 peritheciumを不規則に結実

させる。

本種の子実体の高さは 3～5 cm,太さ 2～4 mm,円柱形

で，淡赤白色の弾力性あるややかたい肉質であった。

子嚢殻は卵形で，大きさ 310-350×160-170μm。子嚢

ascus頭部の径 2.5μm，2次胞子は 6-12×1.5μmで，空中

に飛散させて世代を繰り返している。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y108)

クチキフサノミタケ 図 54
 

Cordyceps clavata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :青森県・十二湖

採集年月日 :July,29,1988

鞘翅目Coleoptera，甲虫類の幼虫に寄生したもので，本

種はミズナラ，アカシデ，サワグルミ，トチノキ，カツラ，

ブナなどの広葉樹林内に発見された朽木生のノムシタケ属菌

である。

鞘翅目のゴミムシダマシ科Tenebriodaeの昆虫に寄生す

る子嚢菌で，近縁種にクチキカノツノタケCordyceps spが

ある。幼虫は木の皮，木材質，キノコなどを食べる。

本品は 1988年の夏，青森県と秋田県と境を接する世界遺

産に指定された白神山系北端の国定公園，十二湖で発見され

た昆虫寄生菌である。

十二湖には大小さまざまな湖が数多く散在しており，水

量豊かな土地柄である。

子実体は太針状，突き抜き型で，単一または 2-5個を生

じ，頂部はやや細まる。上部に柄を取り巻くように結実部

をつくり，半裸生の子嚢殻 peritheciumを不規則塊状に結実

させる。

子実体の高さ 1.0～3.5 cm，太さ 2～3 mm，円柱形で，

淡クリーム白色の弾力性あるややかたい肉質である。

子嚢殻は卵形で，大きさ 420-550×230-330μm。子嚢

ascus頭部の径 3.0μm，2次胞子は 5-9×1.5μmで空中に

飛散させて世代を繰り返している。

十和田，十二湖に発生するが，比較的発生率の少ない昆

虫に寄生する子嚢菌の一種である。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y117)

〔追記〕:1950年，秩父両神山ではじめて見出され，以来，

矢 萩 信 夫



1980年代に入り十和田国立公園を中心に発見された。近年，

国内各地で採集が記録されるようになったが，発生は極めて

希である。

クチキムシコガネツブタケ 図 55
 

Cordyceps geniculata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,16,1983

鞘翅目Coleopteraの幼虫に寄生するノムシタケ属菌の一

種で，コガネムシ科 Scarabaeidaeの幼虫に寄生したもので

ある。コガネムシの幼虫に寄生する最も代表的なコガネムシ

タンポタケCordyceps volkiana Y.Kobayasiが知られ，結

実部がタンポ状，子嚢殻 peritheciumは完埋生型の朽木生で

ある。これに対して本種の子実体は太針状で，子嚢殻は子

実体に直角の裸生に発生し，ツブタケ型であるのが特徴であ

る。

子実体は寄生の腹部より単一に生じ，大きさは 1.5-2.5
 

cm×0.3-0.4 mm，上部は淡黄白色，下部はクリーム色，平

滑のややかたい肉質である。子嚢殻は裸生型で卵形，淡橙

黄色，大きさ 450-500×300-330μm。二次胞子 sec-

spore，大きさ 5-6×1μmであった。

ブナ，ケヤキ，ミズナラ，コナラ，サワグルミ，ナナカ

マドなどの林内倒木の朽木上，または苔上に発生する。

日本固有種。発生は極めて稀。

人工培養 (菌株C-Y120)

ケンガタコガネムシタケ 図 56
 

Cordyeps obliquiordinata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採取年月日 :Jun,22,1979

ノムシタケ属菌の中で鞘翅目Coleopteraのコガネムシ科

Scarabaeidaeの幼虫に寄生する。本種とは別に，コガネム

シの幼虫に寄生する代表的な昆虫寄生菌に朽木生型のコガネ

ムシタンポタケCordyceps volkiana Y.Kobayasiがある。

採集当初，山林渓谷の砂地に発見し，鱗翅目Lepidoptera

の地生型の幼虫と誤認し，追培養しないままにホルマリン漬

けの標本となった。

コガネムシは 6本足，鱗翅目の蛾の幼虫は頭部から尾部

まで足が並列して発生し，区別される。未熟であり，子嚢

殻 peritheciumの未確認のため新種でありながら同定不能で

あった。

昆虫の種によって，棲息環境によってそれぞれ異なるが，

大きく分けて昆虫が地中にあって菌核を形成する地生型，蜘

蛛やカイガラムシなど木の枝や葉にて棲息し，付着して菌核

をつくる気生型と，コガネムシ，コメツキムシなどの朽木

性甲虫類の幼虫が侵されて菌核をつくる朽木生型の三つに分

類される。

本菌の発見当初，子実体の剣型に因んでケンガタコガネ

ムシタケと，清水大典氏により命名された。

子実体は単一，太針状で高さ 3～5.3 cm。結実部には斜埋

生の微細な子嚢殻を密布する。

子嚢殻は卵形 420-480×300-330μmで，子嚢胞子

ascosporeの太さは 3μm, 子嚢 ascusの頭部の径 2.5-3

μm。2次胞子 sec-sporeは短冊状で 7-10-18×0.8-1μm。

人工培養 (菌株C-Y112)

1993年，群馬県川原湯温泉で，武田桂三氏によって成熟

本菌の採集があり，別名ナガホノケンガタムシタケともいわ

れている。

コガネムシタンポタケ 図 57
 

Cordyceps neovolkiana Y.Kobayasi

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,25,1986

本種は鞘翅目Coleoptera，コガネムシ科 Scarabaeidae

の幼虫に寄生する甲虫類では代表的ノムシタケ属菌の一種で

ある。

鞘翅目に寄生するノムシタケ菌類は鱗翅目Lepidoptera

以上に広い世帯を持つ菌類である。本種は朽木生で幼虫の背

部，頭部，ときには尾部より美しい橙黄色の子実体を発生

させる。まれに地生型がある。

直径 1 m以上に及ぶ風倒木，半ば朽ちたブナの巨木等，

広葉樹林帯の原生林内に発生する。原生林の乱伐と共に自然

界の生物生態系が破壊され，近年，この種の菌類の発見は

希有のものとなった。

子実体は単一か 2～5個発生し，頭部に橙黄色の球形，ま

たは扁球形の結実部をつくる。柄は淡褐色，円柱状で柔ら

かい肉質，基部は殆ど白色である。高さ約 1～2 cmとなる。

子嚢殻 peritheciumは完埋生型で，頭部の結実部表面に粒

点状に密布する。卵形，または楕円状で大きさ 340-460×

140-165μm。

子嚢胞子 ascosporaは細長い糸状で，空中に放出後，隔

壁から分裂して冊状の 2次胞子となる。子嚢の大きさ230-

300×9-10μm,子嚢頭部 ascusは球状，直径 4-5μm。2

次胞子は 3-8×2μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y100)

コメツキタンポタケ 図 58
 

Cordyceps gracilioides f.sp.

発生地 :仙台市・青葉山

採集年月日 :Sept,15,1996

鞘翅目Coleoptera,コメツキムシ科Elateridaeの幼虫に

感染するノムシタケ属菌に属する昆虫寄生の子嚢菌である。

形態的には類似の基本種にウスイロタンポタケC.

冬虫夏草属菌図説



gracilioidesがある。後者の場合は一般に宿主である虫の生

息が地中生であり，ときには朽木生であるのに対して，本

種の場合は殆んどが地中生で発見されており，地上部の子実

体も後者に比べて小さく，宿主の相違によるものと思われ

る。

子実体は幼虫の腹部より生じ，淡い茶褐色の典型的タン

ポ型で頭部に球形の結実部 (＝子座) stromaを生じる。地

上部の高さ 2-3.5 cm,子座の大きさ径 3 mmで淡褐色，表

面に完埋生の子嚢殻 peritheciumの口縁部を粒点状に密布す

る。

柄は円柱形の淡褐色，太さは 1.2 mm,やや硬い肉質で，

ときに多少のねじれを生じる。

子嚢殻は細首瓶形 (披針形)，大きさ 500-750×150-200

μm。子嚢殻の中の子嚢 ascusの大きさ 2.5-3.5μm,子嚢頭

部は球状で，径 3.5μm。2次胞子 sec-sporeは細い短冊状

で 4.9×0.7μmの大きさであった。

コメツキムシを宿主とする昆虫寄生菌については青葉山お

いてはウスイロタンポタケの基本種と本種の 2種類が記録

されている。

日本，中国に産生。

人工培養 (菌株C-Y243)

コメツキムシタケ 図 59
 

Cordyceps agriota Kawam.

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug, 16, 1978

鞘翅目Coleopteraのコメツキムシ科Elateridaeの幼虫に

感染して世代を繰り返している昆虫寄生のノムシタケ属菌で

ある。

子実体は先端の尖った太針状，単一で幼虫の腹部から生

ずる。地上部の高さ 3～6 cm,柄の太さ 0.5-1.5 mm,弾力の

あるやや硬い肉質で灰黒褐色，円柱形で先端には不稔の突起

があり灰白色，多少ねじれている。

子実体の上部には結実部をつくり，裸生型，黒褐色の子

嚢殻 peritheciumを不規則に，まばらに発生させる。子嚢殻

は卵形または洋梨形，500-800×350-700μm。子嚢胞子

ascosporeは 130-200×1.5μm。2次胞子 sec-sporeは紡

錘形，3-5×1.5μm。夏の盛り，子嚢殻からは雨，霧の水滴

による浸透圧で子嚢胞子が空中に飛散させ，新たな昆虫

hostに感染して，種の保存のため世代を繰り返している。

ブナ，ミズナラなどの広葉樹林帯地上に発生する。

人工培養 (菌株C-Y17)

本種は 1955年に川村清一氏により発見記録されたもので

日本固有種とされている。

同じコメツキムシの幼虫に感染した昆虫寄生菌にタケダコ

メツキムシタケC.melolonthae Sacc.がありツトノミ型，

子嚢殻は完埋生の狭卵形か洋梨形で，1961年に武田桂三氏

により新潟三面川で発見した稀品がある。

サビイロクビオレタケ 図 60
 

Cordyceps ferruginosa Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Aug,8,2002

鞘翅目Coleopteraの幼虫に寄生するクビオレ型のノムシ

タケ属菌で，子実体の先端は白色の角状に屈曲している。

本種はゴミムシダマシ科の幼虫に寄生したもので子実体が 2

本，結実部は肥厚し淡黄白色の菌座には赤茶色，埋生の子

嚢殻 peritheciumの孔口が不規則に荒く突出している。標準

型のサビイロクビオレタケでは結実部が背着性，円盤状で，

子嚢殻はサビ色，または赤褐色で埋生，孔口は細かく結実

部表面に密布する。その点で本種は色彩，形態を後者の標

準型と異にしている。

昆虫の種によって，棲息環境によってノムシタケ菌の寄

生や発生を異にするが，いずれも朽木を生活の根拠とするコ

メツキムシ科やゴミムシダマシ科の昆虫に寄生し，菌核をつ

くる点で共通の朽木生型昆虫寄生菌である。

本種の子実体は太針状で高さ 3～4.5 cm,柄の太さ 2～3
 

mmで繊維肉質，子嚢殻は卵形 600-650×250-300μm,子

嚢胞子は細長い糸状で，2次胞子は短冊状 5-7×1μmであ

る。

湿度の高い広葉樹林帯，ブナ，ミズナラ，トチノキ，サ

ワグルミ，カツラなどの生い茂る林内の風倒木，朽ち木上

に発生する。

人工培養 (菌株C-Y71)

テッポウムシタケ 図 61
 

Cordyceps nakazawai Kawamura

発生地 :山形県・今神

発生年月日 :Oct,28,1982

鞘翅目Coleoptera，カミキリムシ科Cerambycidaeの幼

虫に感染し，甲虫類に寄生するノムシタケ属菌 (＝冬虫夏

草属菌)の中でも最も大きく，極めてまれな地生型の子嚢

菌である。

子実体は淡灰褐色の棍棒状で単一か 2個を幼虫の頭部か

ら垂直に伸びて発生させる。地上部の高さ 4～15 cm。虫体

の頭部から地上に垂直に伸びる子実体は珍しい。これに類似

したノムシタケ属菌の発生の形体には中国産の冬虫夏草

Cordyceps sinensis (Berk.)Sacc.があげられる。

宿主 host中体の大きい，小さいにより子実体の大きさ

や，柄の太さも比例して成長する。柄は弾力ある肉質で径

2-6 mm。地下部は暗褐色で屈曲し，捩れる。地下の虫体の

深さによって様々に変化する。

カミキリムシの幼虫は朽木生が普通で，ときに腐食した

トチノキの伐根周囲の地上より発生する。本種は後者の地生

矢 萩 信 夫



型で直径 2 mに及ぶ伐根の周囲に 8個体のテッポウムシタ

ケが発生していた。

子実体の長さ 7～11 cm，地上部の高さ 4～5 cm。子実体

の頭部に淡灰褐色の結実部である子座 stromaを形成し，表

面には子嚢殻 peritheciumの口縁部が淡暗褐色で密布する。

子嚢殻は埋生でフラスコ型，大きさ 350-450×150-250

μm。2次胞子 sec-sporeは 6-8×1.5-2μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y9)

ベニイロクチキムシタケ 図 62
 

Cordyceps roseostromata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :July,26,1988

鞘翅目Coleoptera甲虫類のゴミムシダマシ科 Tene-

briopteraの幼虫に寄生するノムシタケ属菌で，朽ち木上に

発生する。

甲虫類に寄生する代表的子嚢菌類には先に掲載したコガネ

ムシタンポタケがあり，本種は北方系の十和田奥入瀬を中心

に発生する朽木性の昆虫寄生菌である。

ブナ，カツラ，クヌギ，ミズナラ，トチノキ等，原生林

内の朽ち木上に鮮やかな紅色の子実体を発生させる。

子実体は虫体の各部から 2～10本発生し，朽木中の幼虫

と朽木上の子実体とは白い糸状の細い菌糸体で繋っている。

子実体は小型で，結実部は円筒形でふくらみ，成熟すると

やや折れ曲がるのが特徴である。柄の高さは 5～20 mm，肉

質で美しい鮮紅色を帯びる。

子嚢殻 peritheciumは半理性，洋梨形で，濃い紅色，孔

口部は結実部 ascomaの表面上に突出する。280-300×

140-160μm。

子嚢胞子 ascosporeは細長い糸状で，太さは 3-3.5μm，

頭部の径 2.5-3μmになる。2次胞子 sec-sporeは 4-5×1

μm。

人工培養 (菌株C-Yl13)

ホソエノアカクビオレタケ 図 63
 

Cordyceps rubrostromata Y.Kobayasi

発生地 :青森県・十二湖

採集年月日 :July,30,1988

鞘翅目Coleopteraの幼虫に寄生するクビオレ型のノムシ

タケ属菌で，子実体の先端は赤色でツルの嘴状に屈曲してい

るのが特徴である。フカフカする苔の中に宿主の幼虫があ

り，4本の赤紅色の子実体が観察された。結実部の子嚢殻

peritheciumは埋生型で，成熟して半埋生から輪郭の明瞭な

叢生となる。

標準型のサビイロクビオレタケC.ferruginosa Kobayasi
 

et Shimizuは結実部が背着性，円盤状で，子嚢殻はサビ色，

または赤褐色で埋生，孔口は細かく結実部表面に密布する。

その点で本種は色彩鮮やかな紅色，柄は繊細で後者と異にし

ている。

本種の子実体は細針状で高さ 6～15 mm，柄の太さ0.5～

1.0 mmで繊維肉質，子嚢殻は卵形 400-480×200-280μm,

子嚢胞子は細長い糸状で，2次胞子は短冊状で 5-6×1μm

である。

湿度の高い広葉樹林帯，ブナ，ミズナラ，トチノキ，サ

ワグルミ，カツラなどの生い茂る林内の風倒木，朽ち木上，

岩の苔上に発生する。

人工培養 (菌株C-Y83)

マヤサンエツキムシタケ 図 64
 

Cordyceps sp.nov.

(学会未記録種)

発生地 :山形県・摩耶山

採集年月日 :Aug,2,1986

鞘翅目Coleoptera，コガネムシ科 Scarabaeidaeの幼虫

に寄生するノムシタケ属菌で，本種はスギやヒノキなどの針

葉樹を食餌とするスジコガネの幼虫に寄生した子嚢菌であ

る。

鞘翅目の昆虫に寄生する子嚢菌類は鱗翅目以上に多くの種

類，世帯を有している昆虫寄生菌群である。

本種は 1986年の夏，山形県の秘境とされ，信仰の山であ

る摩耶山 (1,020 m)の麓で初めて発見された昆虫寄生の子

嚢菌で，摩耶山の地名に因んでマヤサンエツキムシタケと命

名された。

発生場所は薄暗い山道の下には水飛沫が立ちのぼる渓流が

合流している。植生相はヤマトリカブト，タニウツギ，ト

チノキ，サワグルミ，ミズナラ，ホウノキ，ムシカリ，サ

ワシバなどが繁茂している。

子実体は棍棒状，長さ 40-65 mm,地上部は 30-55 mm,

頭部の子嚢殻部は 8-11 mm,柄の太さ 2.0-1.7 mm,基部はや

や細くなる。幼虫の大きさは 30×5-7 mmである。子実体

は淡黄色で頭部はやや茶褐色を呈する。

子嚢殻 peritheciumは半裸生型，卵球形で大きさ400-

430×200-250μm,子嚢 ascusの幅 3.8μm,子嚢胞子

ascus sporeは冊状形の 2次胞子 sec-ascospores 2.0-

2.5×0.3μmとなり空中に飛散させる。

本種の地上部の子実体はイザリア型との二双生で弾力性が

あり，地下部は徐々に細まり茶褐色に変わる。同一の宿主

から完全型と不完全なイザリア型の子実体が同時に発生して

いる。イザリア型はマヤサンエツキムシタケの異形と思われ

る。

人工培養 (株菌C-Y158)

1998年 8月，12年振りに同じ場所を訪れた。ここでも森

林の伐採が進み，明るい太陽の下に目的とするマヤサンエツ

冬虫夏草属菌図説



キムシタケの姿を見ることはなかった。

マルミノクロハリタケ 図 65
 

Cordyceps superficialis f.crustacea Kobayasi et Shimizu

発生地 :北海道・恵庭

採集年月日 :Aug,19,2003

鞘翅目Coleoptera,コガネムシ科 Scarabaeidae,ハナム

グリなど小型昆虫の幼虫に寄生したノムシタケ属 (＝冬虫夏

草属)の子嚢菌で，子実体 (キノコ)は幼虫の頭部，胸部

より発生する。

地中に生息するコガネムシ科の幼虫に感染し，虫体の組

織，成分を栄養にして，夏の盛り灰暗褐色，太針型の子実

体を地上に発生させる。地上部の高さ 3-5 cm,全体の長さ

8-9 cm,子実体上部に結実部をつくる。結実部は1.5-2.5
 

cm,径 2 mm,表面に裸生型，灰暗褐色の子嚢殻 perith-

eciumを不規則に密布する。柄の太さ 0.8～1 mm,弾力性あ

る繊維肉質で，暗灰褐色，地下部は不規則にねじれる。

子嚢殻は球形かタマネギ型，灰黒褐色，大きさ365-

390×455-520μm。内包する子嚢 ascusの太さ 3.5～6.2

μm。頭部 capの大きさ 1.2×3.5μm。

2次胞子 sec-sporeは細い短冊状で 3.5-8.5μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y190)

宿主である幼虫の大きさは 1 cm。子実体の長さは 8～9
 

cm,で幼虫の体積に対して約 8倍以上の大きいキノコ子実

体を成長させる。発掘当初，虫が着いていないのではと

疑った程である。顕微鏡下では子嚢も細長いサーベルのよう

に湾曲し，重なりあって，まるで生き物のように見える。

マルミノコガネムシタケ 図 66
 

Cordyceps konnoana Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Jun,22,1979

鞘翅目Coleoptera，コガネムシ科 Scarabaeidaeの幼虫

に寄生したノムシタケ属菌で，幼虫の頭部や，胸部，尾部

より 1～2本の子実体を発生させる。

コガネムシが棲息するクヌギ，ナラ，ブナ，ヤマハンノ

キ，ミズナラの森林帯に発生するほか，ガマズミ，ノリウ

ツギ，クワ，アオキ，カヤなどの低木の植物相にも発生す

る。

子実体は太針，円柱状で，地上部の高さ 3.5～5.1 cm,太

さは 0.9～1.2 mmになり，頂部は細まる。

子実体の上部に結実部をつくり，裸生型の球形か半球形

の子嚢殻 peritheciumを着ける。柄は弾力性ある肉質で，暗

灰褐色か灰褐色。先端は淡灰褐色でやや白っぽい色を呈す

る。

子嚢殻は茶褐色，大きさは 300×400-420μmで結実部に

密布する。子嚢 ascusの太さ 3.8-5μm,頭部の径 3-5μm。

2次胞子 sec-sporeは 4-6×1μmで隔壁から分裂して短冊

状となり，空中に飛散する。

日本固有種。

人工培養 (菌株C-Y37)

ミヤマムシタケ 図 67
 

Cordyceps macularis Mains

発生地 :山形県・関山

採集年月日 :July,5,1981

鞘翅目Coleopteraの幼虫に感染する昆虫寄生のノムシタ

ケ属菌で，虫体の腹部より単一に太針状の子実体を発生させ

る。

子実体の地上部の高さ 3-5.3 cm,上部に結実部 stromaを

つくり，不規則に蜜に集まる円盤状の子嚢殻 perithecium集

団をコブ状に形成する。

柄は円柱形，全体の長さ 40-75×1-2 mm,殆ど平滑，淡

灰黄色，後に黄褐色，皮層はやや柔らかい肉質となる。

コブ (塊状)の大きさ 10-18×2.3-3.6 mm。子嚢殻は完

埋生，卵形，300-350×170-200μm。子嚢胞子 ascospore

は長紡錘形，120-150×7-8μm,頭部 capの径 3μm。2次

胞子 sec-sporeは短冊状，8-10×2μm。

北アメリカ，日本に分布する。

人工培養 (菌株C-Y90)

ムラサキクビオレタケ 図 68
 

Cordyceps purpureostromata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Sept,23,1988

鞘翅目 Coleopteraの甲虫の幼虫に寄生するノムシタケ属

菌で，山地の朽ち木上に発生する。1950年，秩父両神山で

発見され，以来各地で採集されている。

子実体は 1～2個，幼虫の腹部より生じ，頭部に背着生の

楕円形～円盤状の結実部 stromaを形成し，クビオレ型で頂

端は鳥の嘴のように突出する。長さ 7～25 mm,太さ0.5～

1.8 mm,弾力性ある肉質，淡紫色～灰紫色である。

子嚢殻 peritheciumは洋梨状，埋生で結実部表面に粒点状

に密布する。子嚢胞子 ascospore 65～75×2.5μm。2次胞

子は 13～23×3μmで細長い糸状胞子に分裂する。

太陽光線を背景にしてかざしてみると，子嚢胞子が子嚢

殻から銀色に輝いて放射状に噴出しているのを観ることがで

きる。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y42)

不完全型 Isariaで分生胞子 conidiospore にて世代を繰り

返す。子実体は成熟するとともに次第に紫色に変化してい

く。1981年，元東北大学薬学部･近藤嘉和助教授の下で，生

矢 萩 信 夫



体内のインターフェロン･誘導物質の研究をすすめたことが

あり，臨床上でも肝機能異常に使用されている。

寄生主 :膜翅目

イトヒキミジンアリタケ 図 69
 

Cordyceps sp.

発生地 :香川県・仲南

採集年月日 :May,16,1999

膜翅目Hymenopteraのアリ科Formicidae，サムライア

リ (トゲアリ)に寄生するノムシタケ属の子嚢菌である。

アリに寄生する子嚢菌類のアリタケにはマルミノアリタケ

C.formicarumなど 10種類ほど数えられる。本種のアリは

小型で体長 5.5 mm，頭は上から見ると六角形にちかい円形

をしており，子実体はアリの頭部と胸部の結節から細い糸状

に発生する。

子実体はネズミ色に近い淡灰黒褐色，円柱状で先端は糸

状に細まり，やや硬く，弾力性がある。

本種の子実体の長さ 0.6～1 cm,太さ 0.2 mmで，柄の中

間に 1個の円盤状の結実部 (子座 stroma)をつくる。大き

さは 0.87-0.95×0.6 mmになり，表面ほ黒褐色で子嚢殻

perithecium口縁部が着衣型に集合して円盤状にイボ状の塊

りをつくる。

子嚢殻は埋生で球形，大きさ 410-440×300-320μm。子

嚢 ascusの大きさ 10-12.5×6μm。子嚢の頭部 capの径

2.7-2.5μm。子嚢胞子の両端は締まり，多くの隔壁をもつ

が分裂しない。径 1.2μm。

本種はリョウメンシダの葉に着生したもので，あまりに

も小さく探索には極度の集中力を必要とする。

コブガタアリタケ 図 70
 

Torrubiella sp.

発生地 :福島県・飯館

採集年月日 :Nov,5,2006

膜翅目Hymenoptera，アリ科Formicidaeの蟻 (アリ)

に寄生するノムシタケ属の子嚢菌で，ムネアカオオアリの頭

部と胸部結節の間から襟巻状にトルビエラTorrubiella型の

結実部 (子座)を発生きせる。

アリ寄生の子嚢菌の場合はコルジセップスCordyceps型

の柄のある子実体をつくるのが一般的であり，虫体表面に偏

平状のトルビエラ型結実部をつくるのは気生型の本種のみで

ある。

アリ虫体の大きさ 11 mm,黒褐色で胸部結節はブドウ色が

かった赤色である。頭部と胸部結節の部分にコブ状，黒褐

色の結実部をつくり，子嚢殻 peritheciumの口縁部を微かに

突出する。

コブ状結実部の大きさ 1.7-2.7 mm,厚さ 1.0-1.2 mmで，

コブ状塊が 2～3個つらなり，襟巻状に頭部と胸部の結節間

の部分を取り巻いている。

子嚢穀は埋生，卵形，大きさ 800-880×480-560μm。子

嚢胞子 ascosporeは細長い太針状で多くの隔壁があり，2

次胞子に分裂しない。子嚢胞子の太さ 2-2.5μm。

本種はヤマツツジの小枝を移動中，昆虫寄生子嚢菌の本

菌に感染して息絶えた姿で，まさに巌のような癌細胞に侵さ

れて死の転帰に至ったかのような無残なアリの姿である。

発生地はヤマウルシ，イヌシデ，ミズナラ，ハウチワカ

エデなど林内のヤマツツジの葉柄上に発生する

1986年，福島県飯館村五郎沢にて貝津好孝氏により初め

て発見されたアリ寄生の子嚢菌である。

現在，人工的に半固形培地に培養中で，輝きのある白色

針状の菌糸体が放射状に発育している。

人工培養 (菌株C-Y176)

マルミノアリタケ 図 71
 

Codyseps formicarum Y.Kobayasi

発生地 :香川県・仲南

採集年月日 :May,16,1999

膜翅目Hymenopteraのアリ科Formicidaeに寄生するノ

ムシタケ属の子嚢菌であり，本種は朽木生で，マツなどの

幹の中に巣をつくるミカドオオアリの胸部から子実体を発生

させている。

子実体は太鼓のバチ状で，頭部の結実部はタンポ型。柄

は淡黄白色で弾力性ある肉質，高さは 12 mm×1 mm。結実

部は一般に卵形，または洋コマ形とされているが，本種は

淡黄色の球形で直径 3 mmの大きさであった。

子嚢殻 peritheciumはハチタケと同じく斜埋生，細口ビン

型で大きさは 830×370μm。子嚢 ascusは 700×4～5

μm。二次胞子 sec-sporeは細長い紡錘形で 9.8-10.5×1-1.5

μm。

発生環境は落葉樹，照葉樹と針葉樹の混交林内に発生し，

高温多湿の 7～9 月にかけて最盛期であるが，西日本以南で

は冬季期間にても発生する。日本の他は台湾でも発見が確認

されている。

1999 年 5月，徳島の村上光太郎先生の御好意により譲り

受けたアリタケの一つであり，直ちに寒天培地に接種し人工

培養を試みた。その結果，自然界に発生すると同じ子嚢殻

を有する有性型 (teleomorph)子実体を発生させることに

成功した。

蟻に寄生して発生するアリタケの人工培養において，寒

天培地上に自然界と同じ有性型の子嚢殻をつくることに成功

したのは，史上初めてである。

人工培養 (菌株C-Y237)

冬虫夏草属菌図説



ツキヌキハチタケ 図 72
 

Cordyceps elongatostromata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,31,2006

膜翅目Hymenopteraハチ成虫に感染して子実体をつくる

昆虫寄生のノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の子嚢菌である。

子実体は単一のハリタケ型で，細長い線状が本種の特徴的な

形態である。採集には山に堆積する枯れ葉の中から灰褐色の

糸クズを探すに匹敵する至難の業である。

子実体の長さ 14 cm,柄の径 0.7-0.9 mm,平滑，灰褐色，

弾力性ある繊維革質である。子実体の上部に灰白色でツトノ

ミ型の結実部をつくる。大きさ 15-20×1.7-2 mmで，表面

には淡褐色･完埋生の子嚢殻 perithecium口縁部を密布させ

る。

子嚢殻は卵形，大きさ 230-250×310-330μmである。

子嚢 ascusは 80-90×60μm，頭部の径 4-4.5μm。2次胞

子 sec-sporeは 7-10×1.5μm。

発生環境の植物はカツラ，ホウノキ，トチノキサワグル

ミ，ブナノキ，ミズナラ，クヌギなどの広葉樹林内。

日本特産。

人工培養菌 (菌株C-Y96)

トガリスズメバチタケ 図 73
 

Cordyceps oxycephala Penz.et Sacc.

(中国名 :胡蜂虫草)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,31,2006

膜翅目Hymenoptera,スズメバチ科のハチの成虫に感染

し，ハチ虫体の組織，組成を栄養にして世代を繰り返す昆

虫寄生の子嚢菌でノムシタケ属菌 (＝冬虫夏草属菌)であ

る。

子実体は単一，ミミカキ型で虫体の胸部から発生する。

高さは 3.5～4 cm。子実体の頂部に円柱型の結実部をつく

り，先端はわずかに角状に突出ている点が同属のハチタケ

C.sphecocepharaと相違する。

柄は線状，繊維状肉質で淡橙黄色，太さ 1 mmになる。

結実部は淡橙黄色，大きさ 13×2 mmで，表面には斜埋生

の子嚢殻 peritheciumの口縁部が粒点状に密布する。子嚢殻

は長い細口ビン型，700-1,000×210-290μm。子嚢 ascus

は細長い糸状，大きさ 550×6.3-7μm,頭部は7-9×5.5-6.5

μm。2次胞子 sec-spore 14×1.5μm。

日本，ジャワ，ボルネオ，タイ，ブラジルなどに分布す

る。

人工培養 (菌株C-Y33)

ハチタケ 図 74
 

Cordyceps sphecocephala(Kl.)Sacc.

(中国名 :黄蜂虫草)

発生地 :山形県・赤倉山刀伐峠

採集年月日 :Aug,20,1983

膜翅目Hymenopteraに寄生するノムシタケ属の子嚢菌

で，ハチやアリの成虫に寄生する。

子実体はハチの頚部から発生し，ミミカキ型で長楕円形，

または円筒状の頭部と細い線形の柄からなる。地上部は

3.0～10 cm繊維様肉質で，淡黄色，クリーム黄色で，頂部

の表面には子嚢殻Peritheciumが斜埋生型に密布する。

子嚢胞子 ascosporeは細長い糸状で，分裂して狭紡錘状

の 2次胞子 (9.0～1.2×1.7～2.0μm) sec-ascosporesとな

り，空中に放出し，飛翔しているハチに感染して世代を繰

り返す。中南米，中国，日本に分布する。

1754年，スペインの宣教師 Jose Torrubiaは西インド諸

島にて蜂が草と化して，地上から植物となって (子実体)

発生する図を描き，ヨーロッパの人々を驚かした。

昆虫の組織組成を栄養源とし，体組織を構成する有機酸，

蛋白質，昆虫表皮のキチン，ケラチン質などの硬蛋白をも

分解する酵素，化学成分を含んでいる昆虫寄生菌である。

1977年，第 16回･日本薬学会東北支部大会 (秋田大学医

学部)において「冬虫夏草の人工培養と抗腫瘍性について

第一報ハチタケ」と題し，東北薬科大学第二癌研究所 :

佐々木健一，斉藤正明らと共同研究，発表する。

ハチタケ人工培養 (菌株C-Y4)のエタノール抽出Frac-

tionにおいてマウスのEhrlich腹水癌細胞 10 個移植後，i.p.

50 mg/kg/day 5日間投与で約 76%の腫瘍増殖抑制率を示

した。

寄生主 :双翅目

コナアブタケ 図 75
 

Isaria sp.nov.

(学会末記録種)

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,31,1979

双翅目Dipteraのアブ科Tabanidae，ウシアブの成虫に寄

生する分生胞子型菌類で，本邦では初めての発見であった。

20年目の今年 10月 23日，同じ地域内で 2例目が発見され

た。双翅目に寄生する子嚢菌類には蝿寄生のハエヤドリタ

ケ，フトクビハエヤドリタケの他，数種類が数えられ，ア

ブ寄生では幼虫に発生したアブヤドリタケが知られている。

アブの成虫は腐った果実，樹液，花の蜜などに集まり，

温血動物からも血を吸って生活しているので，フィラリア病

や脾脱疽病などの病原菌を媒介することが知られている。

矢 萩 信 夫



コナタケには代表的なコナサナギタケ，ハナサナギタケ

が知られているが，鱗翅目寄生であり，分生胞子も一回り

大きく，本種と顕徴鐘学的に種を異にする。

本種の昆虫寄生菌は大型のウシアブに寄生したもので宿主

の体長 23～33 mmに及び，極めて珍しい地生型のイザリア

型昆虫寄生菌である。

アブの頭部より強 な弾力性のある白色の子実体を発生さ

せる。地上部の大きさ 2-3×69-78 mm。2～5本を叢生す

る。柄は細長く，頂部は僅かに折れ曲がり，淡い朱色で表

面には白色粉状の分生胞子 conidiumを穂のように密布させ

る。分生胞子は円形で大きさ 0.8～1.0μm。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y157)

ハエヤドリタケ 図 76
 

Cordyceps dipterigena Berk.et Br.

発生地 :山形県・高坂

採集年月日 :Aug,7,975

双翅目 Diptera のイエバエ科 Muscidae，アブ科

Tabanidae，ムシヒキアブ科Asilidaeの成虫の頸部に 2個

(まれに 3～4個)が対となり，ハスの実型の子実体を形成

する。不思議なことに，尾部にはイザリア型の細長い 6～10
 

mmのシンネマ (分生子柄束)を発生させる種特異性があ

る。人間と生活を共にする家蝿にも感染し，これを殺傷し

て幾何学模様の子実体 (キノコ)を形成，世代を繰り返す

菌類が存在する。

ハエに寄生する子嚢菌には 1979 年，山形の神室山にて発

見され，渡部正一氏の山刀伐峠での発見で正式に新種として

認定されたフトクビハエヤドリタケC.discoideocapitataが

ある。古くは 1971年にサキシマヤドリバエタケC.saki-

shimensis K. et S., 1980年にはハエヤドリトガリツブタケ

C.iriomoteanaが西表島より採集されている。他にミチノ

クハエヤドリタケCordyceps sp.など 4種類，合わせて 8

種類のハエ，アブに寄生する気生型の双翅目昆虫寄生菌が発

見されている。

本種のハエヤドリタケC.dipterigena Berk.et Br.は 1871

年にジャワで発見され，Berkeleyによりハエ寄生の菌類と

してヨーロッパに紹介された。

頸部より双生する子実体はハスノ実状の円盤形または球形

の頭部と，これを支える高さ 7～10 mmの硬い革質の柄よ

りなる。頭部の子嚢殻叢は径 1.2～2 mm，表面に埋生型の

子嚢殻先端が粒点状に突出する。柄は薄い橙黄褐色，頭部

は淡黄灰色。子嚢胞子 ascosporeは細長い糸状で径 5μm。

子嚢殻は洋梨形 750-800×270-280μm。2次胞子 6-8×1

μm。シンネマ分生胞子は舟型 7-10μmである。

日本，台湾，ジャワ島，ニューギニア島，全アメリカに

分布し，落葉低木，草花などの葉裏に着生する。

フトクビハエヤドリタケ 図 77
 

Cordyceps discoideocapitata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・神室

採集年月日 :Aug,8,1979

双翅目Dipteraのイエバエ科Muscidaeの成虫に感染して

世代を繰り返すハエ寄生の子嚢菌で，私たちと生活を共にす

る家蝿寄生のノムシタケ属の子嚢菌である。ハエ虫体の頸部

に体に似合わない太目の対になる子実体Clavulaを発生させ

る。

子実体は必ず 2個双生し，先端は太まり結実部を形成，

成熟して棍棒状からハスノミ状に変わる。柄の円柱形で灰白

色の肉質，成熟して淡黄褐色に変わる。長さ 4 mm，太さ 1
 

mm，頭部の結実部表面には子嚢殻 peritheciumの口縁部を

円錐状に微突出し，密布させる。

子嚢殻は結実部に埋生，黄橙色で洋ナシ形，大きさ620-

700×200-250μm。子嚢 ascusの太さ 5-6μm，子嚢頭部

の径 5-6μm。2次胞子 sec-sporeは 6-9×1μmで，隔壁

から分裂する。

1979 年，山形県の神室山 (1,365 m)のローランドで最初

に発見し，未熟な棍棒状の子実体から計測同定できなかっ

た。1980年，山形県の山刀伐峠で渡部正一氏により成熟し

た本種が再発見され正式に新種として認定された。

人工培養 (菌株C-Y151)

寄生主 :トンボ目

タンポヤンマタケ 図 78
 

Cordyceps odonatae Y.Kobayasi

発生地 :茨城県・笠間町七会

採集年月日 :Oct,6,2005

トンボ目Odonata,トンボ科Libelluridae，またはヤンマ

科Aeschnidaeの成虫に寄生する完全世代型のノムシタケ属

菌である。

自然界の昆虫に寄生する菌類は普通，完全世代型である

テレオモルフ (有性生殖型)の子嚢菌類Cordycepsが主流

をなしている。これは麦角菌Claviceps purpurerと同じ子

嚢菌類であり，子嚢殻 peritheciumに内包する子嚢 ascisを

有しているのが特徴である。子嚢が分裂して子嚢胞子 as-

cosporeを空中に飛散させ世代を繰り返している。

自然界では，トンボに寄生する菌類は不完全世代型のア

ナモルフ (無性生殖型)が一般的で，イザリア型 Isaria
 

typeとして発生し，分生胞子 conidiosporeの形で世代を繰

り返すのが一般的である。

発見当初，ヤンマ科のトンボに寄生した分生胞子型の菌

類であったためヤンマタケ (不稔型)と命名された。

本菌はトンボの胸部から数本のタンポ状子実体を発生さ

冬虫夏草属菌図説



せ，頂部に白色のハスのつぼみ状結実部 stromaをつくり，

白色菌糸体で包まれた半埋生か埋生の子嚢殻を形成させる。

柄の部分は淡橙白色でやや硬い肉質，長さ 2.5～2.0 mm,太

さ 0.8～1.0 mm,頂部の結実部の大きさは 1.5～2.0 mmで

あった。

子嚢殻は細口瓶形，または長楕円形，色は淡黄褐色，大

きさ 100-115×30-35μm。子嚢の径は 8μm,頭部は亀頭型

10×7μm。2次胞子は長方形 5×1μmで隔壁が見られる。

尾部の結節部よりHymenostilbe不稔型の子実体を発生さ

せる。柄の大きさ 2.5～6.0 mm。硬い肉質で淡橙白色。分

生胞子の大きさ 0.5×1.0μm。

人工培養 (菌株C-Y242)

菌 学の泰斗，小林義雄博士はニューギニアの西イリアン

で発見し，Bull.Natn.Sci.Mus.7⑴ :6(1981)に発表してい

る。

日本では本菌に子嚢殻 perithecium，子嚢 ascisが顕微鏡

観察で確認され，今回が初めての発見となった。

ヤンマタケ (不稔型) 図 79
 

Hymenostilbe odonatae Y.Kobayasi

発生地 :山形・釜渕

採集年月日 :Aug,28,1977

トンボ目Odonata，トンボ科Libelluridae，またはヤンマ

科Aeschnidaeの成虫に寄生する不完全型の昆虫寄生菌であ

る。

不完全型の昆虫寄生菌には種特異性があり，鱗翅目の戌

虫に寄生するイザリア Isaria型，主にクモに寄生するギベル

ラGibellula型，カメムシ寄生のHirsutella型，トンボ，ス

ズメガ，ハエに寄生するHymenostilbe型，この他にオサム

シに寄生するTilachlidiopsis型など十数種に及ぶ諸属があ

る。

不完全世代の昆虫寄生の菌類では，主に分生胞子

conidiumの形で自分達の世代を繰り返すのが一般的である。

発見当初，ヤンマ科のトンボに寄生した菌類でヤンマタ

ケの名が与えられた。

結節部より不完全Hymenostilbe型の子実体を発生させ

る。柄の大きさ 2.5-6.0 mm。硬い肉質で淡橙白色，分生胞

子の大きさ 0.5×1.0μm。

気生型の本菌の特徴として，雪深い北国にては圧雪や，

風雪のため止まり木の枝葉が虫体と共に落下崩壊し，完全世

代としての子嚢胞子を造れず，不完全世代の分生胞子として

世代を繰り返すものと思われる。

本写真はヤンマタケ菌に感染し，運動神経が侵されてカ

ヤツリグサ科の葉に着床し，死に絶えた姿である。

近年，茨城県筑波山において菌類写真家の伊沢正名氏に

より，長年待望された子嚢殻 peritheciumのある完全世代の

ヤンマタケを追培養で成功させた。

人工培養菌株 (C-Y79)

寄生主 :ツチダンゴ目

エゾタンポタケ 図 80
 

Cordyceps intermedia Imai

発生地 :青森県・十和田

採集年月日 :Sept,2,1982

菌生冬虫夏草属Elaphomycesの一種で，ツチダンゴ (土

団子)菌に二次的に寄生する地下生菌の一つ，子実体の頭

部は扁球のタンポ状菌類である。

一般にノムシタケ属の昆虫寄生菌の場合は昆虫を殺害し

て，虫体を菌核とするのに対して，菌生冬虫の場合は地中

の土団子菌を菌核として成長し，地上に子実体 (キノコ)

を形成する。

地下生菌は大概径 1～3 cmの硬い球状で赤褐色の殻に包

まれており，表面には粒状の突起が密布して，内部は菌糸

層で充実している。

子実体は宿主の菌核体上に直接単出で発生し，長さ 7-9
 

cm,柄部は円柱状でやや捩れがみられる。柄の太さ 4-6
 

mm，色はオリーブ色から黒みがかってくる。ハナヤスリタ

ケC.ophioglossoidesは菌生冬虫の代表とされるが，柄の

地下部が下降するにしたがい細まり，髭根をつける点で本菌

と基本的に相違する。

頭部の大きさ 6-10×6-12 mm，表面は黒褐色で子嚢殻

peritheciumは完埋生，卵形で 450-540×230-260μm，子

嚢胞子 ascosporeの大きさ 240-300×7-8μmである。2

次胞子 sec-sporeは 3-6×1.5-2μmであった。

本種はブナの原生林内で発見採取されたもので，比較的

水はけの良いブナの葉の堆積した腐葉土上に発見した。高山

帯の高地での発生で，垂直分布からすると高緯度の分布圏に

発生する菌類であると思われる。

人工培養 (菌株C-Y124)

エゾハナヤスリタケ 図 81
 

Cordyceps jezoensis Imai

発生地 :北海道・支笏湖

採集年月日 :Sept,15,2005

菌生冬虫夏草属菌Elaphomycesに属する菌類で，地中に

生息するツチダンゴ (土団子)菌に二次的に寄生して子実

体 (キノコ)を発生させるノムシタケCordyceps型の子嚢

菌である。

一般に子実体をつくるノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の

菌類は昆虫に寄生し，その虫体の組織成分を栄養にして子実

体 (キノコ)を発生させ，子嚢胞子 ascosporeを空中に飛

散させて世代を繰り返しているのがこの菌類における生態の

矢 萩 信 夫



特徴である。これに対して菌生冬虫夏草属の菌類では本菌の

ように地中にあるツチダンゴ菌を昆虫の代わりに宿主として

菌核をつくり，その組織や菌糸体を栄養にして地上に子実体

を発生させる特殊な生態系を営んでいる菌生の子嚢菌であ

る。

本種の宿主となるツチダンゴ菌は黄土褐色，大きさ 1-2
 

cm,で 1個から 3個に及ぶ。

他に宿主となる基質に植物の寄生するものではイネ科植物

の稲穂に菌核 ergotをつくり，子実体を発生させるバッカク

菌Claviceps purpurea (Fr.)Tul.が有名である。また，冬

虫夏草研究の第一人者である清水大典氏のサルトリイバラの

果実に寄生したサンチュウムシタケモドキ Shimizuomyces
 

paradoxa Y.Kobayasiが植物寄生の子嚢菌として知られて

いる。

子実体は単一，ややタンポ状，長さ 5-12 cm，で地生型

の菌生子嚢菌である。柄は円柱形で地下部と地上部に別れ地

下部は白色，地上部は淡黄色，大きさ 5-6 cm×3 mm。や

や硬い肉質，子実体頭部に棍棒形の結実部 (子座) stroma

をつくる。大きさ 10-20×5-8 mm，表面は淡オリーブ色か

ら次第に淡緑灰褐色に変わる。内部は黄色，表面に子嚢殻

peritheciumの口縁部を細かく密布させる。黒ずんだ地下部

の菌核と柄の根元の部分には毛細根が分技している。毛細根

の太さ 0.5～1 mm。

子嚢殻は埋生，長楕円形，大きさ 700-720×200-250

μm,子嚢 ascusの大きさ 450-500×13-19 μm,頭部 capの

径は 7μm。2次胞子 sec-sporeは 20-30×3-4.5μm。

日本特産。主に北海道，北方系の子嚢菌である。

人工培養 (菌株C-Y125)

ヌメリタンポタケ 図 82
 

Cordyceps canadensis Ell.et Everh.

発生地 :山形県・赤倉

採集年月日 :Oct,21,1989

菌生冬虫夏草属菌Elaphomycesに属する菌類で，昆虫の

代わりに地下生菌のツチダンゴに寄生する。

基本種にハナヤスリタケCordyceps ophioglossoides Fr.

が知られており，地上部の子実体がハナヤスリ型で，地下

部の根元が毛細根で宿主のツチダンゴと連結している点で本

種の太い根元と異にする。

子実体は単一か 1～2個，太鼓のバチのようなタンポ型を

している。子実体の長さ 2.5-11 cm。頭部に黄褐色で扁球形

の結実部 (子座) stromaをつくる。径 5-10 mm，光沢と粘

性があり，皮層は偽柔組織よりなる。結実部の表面には子

嚢殻 peritheciumの口縁部が細かく密布する。

柄は円柱状，太さ 2.5-6 mm,鮮黄色または淡黄褐色，表

面は繊維質で肉質，上部に小りん片を布く。根本は宿主と

垂直に連結するが折れやすい。

子嚢殻は埋生型，卵形，大きさ 620-750×380-420μm。

子嚢は 350-400×12-15μm,頭部の径 8-9 μm。2次胞子

sec-sporeは舟形，大きさ 30-45×3-3.5μm。

1898年カナダで最初に発見されC.canadensisと命名さ

れた。その後，ヨーロッパ，ニューギニアに確認され，日

本では 1958年に初めて山形で発見されて以来，国内各地で

分布が確認された。

人工培養 (菌株C-Y130)

ハナヤスリタケ 図 83
 

Cordyceps ophioglossoides (Ehrh.)Fr.

(中国名 :大団嚢虫草)

発生地 :山形県・葉山

採集年月日 :Sept,3,1989

菌生冬虫夏草属Elaphomycesの一種で，地下生菌のツチ

ダンゴ (土団子)菌に二次的に寄生し，完全世代の子実体

をつくるコルジセブス属型の菌類である。

地下生菌は大概径 1～3 cmの硬い球状で暗褐色の殻に包

まれており，表面には粒状の突起が密布して，内部は菌糸

層で充実している。

子実体は単一で，まれに二本から数本に分岐する場合も

ある。長さ 3～15 cm,地下に埋まる菌核の深さにより長さ

はそれぞれ異にする。菌核の表面から細い菌糸体が伸び，

地上部にいたって太くなり，柄として頭部に子嚢の結実部を

つくる。

本種は地下部の 2個の菌核から菌糸体がからみ，黄褐色

の一本の子実体となったもので，地上部は円柱状で 2-8
 

cm×2-7 mm，子実体の頭部は棍棒状，紡垂状で 3～10
 

mm，淡黄褐色から暗オリーブ褐色となる。子嚢殻 perith-

eciumは埋生で卵形，500-600×200-300μmで子嚢胞子

ascosporeの大きさは 400-500×8-10μmである。

本種はブナの原生林内で発見採取したもので，比較的水

はけの良いブナの葉の堆積した腐葉土上に発見，時間をかけ

て掘り出したものである。地下に掘り下げるほど茎根の部分

が細くなり，切断し易くなるので作業に細心の注意を払わな

ければならなかった。

本種を含め地下生菌はヨーロッパや北アメリカの亜寒帯に

発生分布が多いので，北方系の菌類と思われる。ニューギ

ニア，マレーシアにも発見されているが，高山帯の高地で

の発生で，垂直分布からすると高緯度の分布圏に発生する菌

類であると思われる。

人工培養 (菌株C-Y10)

ミナズキタンポタケ 図 84
 

Cordyceps minazukiensis Y.Kobayasi et D.Shumizu

発生地 :福島県・赤岩

採集年月日 :May,21,1979

冬虫夏草属菌図説



ツチダンゴ目Elaphomycesに属し，地中に生息するツチ

ダンゴ菌 (土団子菌)に二次的に寄生して，組織組成を栄

養にしながら子実体 (キノコ)をつくる菌生の子嚢菌であ

る。これを菌生冬虫夏草と呼称している。

地下生菌のツチダンゴ菌は球状またはジャガイモ状で褐色

か黒褐色に色分けされる。表面はザラザラのイガ状で硬い外

皮と偽柔組織の内皮からなり，グレバ (胞子組織)を生じ，

菌糸体を内包して菌核を形成する。

世代をつくる環境が整うとツチダンゴ菌の皮層を突き破っ

て子実体が地中から地表に姿を現す。

子実体は単一，タンポ型で頭部に暗灰白色の球形または

扁平球の結実部 stromaをつくる。皮層は偽柔組織で，大き

さ 5-12×12-18 mmになる。柄は淡橙灰白色で全体の長さ

5～12 cmになる。太さは 4～6 mm，根元で細まらず地中の

土団子菌に直結する。頭部の結実部は成熟し濃灰白色にかわ

り，結実部表面には子嚢殻 peritheciumの口縁部が粒点状に

密布する。

子嚢殻は完埋生の細口瓶形，900-930×220-250μm。子

嚢 ascusの太さ 10μm，子嚢頭部 capの径 6-7μm。2次

胞子 sec-sporeは紡錘形，大きさ 16-18×3μmになる。

最初，みなづき (水無月)の 6月に発見，採集されたの

でミナズキタンポタケと命名された。子実体がキノコらしい

形態で子嚢菌としては珍しい。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y131)

ミヤマタンポタケ 図 85
 

Cordyceps intermedia f.michinokuensis Y.Kobayasi et D.

Shimizu

発生地 :山形県・春木

採集年月日 :Oct,8,1989

菌生冬虫夏草属菌Elaphomycesの一種で，ツチダンゴ

(土団子)菌に二次寄生する地下生菌の一つである。地中に

生息する球状のツチダンゴ菌 hostに感染して菌糸体や組織

を栄養にし，これを菌核として子実体 (キノコ)を地上に

発生させる子嚢菌の一種である。

子実体は小型の太鼓のバチ型タンポ状で，地上部の高さ

1.5-4.8 cm，太さ 1.5-2.0 mm。

子実体頭部には球状の子座 stromaをつくり，表面には子

嚢殻 peritheciumを完埋生し，口縁部をわずかに突出させ

る。頭部の結実部は球形，黄褐色で，径 2-5 mm,になる。

柄は細い円柱形，淡橙黄色の肉質，太さは 1.0-1.2 mm,わず

かに屈曲するものあり。子嚢殻は卵形，大きさ 600-650×

350-400μmになる。2次胞子 sec-sporeは短冊状で大き

さ 3-5×1.5-2.0μm。

発生地の植物相はブナ，ミズナラ，トチノキ，クリ，コ

ナラなどの落葉樹，笹が繁茂する日当たりのよい沼地に下る

北の緩斜面にて発見する。

人工培養 (菌株C-Y132)

寄生主 :クモ目

アカミノオグラクモタケ 図 86
 

Cordyceps coccioperitheciata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・最上町

採集年月日 :Aug,20,1983

ノムシタケ属菌には昆虫に寄生するもの，菌生冬虫夏草

といわれる地下生菌 (土団子菌)に二次的に寄生するもの，

節足動物であるクモや，ダニに寄生するものがあり，子嚢

菌類の仲間に入る。

一般にノムシタケ属Cordycepsは宿主となる昆虫が菌核

となり，これに子実体 stromaを形成する。対して菌生冬虫

夏草の場合は地下生菌が菌核となり，この菌核から栄養を摂

取しながら成長する。クモに寄生した子嚢菌の場合も，宿

主である蜘蛛の体部を菌核とし，世代を繰り返している。

クモ目Araneinaに寄生する子嚢菌類には，宿主であるク

モ虫体の表面に子嚢殻 peritheciumをつくるトルビエラ

Torrubiella型の発生が一般的であるが，本菌の場合は子実

体がコルジセップスCordyceps型を形成し，種特異性が顕

著に発現している。宿主のクモは枯葉に包まれて明白に確認

できない。

子実体は二本で放射状に広がり，頂部に裸生で鮮やかな

橙黄色の子嚢殻をつくる。子実体の大きさ 2.5-10×0.5-1.4
 

mm,白色，綿毛質である。

子嚢殻は裸生で洋梨形，大きさ 500-625×250-275μm

で，子嚢胞子 ascosporeの太さは 3μm，子嚢 ascus頭部

の径 2.5μmである。2次胞子 sec-sporeは柵状型で 3×1

μmであった。

山形県最上町管内にて最初，渡部正一氏により発見され

て以来，日本各地で採集が記録されるようになったが，発

生は極めて稀。

人工培養 (菌株C-Y104)

ギベルラタケ 図 87
 

Gibellula aranearum(Sch.)H.Sydow

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,21,1978

クモ目Araneina (節足動物)のクモ (蜘蛛)に感染して，

クモの外皮をそのままに残し，組織組成を栄養にして発育成

長する分生子型のクモ寄生菌類である。

クモに感染する菌類 (クモタケ)の中では最も発生量の

多いイザリア型 Isaria type (不完全型)の菌種で，分生胞

子 conidiumで世代を繰り返している。

矢 萩 信 夫



ときには，ギベルラツブタケのように同一のクモ表皮か

らイザリア型の分生子柄を発生させると同時に，完全世代型

の真性の子嚢殻 peritheciumを形成，子嚢胞子 ascospore

で世代を繰り返しているクモ寄生菌もある。

クモの体，全体が白色または淡黄白色の菌糸体で覆われ

る。子実体はこの菌座 stroma上に多数の分生子柄をイガ状

に生じ，表面には淡紫色粉状の分生胞子を密布させる。子

実体の長さは 4-7 mm。分生胞子は紡錘形，大きさ4.5-

6.3×1.7-2μm。

人工培養 (菌株C-Y12)

ときに青葉山でも観察される。

クモタケ 図 88
 

Isaria atypicola Yasuda

発生地 :京都・北山

採集年月日 :July,10,2001

節足動物のクモ目Araneinaに寄生するノムシタケ菌の中

で，最も代表的とされる不完全型のイザリア Isaria型，クモ

寄生菌である。

トタテグモの成虫に寄生し，地中生型の虫草で，地下に

ある袋の中のトタテグモから子実体が発生する。不完全世代

の子実体の頭部には淡紫色の分生胞子 conidiumが密布し，

空中に飛散させて世代を繰り返す。これとは別に不完全型の

クモタケとしてスチルベラ科のギベルラタケGibellula
 

aranearum (Sch.)H.Sydowが普遍的に発生する。

一般にクモ寄生の菌類は，クモの身体の背部や足部の体

表面に裸生型の子嚢殻 peritheciumを造る完全世代のトルビ

エラ型Torrubiellaが基本種としての特徴である。これら代

表的クモ寄生の菌類にはサンゴクモタケ，トルビエラクモタ

ケなど，他に多くのクモ寄生のトルビエラ種が記録されてい

るが，宿主であるクモが地中生型で，イザリア型の子実体

を形成するのは本種のみである。

バッカクキン科，ノムシタケ属菌には大きく分けて子実

体を造るコルジセップスCordyceps属，ヨコバエに寄生

し，子嚢殻の体表面生となるポドネクテリアPodonecteria

属，そしてカイガラムシ，主としてクモに寄生するトルビ

エラTorrubiella属の 3種類に分類される。不完全型にはこ

れらの分類はない。

本種はトタテグモ体長約 10～15 mmの地蜘蛛に寄生。子

実体は棍棒状で，大きさ 8.5×0.4 cm,弾力性ある肉質，地

上部は紫色の分生胞子で覆われるのがこの種の特性である。

分生胞子は長楕円形で，大きさ 0.9×3.3μm。

発生時期 6月未～9 月。

発生場所は神社，寺院の境内，庭園などの照葉樹林内。

国内では関東以西に分布し，東北地方には記録されてい

ない。

人工培養 (菌株C-Y40)

クモノエツキツブタケ 図 89
 

Torrubiella globoso-stipitata Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,27,1978

クモ目Araneinaの小型のクモに寄生する気生型のノムシ

タケ属 (＝冬虫夏草属)，トルビエラTorrubiella型子嚢菌

である。

発見当初，トルビエラ型のクモ寄生菌として，冬虫夏草

属菌研究の泰斗，清水大典氏に鑑定依頼したところ，柄の

ような球形の子座 stromaが確認され，新種クモノエツキツ

ブタケと命名された。形態的にはコルジセプス型とトルビエ

ラ型の中間に位置するクモ寄生の子嚢菌である。

結実部 (子座)はクモ体の表面を淡い桃白色の菌糸膜体

で覆え，子嚢殻 peritheciumは菌糸体に包まれるように数個

から十数個，集まって球状の子座をコブ状につくる。大き

さ径 2 mmになる。

子嚢殻は埋生で洋梨形，670-800×300-350μm,口縁部

は円錐形で子座から突出する。淡黄褐色で長さ 100-170μm

になる。

子嚢 ascusの太さ 3μm,子嚢頭部 capの径 3μm。

2次胞子 sec-sporeは 1-1.5×3μm。本種のアナモルフは

背後部に 2本の不完全型の分生子柄がありGibellula
 

globoso-stipitata Y.Kobayasi et D.Shimizuと確認する。

深山渓谷の広葉樹林帯でヤグルマソウの葉裏に付着してい

るのを発見した。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y138)

クモノオオトガリツブタケ (タマクモタケ) 図 90
 

Torrubiella globosa Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,21,1978

蜘蛛目Araneinaに寄生するノムシタケ菌で，極めて微小

なクモの成虫を殺傷し，これに発生する。

クモの成虫に寄生し，気生型のクモ寄生菌で，本種の他

に釜渕発見のクモ寄生新種にクモノエツキツブタケが記録さ

れる。

他に釜渕発生のクモ寄生の子嚢菌に，ハスノミクモタケ，

コガネクモタケ，サンゴクモタケ，ミジンクモタケ，クロ

ツブシロクモタケが記録される。

トルビエラ属のクモ寄生菌は虫体を菌糸体で覆う菌座の表

面上に，子嚢殻 peritheciumを裸生状に形成するのが普遍的

な特徴である。

本種はタマコグモ体長約 1 mmに満たない小さいクモに寄

生する。子実体を形成せず，綿状の菌糸体が球状の菌座

stromaとなり，裸生の大きな子嚢殻を発生，不完全型の分

生子柄 synnemaを球状に造るのが種の特性である。

冬虫夏草属菌図説



苔に着床し，宙吊り状に発生している。クモの活動状態

のままに感染し，虫体，クモの糸蛋白を分解して栄養源と

し，球状の菌糸塊をつくる。

表面には無数の紫色球状の分生胞子 conidiumをつける。

子嚢殻は長円錐形，裸生型で美しい淡黄色，後にアメ色

に変わる。大きさは 1,000-1,300×400μm。

子嚢胞子 ascosporeは細長い糸状で，子嚢の太さ 3-4

μm。頭部は径 3-4μm。放出後，隔壁から分裂して 2次胞

子 sec-spore 1-1.5×5μmとなり，空中へ飛散する。

山地渓畔の流水でえぐられた窪みにある苔，枯草，杉の

枯葉，枝などから下垂して発生する。発生時期 7月末～8

月。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y137)

クモノマユダマタケ (仮名) 図 91
 

Polycephalomyces f.sp.

発見地 :仙台市・青葉山

採集年月日 :July,2005

クモ目Araneira蜘蛛 (クモ)に感染して世代を繰り返す

クモ寄生の不完全型菌類である。

クモ寄生菌には子実体 (キノコ)をつくり，子嚢殻 per-

itheciumを形成するコルジセプス型Cordyceps,の完全型

菌類があり，一方では子実体を欠き，子座 stroma上に直接

的に子嚢殻を形成するトルビエラ型Torrubiellaが一般的で

ある。本菌のように子嚢殻を有しない不稔型であるポリセ

ファロマイセスPolycephalomyces型の不完全型クモタケ

は珍しい。不完全世代型で著明なものにギベルラ型Gibel-

lulaがあり，クモ寄生ではギベルラタケGibellula arane-

arum (Sch.)H.Sydowが一般的あり，各地で発見されてい

る。

採集者の根本敬子先生から 2個体送られてきたもののう

ち 1個体目はバラバラに砕けて標本にできず，2個体目をよ

うやく標本とすることに成功した例である。

サンゴクモタケ 図 92
 

Torrubiella rosea Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :July,19,1980

ノムシタケ属菌 (＝冬虫夏草属菌)には昆虫に感染して，

虫体の組織や成分を栄養として食餌し，成長するコルジセッ

プスCordyceps属を主体とする子嚢をつくる昆虫寄生菌

と，クモ類などの節足動物に寄生するクモ寄生菌Torrubiel-

la属に分類される。これらはいずれも子嚢菌亜門AS-

COMYCOTINAの仲間に入る。クモに感染した子嚢菌はク

モの体内に侵入し，表皮を残して組織，組成分を栄養にし

ながら菌核を形成，その菌核からトルビエラTorrubiella属

特有の白色菌糸体で覆われた菌座 stromaを発生させる。

本菌はクモに寄生した典型的なトルビエラ菌で，気生型

か地上生型か，体表面には白色の菌糸膜が覆い，結実部は

体の全面に及び，珊瑚のような子嚢殻を部分的に集合させて

発生させる。

子嚢殻は裸生型の卵形で 570-650×320-350μm,鮮やか

な橙紅色で，子嚢 ascusの大きさは 4×2.5-3μm,2次胞子

sec-sporeは 4×1μmであった。

ブナの広葉樹林帯，サワグルミ，トチ，ホウノキ，ミズ

ナラの混交する小流畔で採取された。

人工培養 (菌株C-Y136)

ツキダシナガミノクモタケ 図 93
 

Torrubiella longissima Y.Kobayasi et D.Shimizu

発見地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,20,1978

クモ目Araneinaの蜘蛛 (クモ)に感染して世代を重ねる

トルビエラTorrubiella型のクモ寄生菌である。

子実体を欠き，クモの体表面に菌糸体で覆うわれた子座

stromaをつくり，その上に子嚢殻 peritheciumを結実させ

る。これがトルビエラ型の形態であり，クモ目に多く見ら

れるひとつの特徴である。

本菌は結実部である白色，綿毛質の子座 stromaがクモ体

表面の全面を覆い，子嚢殻 peritheciumを密集して発生させ

る。

子嚢殻は裸生型，洋梨形，大きさ 1,100-1,200×320-380

μm。先端の上方部は裸出して淡紫灰色の円錐形，下方部は

綿毛状菌糸で覆われた淡黄色の着衣型。子嚢殻に内包する子

嚢 ascusの太さ 4-5μm。子嚢頭部 capの径 3-4μm。2次

胞子 sec-sporeは 4-5×1.5μm。2次胞子は放出後も分裂

しない。

日本特産。

人工培養 (菌株C-Y144)

ツツナガクモタケ (短筒型) 図 94
 

Torrubiella oblonga Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,20,1979

ノムシタケ属菌には昆虫に寄生する子嚢菌が大半を占め，

他に地中の土団子菌に寄生する地下生菌と，クモ類の節足動

物に寄生する蜘蛛寄生菌に大別される。これらはいずれも子

嚢菌亜門ASCOMYCOTINAの仲間に入る。

蜘蛛目Araneinaに寄生する菌類には，宿主であるクモ体

表面に直接，子嚢殻 peritbeciumをつくるトルビエラTor-

rubiella型の発生が一般的であり，本菌も子実体をつくらな

い体表面型のトルビエラ型菌である。

本菌はクモ体表面の子座 stroma上に裸生の短筒形子嚢殻

矢 萩 信 夫



をつくり，綿毛状灰白色の菌糸で覆われた着衣型で800-

830×275-300μm,先端の口部は円錐形で先は鋭く，長さ

は 125-150μm,淡褐色であった。

ブナ林帯を流れるサワグルミ，トチノキ，ホウノキ，ミ

ズナラの混交する小流畔で採取された。

人工培養 (菌株C-Y29)

ナダギリキイロクモタケ 図 95
 

Torrubiella sp.nov.

発生地 :山形県・赤倉

採集年月日 :Aug,20,1985

クモ目Araneina，蜘蛛の背体表面にトルビエラTor-

rubiella型の結実部 (子座) stromaをつくり，イリオモテ

クモタケC.cylindrica Petchのようにキノコ状の子実体を

もたない。一般にノムシタケ属 (＝冬虫夏草属)の子嚢菌

類では大きくコルジセプスCordyceps型，ポドネクトリア

Podonectria型，トルビエラTorrubiella型の三つに大別さ

れる。

本菌は大型のオニグモに寄生したものでナラの木の小枝に

背着生形に付着していた。あまりの見事さに発生地の名

(山形県 :山刀伐峠)に因んでナダギリキイロクモタケと清

水大典氏によって命名された。以来，2個体目の発見は記録

されていない。

鮮やかな黄色い裸生型の子嚢殻 peritheciumがクモの背部

に集団状に密布して発生している。

採集当時，2個体目が発見されないままにホルマリン標本

として処理したため，詳細についての計測はなされていな

い。

ミカンイロクモタケ 図 96
 

Torrubiella aurantia Y.Kobayasi et D.Shimizu

発生地 :山形県・釜渕

採集年月日 :Aug,20,1978

ノムシタケ属菌 (＝冬虫夏草属菌)には節足動物である

クモ，ダニに寄生するものがあり，ノムシタケ属昆虫寄生

菌と同じく子嚢を形成する子嚢菌類の仲間にはいる。

蜘蛛目Araneinaに寄生する菌類には，宿主であるクモ体

表面に子嚢殻をつくる気生型のクモ寄生菌が一般的であり，

本菌のようにクモ寄生にはトルビエラTorrubiella型に寄生

するのが基本的形態である。

子座 stromaが宿主であるクモの体表面をおおい，全体は

綿毛状，橙黄色で子嚢殻は着衣型の裸生，中心に突起状不

稔の子実体を形成する。

子嚢殻 peritheciumは卵円形，大きさ 720-730×300

μm，口縁部はわずかに突出し茶褐色，子嚢 ascusの太さ 4

μm，2次胞子 sec-sporeは 5×1μmで空中に飛散させる。

釜渕の三滝沢にてシダの葉裏に着床しているのを採取し

た。発見当初コガネイロクモタケ (仮名)と呼ばれたが，

別名カンムリクモタケともいわれた。

日本産。発生は希有である。

人工培養 (菌株C-Y142)

冬虫夏草属菌図説



矢 萩 信 夫

図 1 アブラゼミタケ
Cordyceps nipponica Y.Kobayasi
発生地 :名古屋・熱田，3 cm 図 3 イリオモテハナゼミタケ

Isaria farinosae pseudolongissima sp.
発生地 :沖縄県・西表島，3～6 cm

図 4 ウスイロオオセミタケ
Cordyceps heteropoda f.sp.
発生地 :北海道・恵庭，2～4 cm

図 2 イリオモテセミタケ
Cordyceps pseudolongissima Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :沖縄県・西表島，8 cm

図 5 ウスイロセミタケ
Cordyceps imagamiana Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・今神，9 cm



冬虫夏草属菌図説

図 6 エゾハルゼミタケ
Cordyceps longissuma Kobayasi
発生地 :青森県・十和田，4～8 cm

図 7 エニワセミタケ
Cordyceps sp.nov.D.Shimizu (学会未記録種)
発発生地 :北海道・恵庭，11 cm

図 9 カンザシセミタケ
Cordyceps kanzashiana Y.Kobayasi

 
et D.Shimizu
発生地 :沖縄県・西表島，3 cm

図 8 オオセミタケ
Cordyceps heteropoda Y.Kobayasi
発生地 :山形県・釜渕，12 cm

図 10 シロオオセミタケ (仮名)
Cordyceps sp.nov.(学会未記録種)
発生地 :青森県・十和田，19.2 cm

図 11 セミタケ
Cordyceps sobolifera(HILL.)Berk. et Br.
(中国名 :蝉花)
発生地 :京都・洛北，7 cm



矢 萩 信 夫

図 12 セミタケ
Cordyceps sp.(Cicadidae sterilis fungus)
(学会未記録種)
発生地 :山形県・舟形町，2.5 cm

図 13 ツクツクボウシタケ
Isaria sinclairii (Berk.)Lloyd
発生地 :宮城県・青葉山，3 cm 図 14 ツツナガオオセミタケ

Cordyceps heteropoda f.sp.
発生地 ;北海道・恵庭，6 cm図 15 ツブノセミタケ

Cordyceps prolifica Y.Kobayasi
発生地 :山形県・釜渕，35 cm

図 16 トビシマセミタケ
Cordyceps remosopulvinata Y.Kobayasi et D.
Shimizu
発生地 :山形県・鶴岡，9.5 cm



冬虫夏草属菌図説

図 17 カイガラムシキイロツブタケ
Torrubiella superficialis Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・神室山，0 cm

図 18 カイガラムシツブタケ
Cordyceps coccidiicola Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，3～6 mm

図 21 アワフキムシタケ
Cordyceps tricentri Yasuda (中国名 ;吹沫虫草)
発生地 :山形県・釜渕，15 cm

図 19 サキブトカイガラムシタケ
Cordyceps yahagiana Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，4.5～5.5 mm

図 20 ハリガタカイガラムシタケ (TY-245)
Codyceps sp.(harigata-kaigaramushitake)(学会未記録種)
発生地 :山形県・釜渕，4～5 mm



矢 萩 信 夫

図 22 ウンカハリタケ
Cordyceps sp．(学会未記録種)
発生地 :山形県・釜渕，6 cm

図 23 ヨコバエタケ
Podonectrioides cicadellidicola

 
Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・神室山

図 24 カメムシタケ
Cordyceps nutans Pat.
(中国名 :椿象虫草)
発生地 ;山形県・釜渕，7.3 cm

図 25 カメムシタケ
Isaria sp.(分生胞子型)
(学会未記録種)

発生地 :山形県・釜渕，6.3 cm

図 26
クビオレカメムシタケ (釜渕産)
Cordyceps pentatomi Koval

発生地 :山形県・釜渕，2.2 cm



冬虫夏草属菌図説

図 27 ウスキサナギタケ
Cordyceps takaomontana Yakushiji et Kumazawa
発生地 :山形県・高坂，1～4 cm

図 28 イラガツブタケ
Cordyceps cochlidiicola Y.Kobayasii et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，4.5～7 cm
撮影 :菊地美紀

図 29 オオミノサナギタケ
Cordyceps chichibuensis Y.Kobayasii et

 
D.Shimizu
発生地 :青森県・十和田，2～4 cm
撮影 :菊地美紀

図 30 カマブチオオハリタケ
Codyceps sp.nov.
(学会未記録)
発生地 :山形県・釜渕，18～19 cm



矢 萩 信 夫

図 31 ガヤドリキイロツブタケ
Cordyceps tuberculata (Leb.)Mair.f.sp
発生地 :山形県・釜渕，1～4 mm

図 32 ガヤドリナガミノツブタケ (スズメガタケ)
Cordyceps tuberculata(Leb.)Maire f.moelleri(Henn.)
Y.Kobayasi
発生地 :山形県・釜渕，3～10 mm

図 33 キイロサナギタケ
Cordyceps takaomon

 
ana f.sp.
発生地 :山形県・肘折
撮影 :菊地美紀

図 34 クキジロサナギタケ
Cordyceps militaris f.sp.
発生地 :山形県・戸沢村
角川，2.7～3.5 mm

図 35 コツブイモムシハリタケ
Cordyceps crinalis Ellis ex Lloyd
発生地 :山形県・釜渕，5～8 cm



冬虫夏草属菌図説

図 38 トウチュウカソウ (中国名 :冬虫夏草)
Cordyceps sinensis (Berk.)Sacc.
発生地 :中国 甘粛省・甘南，4～7 cm

図 40 ハトジムシハリタケ
Cordyceps sp.(学会未記録種)
発生地 :山形県・釜渕，3～8 cm

図 39 トサカイモムシタケ
Cordyceps martialis Spegazzini
発生地 :山形県・肘析，3～7 cm

図 36 サナギタケ
Cordyceps militaris (Vuill)Fr.
(中国名 :鱗蛹虫革)
発生地 :山形県・釜渕，1.3～6.5 mm



矢 萩 信 夫

図 42 ハナサナギタケ Isaria japonica Yasuda
発生地 :山形県・釜渕，5～40 mm

図 43 ヒメサナギタケ (中国名 ;繭蛹虫草)
Cordyceps purinosa Petch
発生地 :山形県・釜渕，1～2 cm

図 44 フデノホスズメガタケ Cordyceps sp.nov.(学会未記録種)
発生地 :山形県・山刀伐峠，18～19 mm

図 45 マユダマタケ
Polycephalomyces sp.

発生地 :北海道・恵庭，8～60 mm

図 41 ハナイモムシタケ (仮称)
Isaria martialis f.sp.
発生地 :山形県・肘折，2～8 cm



冬虫夏草属菌図説

図 46 ミジンイモムシタケ
Cordycps sp.Y.Kobayasi(TY-262)
発生地 :山形県・羽黒，1～11 cm

図 47 ミノムシタケ (仮称)
Isaria sp.
(学会未記録種)
発生地 :茨城県・相川，3～7 mm

図 49 ウスイロタンポタケ
Cordyceps gracilioides Y.Kobayasi
発生地 :山形県・釜渕，5 cm

図 48 アメイロツブタケ
Cordyceps falcatoides Y.Kobayasi et D.
Shimizu
発生地 :青森県・十和田， 17～24 mm

図 50 エゾコガネムシタケ
Cordycps sp.D.Shimizu
(学会未記録種)
発生地 :北海道・恵庭，
4～7×0.3～0.5 cm
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図 51 オサムシタケ
Tilachlidiopsis nigra Yakusiji et Kumazawa
発生地 :山形県・釜渕，2～8 cm

図 55 クチキムシコガネツブタケ
Cordyceps geniculata Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，1.5～2.5 cm

図 52 カブヤマツブタケ
Cordyceps macularis f.sp.
(学会未記録種)
発生地 :山形県・釜渕，1.5～2.8 cm

図 53 クチキカノツノタケ
Cordyeps sp.(学会未記録種)
発生地 :青森県・十二湖 (自神山系)，3～5 cm

図 54 クチキフサノミタケ
Cordyceps clavata Y.Kobayasi et

 
D.Shimizu
発生地 :青森県・十二湖，1～3.5 cm



冬虫夏草属菌図説

図 57 コガネムシタンポタケ
Cordyceps neovolkiana Y.Kobayasi

発生地 :山形県・釜渕，1～2 cm

図 59 コメツキムシタケ
Cordyceps agriota Kawam.
発生地 :山形県・釜渕，3～6 cm

図 56 ケンガタコガネムシタケ
Cordyeps obliquiordinata

 
Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，3～5.3 cm

図 58 コメツキタンポタケ
Cordyceps gracilioides f.sp.

発生地 :仙台市・青葉山，2～3.5 cm

図 60 サビイロクビオレタケ
Cordyceps ferruginosa

 
Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :青森県・十和田，3～4.5 cm
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図 61
テッポウムシタケ
Cordyceps nakazawai

 
Kawamura
発生地 :山形県・今神，
7～11 cm

図 62
ベニイロクチキムシタケ

Cordyceps roseostromata
 

Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :青森県・十和田，

5～20 mm

図 63
ホソエノアカクビオレタケ
Cordyceps rubrostromata Y.KOBAYASl
発生地 :青森県・十二湖，6～15 mm

図 64
マヤサンエツキムシタケ
Cordycps sp.nov.
(学会未記録種)
発生地 :山形県・摩耶山，
4～6.5 cm

図 65
マルミノクロハリシタケ

Cordyceps superficialis f.crustacea
 

Kobayasi et Shimizu
発生地 :北海道・恵庭，3～5 cm

撮影 :菊地美紀



冬虫夏草属菌図説

図 66 マルミノコガネムシタケ
Cordyceps konnoana Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，3.5～5.1 cm

図 68 ムラサキクビオレタケ
Cordyceps purpureostromata Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :十和田・奥入瀬，7～25 mm

図 70 コブガタアリタケ
Torrubiella sp.
発生地 :福島県・飯館，2.7～1.2 mm

図 69 イトヒキミジンアリタケ
Cordyceps sp.
発生地 :香川県・仲南，0.6～1 cm

図 67 ミヤマムシタケ
Cordyceps macularis Mains
発生地 :山形県・関山，3～5.3 cm
撮影 :菊地美紀
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図 71 マルミノアリタケ
Codyseps formicarum Y.Kobayasi
発生地 :香川県・仲南町，1.2 cm×1 mm 図 73

トガリスズメバチタケ
Cordyceps oxycephala

 
Penz.et Sacc.

(中国名 :胡蜂虫草)
発生地 :山形県・釜渕，

3.5～4 cm

図 72
ツキヌキハチタケ
Cordyceps

 
elongatostromata

 
Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，
14 cm

図 74 ハチタケ
Cordyceps
 

sphecocephala
(Kl.)Sacc.

(中国名 :黄蜂虫草)
山形県・赤倉山刀伐峠，

3～10 cm
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図 77
フトクビハエヤドリタケ

Cordyceps
 

discoideocapitata
 

Y.Kobayasi et
 

D.Shimizu
発生地 :山形県・神室，

4 mm

図 78 タンポヤンマタケ
Cordyceps odonatae Y.Kobayasi
発生地 :茨城県・笠間町七会，2.5 cm×1 mm

図 75 コナアブタケ
Isaria sp.nov.(学会末記録種)
発生地 :山形県・釜渕，7.8 cm

図 79 ヤンマタケ
Hymenostilbe odonatae Y.Kobayasi

発生地 :山形・釜渕，2.5～6 mm

図 76 ハエヤドリタケ
Cordyceps dipterigena Berk.et Br.
発生地 :山形県・高坂，7～10 mm
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図 80 エゾタンポタケ
Cordyceps intermedia Imai
発生地 :青森県・十和田，
9 cm×6 mm

図 82 ヌメリタンポタケ
Cordyceps canadensis Ell.et Everh.

発生地 :山形県・赤倉，
2.5～11 cm

撮影 :菊地美紀

図 81 エゾハナヤスリタケ
Cordyceps jezoensis Imai
発生地 :北海道・支笏湖，5～12 cm

図 83 ハナヤスリタケ
Cordyceps ophioglossoides

(Ehrh.)Fr.
(中国名 :大団嚢虫草)
発生地 :山形県・葉山，

3～15 mm
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図 85 ミヤマタンポタケ
Cordyceps intermedia f.michinokuensis Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・春木，1.5～4.8 cm
撮影 :菊地美紀

図 84 ミナズキタンポタケ
Cordyceps minazukiensis Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :福島県・赤岩，5～12 cm

図 86 アカミノオグラクモタケ
Cordyceps coccioperitheciata Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・最上町，2.5～10×1.4 mm

図 87 ギベルラタケ
Gibellula aranearum(Sch.)H.Sydow

発生地 :山形県・釜渕，4～7 mm



矢 萩 信 夫

図 88 クモタケ
Isaria atypicola Yasuda
発生地 :京都・北山，8.5×0.4 cm

図 89 クモノエツキツブタケ
Torrubiella globoso-stipitata Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，2 mm

図 92 サンゴクモタケ
Torrubiella rosea Y.Kobayasi et D.ShimizuU

発生地 :山形県・釜渕

図 90
クモノオオトガリツブタケ

(タマクモタケ)
Torrubiella globosa

 
Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕，

2 mm

図 91
クモノマユダマタケ

Polycephalomyces f.sp.
発生地 :仙台市・青葉山

撮影 :菊地美紀
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図 93 ツキダシナガミノクモタケ
Torrubiella longissima Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県･釜渕
撮影 :菊地美紀

図 95 ナタギリキイロクモタケ
Torrubiella sp.nov.
発生地 :山形県・赤倉
撮影 :菊地美紀

図 94 ツツナガクモタケ (短筒型)
Torrubiella oblonga Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕

図 96 ミカンイロクモタケ
Torrubiella aurantia Y.Kobayasi et D.Shimizu
発生地 :山形県・釜渕



付 :冬虫夏草 (虫草)属菌 (＝ノムシタケ属菌

Cordyceps)との出会い

1) 冬虫夏草属菌への標

1970年代，医療の現場は肺結核に次いで高血圧，糖尿病

という成人病疾患から悪性腫瘍 (癌)という難治性の疾患

が社会的にも話題性をもつようになり，外科的療法，放射

線療法，化学療法，次いで免疫療法などがガン治療の中心

となりつつある時代であった。

私の勤務する病院でも 1973年，初めて代謝拮抗剤として

のフトラフールが治療効果の高い医薬品であるとして使われ

だした頃であった。また，免疫療法剤としてのピシパニー

ル (OK432)が臨床治験にはいり，民間薬としての杏 (ア

ンズ)の種からのアミグダリン配糖体やサルノコシカケ科菌

類 (Polyporaceae)が免疫効果を高めるらしいとささやか

れ出した時代であった。

1968年，木材腐朽菌であるシイタケ，ナメコ，エノキタ

ケ，ヒラタケは木質のリグニン，セルロースを分解酵素に

よりブドウ糖に変えて成長しキノコとなる。寒村の副業とと

してのキノコの人工的な栽培がオガクズで盛んに作られるよ

うになり，同じ木材腐朽菌であるサルノコシカケ科菌類も人

工栽培の可能性を秘めていた。当時，医療の面で免疫賦活

剤としてサルノコシカケに注目したのはゲルマニウムの研究

で著名な浅井一彦博士の薫陶を受けてからである。博士によ

れば古来，妙薬の名高い薬草には大抵，多量の有機ゲルマ

ニウムが含まれているという。特に天然サルノコシカケ科の

菌類には 880～2,000 ppmの水溶性ゲルマニウム (GeCH-

CH-COOH)O を含有しているという。後に山形市のテ

クノポリスセンター・生物ラジカル研究所において，ブナ

の原生林で採取したサルノコシカケについて検索をした結

果，強い抗酸化性のあることが証明された。

当時，サルノコシカケ科菌類のなかで唯一，美味な食菌

とされ，人工栽培不可能とされたマイタケGrifola frondosa

の人工栽培に挑戦した。最初はオガクズに自然界での発生土

壌を混ぜて蒸気殺菌，これに寒天培養した天然のマイタケ菌

糸体を接種し，無菌状態で栽培を試みたが失敗に終った。

検討の結果，オガクズ培地の殺菌力の浸透性に問題があると

して実験が繰り返された。1970年の 9 月，栽培床に奇妙な

見たこともないキノコが発生した。サルノコシカケ科菌であ

ることには間違いなかったがマイタケ菌床に初めて見るキノ

コである。

キノコを鑑定するにあたって常日頃，山野を歩いている

私にとっては大概のキノコは知っているつもりであったが，

主として食菌を中心とした一般的なキノコに限られ，特殊な

キノコを扱った専門書や解説書もなく，キノコについてのさ

したる興味の持たれなかった時代であった。今日のようにキ

ノコの写真図鑑や詳しい解説書が本屋さんに出回るのはかな

り後のことである。

2) 冬虫夏草属菌との出会いとルーツ

山形の米沢に菌蕈学の大家で清水大典氏がいるという。

早速，教えを乞うべく訪ねることにした。1970年，清水大

典氏は山形県が所管する白布高湯の熱帯植物園の園長として

駐在していた。白布高湯温泉は山形県でも福島県に境を接す

る最南端の奥地にある。この頃は道路も砂利道で，車も少

なかった時代であり，山形県の北端，釜渕から南端の白布

までの道程はかなりきついものであった。小野川温泉に宿泊

し，清水大典氏との検討ではこのキノコを同定できず，サ

ルノコシカケ科菌類研究の専門である今関六也博士を鎌倉の

自宅に訪問することになった。その結果はヤニタケ Isch-

noderma resinosum (Fr.)Karst.であることが解った。成

熟してタバコのヤニのような茶褐色の汁液を出すのでヤニタ

ケといわれている。

こうして清水大典氏や，今関先生との出会いがうまれ，

サルノコシカケ科菌類の抗腫瘍性についての文献，資料を頂

き，ヤニタケ，マイタケの人工培養を本格的に手がけるこ

とになった。同時に清水大典氏の専門とする冬虫夏草属菌に

初めて接する機会を得，新しい昆虫寄生菌の研究と人工培養

の分野が負荷されることになった。

冬虫夏草と書き，また虫草ともいう。この深遠な言葉の

中に自然界の輪廻を彷彿とさせせる。古来，中国では神仙

思想が体制を占めた殷の時代，紀元前 1600年に溯り，自然

界の現象に畏敬の念をもって接したものと思われる。人間の

能力をして如何とも為し難い地震，火山，暴風，雷雨など

天変地異の自然現象は，神の為せる業と恐れ，崇拝したに

違いない。

冬は虫 (陰)として地中を動き回り，夏には草 (陽)と

して地上に姿 (キノコ)を現し，実を結ぶ。古代，中国で

は冬虫 (陰)夏草 (陽)ともいわれ，摩訶不思議な，陰陽

二気がおりなす自然現象として，また吉兆の印しとして，

これをとらえたものと思われる。

1997年 5月，虫草を探索するため台湾へ旅することにな

り，台北市の故宮博物院を訪れる機会を得た。館内の貴重

な陳列物の中に蝉をかたどった玉石 (翡翠，メノウ)が飾

られていた。中国は殷の古代墳墓から蝉の形をした玉石が遺

体の手に握られたり，口に噛ませられて出土されるという。

地中にある蝉の蛹が姿，形を変えて，成虫のセミや虫草と

なって地上に姿を現す。これは故人の遺徳をしのび，来世

には再び姿を変えて現世に戻ってくることを願いながら埋葬

しものと思われる。ガイドの方にこの話をしたら感心して頷

き，一つの意義を納得してくれたのを思い出す。

虫草のルーツを探し求めているうちに，私の思考は中国，

古代の神仙思想にあることを一つの説として思うようになっ

た。
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3) トウチュウカソウ (冬虫夏草)とキノコ (菌蕈)

中国では古来より冬虫夏草Cordyceps sinensis (Berk.)

Sacc.は宮廷における薬膳料理として宮廷の貴族階級の人々

に高麗人参と共に上薬として賞用され，一般庶民の口には入

ることはなかった。紀元前 220年，秦の始皇帝が不老長寿

の秘薬を求めて冬虫夏草の焼酒液浸，盃一杯を金一匁 (3.75
 

g)と交換したという逸話が残されているが定かではない。

また，徐福が始皇帝の命令を受けて不老不死の妙薬，薬

草を探し求め，蓬莱の国，日本にまで辿り着いたという伝

説もあり，始皇帝の生に対する執着の一端を物語る逸話とし

て頷けるような気がする。

1970年，清水大典氏の自宅で初めて眼にした虫から出て

いるキノコの挿絵は驚きと共に，従来のキノコの概念を完全

に覆すものであった。一つには形態的に宿主ホストとなる地

下部の昆虫と，これに寄生して発生する地上部の子実体が渾

然一体となる造形美にあった。そして子嚢菌特有の子嚢殻

perithecium を顕微鏡下で見た時の幾何学的な模様，子実体

の鮮やかな色彩の美しさにあった。

いま一つには秋に世代を繰り返す傘のあるキノコと異な

り，動き回る虫という，生きている動物に寄生し，その組

織組成を栄養源として子実体であるキノコを発生させる生態

の特殊性にあった。自然界では生きている昆虫を殺害する。

虫体の外皮を姿そのままに残し，子実体を発生させる。こ

の段階では虫体の内部は白色菌糸体で満たされ，虫体が菌核

となって虫体の口器粘膜や結節など，外皮の弱い部分から子

実体が伸びてキノコを発生させる。

最も興味を覚えたのは虫という動物性の蛋白を分解する薬

理学的活性成分であり，虫を倒す特異なキノコの生態にあっ

た。サルノコシカケ菌であるマイタケGrifola frondosa

(Dick. Fr.)S.F.Grayの人工培養の可能性もようやく見え始

めた 1970年代，マイタケの他，シイタケ，ナメコ，ヒラタ

ケ，エノキタケなどの食菌類にも成長因子としての必須の培

養基質となる栄養素を研究開発，名称をコーボンと名付け

て，食菌のキノコ栽培を副業としている近郷近在の農家に試

験的に使用してもらうことになった。栽培床となるオガクズ

にコ-ボンを掻き混ぜて栽培するとキノコの発生率が 1.5～

2.0倍となった。これが後に冬虫夏草属菌の人工培養のため

の基質となった。

その後，カワラタケCoriolus versicolor (L.:Fr.)Quel.

由来の制ガン剤として，商品名･クレスチンが薬価収載さ

れ，保険薬としてのキノコが初めて医療の現場にあらわれる

ようになり，社会的に騒がれたのはかなり後のことである。

某製薬会社の担当者からは，カワラタケ菌の振 培養による

菌糸体の抽出物でなければ，自然界のカワラタケの抽出物で

は抗腫瘍性がないともいわれた。

4) 冬虫夏草属菌Cordycepsの特殊性

冬虫夏草属菌に興味を抱いた理由の一つは木材腐朽菌であ

る菌蕈と異なり，昆虫の組織を構成する動物性蛋白に作用す

る薬理的活性成分が存在しているであろうという思いと，こ

れが人間の生体に発生する動物性の腫瘍に対して何らかの治

療効果が期待できるのではないかという思いがあった。日常

の病院業務の中において，不治の病とされた悪性腫瘍にに侵

され，「藁をも掴む思い」で生きる望みを抱きながら去って

行く多くの患者の姿を看るにつけ，医療人としての切なる思

いであった。

冬虫夏草属菌の人工培養について，最初の問題点は培養

基質である培地組成の検討にあった。1970年頃は一部の菌

類学者の間でのみ評価されていた時代，冬虫夏草という呼名

についても未だ一般的に知られていない未知の世界で，試行

錯誤を重ねながらの人工培養であった。清水大典氏から次々

に送られてくる各種の昆虫寄生菌類について，文字どおり手

探りの培養の繰り返しであった。

冬虫夏草とは昆虫寄生の子嚢菌の一種で，中国は四川省，

青海省，甘粛省，雲南省，チベットからヒマラヤ山系を中

心とした海抜 3,000～4,000 mの高山帯に悽息するコウモリ

蛾の幼虫に寄生した虫草菌のことを指し，中国では中葯上で

も学術上でも固有名詞として呼ばれている。詳しくは中国の

冬虫夏草Cordyceps sinensis Sacc.菌のみに与えられた呼

称であって，厳密には日本において，この種のコウモリ蛾

の悽息はなく，寄生する冬虫夏草菌の存在や，宿主を同じ

くする虫草菌 (涼山虫草)の発生すら確認されていない。

分類学上は子嚢菌亜門ASCOMYCOTINA,核菌綱

Pyrenomycetes,麦角菌科Clavicipitaceae,ノムシタケ属

菌，または冬虫夏草属菌Cordycepsの一種であると注釈す

るのが妥当と思われる。

昆虫を宿主として寄生する菌類を総称し，寄生する不完

全菌類を含めて，私は虫草菌と呼称することにしている。

実際に中国ではサナギタケCordyceps militaris Linkのこと

を鱗蛹虫草と呼び，ハチタケCordyceps sphecocephala (KL.)

Sacc.のことを黄蜂虫草，セミタケCordyceps sobolifera
 

B. et Br.蝮 虫草，アワフキムシタケCordyceps tricentri
 

Yasuda.を吹沫虫草，そしてカメムシタケCordyceps
 

nutans Pat.を椿象虫草と呼び，厳密に冬虫夏草と区別して

呼称している。即ち，冬虫夏草属菌 (＝虫草菌)とするの

が正しいと思われる。

冬虫夏草属菌には世界で 400種近くの種類が知られ，そ

のうち日本での発見は 300種近いと推測されている。冬虫

夏草の泰斗，小林義雄博士によると分類学上，詳しく精査

すれば数量的にかなり種類も狭まるだろうといわれている。

しかし冬虫夏草属菌の大半が日本での発見ということは日本

列島，北は北海道から南は八重山諸島の最南端，西表島に

いたるまで豊かな森林に恵まれ，自然環境が残っている証左

であろう。

冬虫夏草属菌図説



5) 冬虫夏草属菌の種特異性と人工培養

冬虫夏草属菌には種特異性があるといわれてきた。セミ

タケC.soboliferaは蝉だけに寄生し，他の昆虫，例えば鱗

翅目Lepidopteraの蛹に寄生することはありえない。また

サナギタケC.militarisは蛹に寄生し，同翅亜目Hemoptra

の蝉に感染することはない。また，ハチタケC.sphecoce-

phalaは蜂だけに感染し寄生して，他の種目の昆虫に寄生す

ることはあり得ないとされてきた。これは一つには種の同

定，鑑定にもつながるからであった。

1978年，釜渕近郷の養蚕農家を訪ね，卵から孵化したば

かりの蚕 (カイコ)の幼虫を一握り譲り受け，裏山に自生

している山桑の葉を採ってきては養蚕を試みた。幼虫が繭を

つくる寸前の 5齢目にハナサナギタケ Isaria japonica
 

Yasudaの分生胞子を桑の葉に混ぜて食餌させたところ，繭

形成後の蛹に自然界と全く同じハナサナギタケを発生させる

ことに成功した。1980年，研究所の 2階窓枠に生息してい

るアシナガバチをピンセットで捕らえ，これにハナサナギタ

ケの分生胞子を湿度高い岩苔上で感染させ，蜂の成虫に見事

なハナサナギタケを発生させることに成功した。これによっ

て分生胞子による冬虫夏草属菌の種特異性に対する従来の理

念は崩れることになった。鱗翅目寄生のハナサナギタケが膜

翅目のハチの成虫に寄生することは自然界の従来の概念から

は考えられないことであった。

人工培養の最終目的は如何にして自然界と同じように子嚢

殻形成の子実体を発生させ，培養組成の安全性と恒常性，

そして発生量の量的確保，安定供給の可能性についての期待

あった。それには昆虫の虫体そのものを人工的に処理し，

培地組成として子実体を発生させる培養方法の確立であっ

た。ここでは虫体の蛋白変性や，腐敗での亜硝酸アミン

(有毒物質)の発生を否定できず，不安材料として残った。

東北大学大学院薬学研究科教授･大島吉輝先生の研究室での

ハナサナギタケ培養実験では培地組成によっては毒性のトリ

コテセン Tri-chotheceneを生合成する分生胞子型の子実体

を発生させることも解ってきた。

冬虫夏草属菌類の人工培養法では毒性のない子実体の発生

と安定供給を基本理念とした。

自然界の野外から採取されたウスキサナギタケC.ta-

kaomontana，およびマルミノアリタケC.formicarum,そ

してサナギタケC.militarisの 3種類をそれぞれの昆虫の虫

体成分を含まない市販の試薬のみによる組成の寒天培地をつ

くり，野外と同じ子嚢殻形成の真性の子実体 (キノコ)を

フラスコ内の半固形培地上に発生させることを可能にした。

昆虫の虫体成分を含まない人工の半固形培地に 3種類の

冬虫夏草属菌を自然界と同じく子嚢殻形成の子実体を発生さ

せ得たのは史上，初めての経験である。野外の冬虫夏草属

菌 (Cordyceps属菌)を手法の人工培養で行うと，殆んど

が不完全の分生胞子型の子実体に変わるのが一般的である。

市販の試薬だけの人工培地上に子嚢殻形成の子実体をつくる

のは困難といわれていた。サナギタケとマルミノアリタケの

人工培養では第 4世代まで子嚢殻形成の子実体を 90%の確

率で発生させること成功した。無菌状態が完備された培養室

では冬虫夏草属菌の種によっては永久的に完全世代型の子実

体培養が可能であろうと考えられる。自然界のサナギタケは

半埋生型の子嚢殻であるが，半固形の寒天培地ではすべてが

裸生型の子嚢殻に変わり，これは私にとって人工培養により

知り得た新しい知見となった。
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